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本文イラスト　壱河きづく







　目次





コンタクト

シリアル・キラー

マインダー

コピーキャット

ホット・スポット

ストレス・ファクター

キリング・ゾーン

ド・ヴィジェニャ




　あとがき






	
		[image: ]

	




　コンタクト





　　誰だれもがみんな　ありのままでいられたら

　　巡めぐる時間のなか　永遠を見つけられるのに

　　空を見上げて　君はつぶやき

　　二人きりの　夜明けの街で

　　星降る瞳ひとみを　僕ぼくに向けた




　　今ならきっと君の手を

　　決して離はなしはしないのに




　　たとえ　手のひらに降る雪が

　　いつか　はかなく消えるとしても

　　たとえ　輝かがやく君の笑え顔がおが

　　一いつ瞬しゆんの　幻まぼろしだとしても




　　たとえ　君の目に映る雪が

　　いつか　忘れ去られてしまうとしても

　　たとえ　優やさしい君のぬくもりが

　　一瞬の　魔ま法ほうだとしても






　セーヌの河か畔はんを行き交かう人々の息も白いクリスマスの季節。

　パリの南東に位置するヴァンセンヌの森の木々は灰はい色いろに彩いろどられ、陰いん鬱うつな老人の顔を見せていた。

　あと数日で新年を迎むかえる週末の午後。

　森の中にあるドーメニル湖こを巡る小道脇わきのベンチに、青年は座すわっていた。

　淡あわい日差しを受けて輝くプラチナブロンドの髪かみ。

　眼鏡めがねの奥おくの魅み惑わく的な碧あおい瞳。

　パリコレのモデルと言っても可お笑かしくないこの青年は、ル・モンド紙を手にしたまま、ヘッドフォンから流れるＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの新曲に耳を傾かたむけていた。

「……そろそろか」

　組そ織しきの中ではアレクセイとして通っている青年はつぶやく。

　すると、そのつぶやきに呼こ応おうするように、ダークブラウンのコートを着き込こんだ男がマロニエの林の向こうからやってきた。

　白しら髪がの目立つ、老年に差しかかった男。

　そのやや後方には、黒いスーツ姿すがたの二人の男が、ピッタリとついてきている。

　コートの男がベンチの隣となりに座り、スーツの二人がベンチの後ろに立つと、アレクセイはＭＤを止めた。

「何を聞いていたのかね？」

　コートの男は、かすかにロシア訛なまりの残るフランス語で尋たずねる。

「日本のＳ＆Ｓというグループの唄うたう流行歌ですよ。あなたが興きよう味みを持つようなものではないでしょう」

「……まあいい。それより、こちらで指定したコンタクトの場所を変へん更こうしてきたのには、訳があるのだろうね？」

「ここが好きなんですよ。昔むかし知っていたある村の風ふう景けいに似にているので」

　静かな森。

　視し界かいに入る人ひと影かげは、湖こ畔はんを寄り添そうようにして歩く恋こい人びとたちと、芝しば生ふの上でボール遊びをする子供たちだけだ。

「もっとも、その村は内乱の時に灰になってしまいました。二百人の村人のうち、生き残ったのは二人の子供だけです」

　アレクセイは目を細めた。

「思い出話はまたの機会にして、本題に移ろう。次の仕事の話だ」

　男は内ポケットからＣＤ─ＲＯＭを取り出し、自分とアレクセイの間に置いた。

　今回の任務に関かんするおおよその情じよう報ほうは、このＣＤ─ＲＯＭに収まっている。

　詳しよう細さいについては、アレクセイが自分で調べ、手配しなくてはならない。

「……この前の日本での仕事、女王レギナはたいそうお気に召めしたそうだ」

「それはどうも」

「もっとも、私はまだ君を認めてはいないがね」

　アレクセイは肩かたをすくめただけだったが、その瞳ひとみは雄ゆう弁べんに語っていた。

　目の前の男など取るに足らない存在だと考えていることを。

　だが、見くびられた男の方も、簡かん単たんに怒いかりを表おもてに出しはしなかった。

「相変わらず横おう柄へいな男だ。目上の者に対する尊そん敬けいが足りない」

　男はアレクセイの肩に親しげに手を置き、ささやく。

「忘れないことだな。私は君など軽く捻ひねり潰つぶせる。君が何を考えて組織に入ったのかは知らんが、この私を虚こ仮けにしてはいけない。私のボディガードたちは、君の態度におおいにいらついているようだからね」

「いらついていた、でしょう、ヤノシュ？」

　アレクセイは口元にわずかに笑えみを浮うかべた。

　ヤノシュは手を離はなし、背中を振ふり返った。

　枯かれかけた芝しば生ふの上。

　二人のボディガードが仰あお向むけに倒たおれ、細かく痙けい攣れんを起こしていた。

　スーツの下に差し入れられた手には、トカレフが握にぎられたままだ。

「……ほう？」

　ヤノシュは立ち上がり、目を細めて周囲を見み渡わたした。

　いつの間に、誰がやったのか、あたりにそれらしき人ひと影かげはない。

　いるのはボールと戯たわむれる子供たちと、数百メートル離れた位置で抱だき合っているカップルだけだ。

「打ったのは微び量りようのリシンです。早めに手当てすれば助かりますよ」

　リシンは優すぐれた毒性を持つタンパク質の一種。

　冷れい戦せん時代、ブルガリアの秘ひ密みつ警けい察さつが亡ぼう命めい中ちゆうの反体制ジャーナリストの暗殺に用いたことで有名な猛もう毒どくだ。

「私の護ご衛えいを殺す気かね？」

「同じ組織の人間を？　もしそのつもりなら、使った毒の種類を教えはしませんよ」

　アレクセイはＣＤ─ＲＯＭを手に取った。

「女王レギナによろしく伝えてください。それと、いいクリスマスを、ヤノシュ」

「……アデュー」

　ヤノシュは去ってゆくアレクセイの背中を見送りながらつぶやくと、携けい帯たいで部下を呼んだ。

　無論、失しつ態たいを演えんじた役立たずのボディガードたちを始末させるためだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「あれ～、みんな待っててくれたんだ？」

　一月最初の月曜日の夜。

　矢や代しろ夏なつ紀きが社長とともに事務所に戻もどってくると、午後十時にもかかわらずＳ＆Ｓのメンバーはまだ残っていた。

　なぜか、着ぐるみのペンギンと一いつ緒しよに。

「お前がドジりゃしないかと心配だったからな」

　夏紀に向かって真っ先に憎にくまれ口を叩たたいたのは、大だい地ち一いつ心しん。

　茶ちや髪ぱつをツンツンに立てた一心は、人気アイドルグループＳ＆Ｓのリードギター兼けんボーカルであり、夏紀の古くからの友人でもある。

「で、初のラジオ出しゆつ演えんの感想は？」

　モバイルの液えき晶しよう画が面めんから顔を上げてそう尋たずねたのはＳ＆Ｓのリーダー、キーボード担たん当とうの風かざ峰みね士し郎ろうである。

「ちょっとアガった……かな？」

　夏紀は首を傾かしげた。

「結構、度ど胸きようはあるつもりだったんだけどね」

「アガってあれだけ話せれば上々ですよ」

　水みず谷たに宏こう太たが頭をブルブルと振ふる。

「僕ぼくなんか初めてラジオ出演の時、はいそうです、って十二回繰くり返しただけなんですから」

　このクリクリした瞳ひとみを持つドラムス担当の少年は、夏紀や一心と同じ学がく園えんの中等部に通う後こう輩はいなのだ。

「……まあな」

　と、あまり愛あい想そうのよくない表ひよう情じようで同意したのは長身の火ひ之の杜もり亨とおる。

　ボーカル兼ベース担当の亨は、野や性せい味みを帯びた整ととのった顔立ちと卓たく越えつした演技力で女性に圧あつ倒とう的な人気を誇ほこっているが、実はかなりの女じよ性せい恐きよう怖ふ症しよう。

　仕事やファンとの交流の時には平気なのだが、プライヴェートな時間に十代後半から二十代前半までの女性と話すのは大だいの苦にが手てで、夏紀に対しても一歩引いたところがあるのだ。

　今も亨は、愛用のベースのボディを磨みがきながら、夏紀の方に目を遣やろうとはしない。

「夏紀さんは結構、この仕事向いてるよ」

　亨の素そっ気けない態度をフォローするように、士郎が微笑ほほえみかけた。

「自分でもそう思えたらいいんだけどね」

　夏紀はふうと息をついて、ソファーの一心の隣となりに座すわる。

「ともかく、ごくろう！」

「どうも～！」

　一心と夏紀は、手のひらをパチッと打ち合わせた。

　元はといえば半年前。

　殺人フィルムに絡からむ事件に巻き込まれ、ＴＶ局内でボウガンで撃うたれたことから、矢代夏紀の存在はＳ＆Ｓの事務所社長の目に留とまるところとなった。

「貴女あなたには花があるの。きっと、彩あや乃の二ふ美み花か以上のアイドルになれるわ！　いえ、あたしがきっとならせてあげるから！」

　社長の熱心なオカマ言葉の口く説どきに折れて、と言うより、これ以上しつこく付きまとわれることにうんざりした夏紀は、受験勉強で忙いそがしくなるまでという約やく束そくで芸能界に身を置くことにしたのだ。

　しかし……。

　勉学に支し障しようがないこと、というのが夏紀の出した条件だったが、スケジュールは超ちよう過か密みつだった。

　青年コミック誌のグラビア撮さつ影えい、雑誌インタビュー、ＣＤデビューのためのレッスン、ドラマのゲスト出演など、息つく間さえないほど。

　今日も学校が終わってから丸々九時間、食事の暇ひまさえ取れないくらい働き詰づめだったのだ。

　チョンチョン。

　ペンギンが夏紀にコーヒーの紙コップを差し出した。

「ありがと……って、あなたアカネ？」

　紙コップを取った夏紀が眉まゆをひそめると、首が固定されているペンギンは胴どう体たいごと動かす感じでうなずいた。

　危ない目線をしたいぶし銀のペンギン、人気ＴＶアニメ『すっとこペン太郎』の主人公である〝ペン太郎〟の着ぐるみの中に入っているのは、一心と夏紀のクラスメートである女郎花おみなえし茜あかね。

　この茜、成績から親の年収、スリーサイズまですべてが全国平へい均きんという超平へい凡ぼん人間であり、月給百円でこき使われるＳ＆Ｓの付き人である。

「なんでそんな格かつ好こうしてるのよ？」

　ペンギンは声が出せないのか、短い翼つばさをパタパタと動かして説明しようとする。

「エックス？……じゃなくてバツ？　罰ばつゲーム？……罰ゲーム、で……着せ……られた……筆？　じゃなくてペン？……ペン……銀……ギン？　ペンギンね？　ペンギンの着ぐるみが……脱ぬげなくなった!?」

　ペンギンはコクコクとうなずく。

「お前、よく今のジェスチャーで分かったな？」

　一心は、頭の後ろで腕うでを組んだ姿し勢せいで感心する。

「イッシン！」

　夏紀は恐こわい目でクラスメートを見た。

「あなたの罰ゲームで、どうしてアカネがこんな目に遭あってるのよ!?」

　罰ゲームは、収録に遅ち刻こくしたメンバーが難なん題だいに挑ちよう戦せんする『Ｓ＆Ｓ　世せ界かい征せい服ふく！』の人気コーナー。

　今回は、一心が着ぐるみでバンジージャンプに挑戦する予定だったはずだ。

「ディレクターがコイツもいた方が面おも白しろいって言うからさ」

　と、笑いを堪こらえる一心。

「収録の後で、階段を飛び降りたりした拍ひよう子しに背中のファスナーが壊こわれて、脱げなくなったみたいなんだな、これが！」

「ロケ現げん場ばから……事務所まで……この格好で……歩かされたので……とっても恥はずかしかった？」
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　茜の必死のジェスチャーを、夏紀は読み取る。

「厚あつい……じゃなくて暑い？　深しん呼こ吸きゆう……じゃなくて息？　息が……えっと、苦しい。分かった、息苦しいのね？　それから？　四？　じゃなくてシ？……死ぬぅ？……ちょ、ちょっと!?」

　必死で意思の疎そ通つうを図はかったペンギンは、とうとう仰あお向むけに引っ繰くり返った。

　密みつ封ぷう状じよう態たいの着ぐるみの中で激はげしく動いたため、酸素不足に陥おちいったのだろう。

「お～い、生きてるか～？」

　一心は立ち上がると、ペンギンの口をこじ開けてミネラルウォーターを流し込んだ。

「受け付けの子が工具を取りに行ってくれたから、戻もどってくるまでは生きてろよ。このまま死なれると、ほんのちょ～っとばかし寝ね覚ざめが悪そうだしな」

　パタパタパタ！

　ペンギンが翼つばさをバタつかせて悔くやしがった。

「ほんのちょっとって……相変わらず、アカネには冷たいヤツね」

　夏紀は頭を振ふる。

「ねえ、そろそろトオルくんのドラマの時間だよ」

　宏太がＴＶのスイッチを入れた。

　亨主演の新番組『贖しよく罪ざいのメロディ』は、今夜が第一回の放送なのだ。

「いけない、いけない！」

　おそらくこの事務所で一番高価な品である大型フラット・テレビの一番前に、社長が陣じん取どった。

「視し聴ちよう率りつはどうかしら？　心配だわ!?」

　ヒゲ剃そりあとの青い頰ほおに両手を当てて、社長は身み悶もだえする。

「今さら気ぃもんだってしょうがないわよ。どうせもう三分の二は撮とり終わってるんだし」

　このところ、ストレスで煙草たばこの本数が増ふえているマネージャーはポケットを叩たたいてライターを探さがすと、亨にもテレビの前に来るように促うながす。

「俺おれは見なくてもいいんだけどな」

　亨はマネージャーのすぐ後ろに椅い子すを持ってきて座すわる。

　その両りよう隣どなりには士郎と一心。

　宏太は、一心の肩かたごしに画面を見る格好だ。

　無論、茜は放ほったらかしである。

「何だか、みんなあなたよりもＴＶが大事みたいね」

　茜を引き起こしながら夏紀が吹ふき出す。

（いっつもそうなのよ、この連中！）

　と、言いたいのだが、声にならない。

　ペン太郎は憤ふん慨がいした様子で翼をパタパタさせる。

「……あっ、始まった」

　番組のテーマ曲が流れ始めた。

　もちろん、Ｓ＆Ｓの新曲だ。





　　たとえ　手のひらに降る雪が

　　いつか　はかなく消えるとしても

　　たとえ　輝かがやく君の笑え顔がおが

　　一いつ瞬しゆんの　幻まぼろしだとしても






　ＣＧの星空をバックに『贖しよく罪ざいのメロディ』というタイトルが浮うき上がる。

　画面に気を取られて、夏紀の手がペン太郎から離はなれた。

　ペンギンは再び、スッテーンと倒たおれる。

「……あ、ゴメン」

　謝あやまる夏紀。

（う、裏切り者……）

　茜は四十度になろうとするペン太郎の内部で、声にならない声を上げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「このところ、面おも白しろい犯はん罪ざいがないわね」

　妖よう精せいのような金きん髪ぱつの少女は、物もの憂うげな表ひよう情じようでデザートをフォークで突つつきながら物ぶつ騒そうなため息を漏もらした。

「犯罪がないに越こしたことはないよ」

　犯罪研究家である銀髪の青年は微笑ほほえみ、美術品盗とう難なん事じ件けんに関するファイルから顔を上げる。

「それはそうだけど」

　ニコル・エマーソン・タツミは、兄に指し摘てきされて唇くちびるを尖とがらせた。

　ここは深夜の十二時まで開いているイタリア料理店。

　巽たつみ玲れいとニコルの行きつけの店である。

　玲の方はすでに食事を終え、エスプレッソを飲みながらニコルがデザートを食べ終えるのを待っているところだ。

「テレビの番組だってつまらないし、レイの蔵ぞう書しよもほとんど読んじゃったし……」

　パティシエが腕うでによりをかけたマスカルポーネ・チーズのデザートは無残にも解体され、皿さらの上は奇き怪かいなオブジェといった様相を呈ていしていた。

「……そうか」

　玲はファイルを置いた。

「退たい屈くつなんだね？」

「別に」

　ニコルは頭を振ふる。

「ワタシ、レイと一いつ緒しよにいるだけで楽しいもの」

　玲は幼い頃の事故による極度の紫し外がい線せん過か敏びん症しようのため、日中は外出することができない。

　自然とニコルの生活もそれに合わせるようになり、学校に通うこともなければ、ほとんど遊びに出ることもなかった。

　出で掛かけることがあるとすれば、こうした深夜、玲に連れられて食事に行く時ぐらいである。玲を守り、玲の世話をすること。

　それがこの幼おさない少女のすべてなのだ。

「……ニコル」

　玲は妹の頭に手を置いた。

「来週あたり……そうだな、遊園地でも行かないか？」

「えっ？　レイ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　少女の瞳ひとみが大きく見開かれる。

　確かに、夜間でも開園している遊園地はある。

　だが、日が暮くれてから家を出るとなると、ほんの二、三時間しかいられない計算になるはずだ。

「……いや、僕とじゃなくて……イッシンと」

　玲は言った。

「イッシン!?　ホーリイ・シッ……！」

　ニコルは罰ばち当あたりな罵ののしりの言葉を口にしそうになり、慌あわてて自分の唇くちびるを押おさえた。

「どうして、よりにもよってあの地じ獄ごくから這はい上がってきたインケン悪あく魔まと？」

　一心の名を口にするのさえイヤだというような調子である。

「……一応、兄妹きようだいだから」

　と、玲。

「そう考えただけでトリハダが立つのよ！」

　巽玲と大地一心は、両親の離り婚こんによって幼い時に離はなれ離ばなれになったものの、血の繫つながった実の兄弟である。

　ニコルは玲にとって、親同士の結婚によって一いつ緒しよになった義理の兄妹。

　つまりは一心とニコルも義理の兄妹にあたる訳だ。

　だがこの二人、どうも性格が合わないらしく、お互たがい二メートル以内に近づくと必ずと言っていいほどレベルの低い口くち喧げん嘩かが始まる。

　最初は二人をたしなめていた玲も、最近は諦あきらめ気味だ。

「……できれば、あまりイッシンとは揉もめないで欲ほしいな」

　玲は控ひかえめに頼たのんだ。

「向こうに言って！」

　ニコルはフンとそっぽを向く。

「そうか」

　玲は素す直なおに諦めた振ふりをし、携けい帯たいを手に取った。

「じゃあ、断ろうかな」

「……イッシンが誘さそってきたの？」

　ニコルはちょっと驚おどろいたような顔になる。

「断るなら、早い方がいいね」

　玲は直接ニコルの質問には答えなかった。

　狡ずるいやり方だが、噓うそをついたことにはならない。

　実は登とう録ろく済ずみの一心の携帯の番号を、ゆっくりと押してゆく。

「ま、待って！」

　遊園地に行くことには異存のないニコルは、急いで玲の手を止める。

「……向こうがどうしてもってお願いするんなら、考えないでもないけど？」

「きっとイッシンは喜ぶよ」

　予想通りの反応。

　あとは、一心にどうやって誘わせるかである。

（こちらも相当の難なん問もんだな）

　玲はため息をつき、何とか手段を考えることにした。
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「……君の美しさを永遠のものにしたい」

　口づけをかわしながら、鷹たか羽は飛ひ勇ゆう悟ごは少女にささやいた。

「飛勇悟さん」

　上気した少女は潤うるんだ瞳ひとみで青年を見上げる。

「私、幸せです。トップ・メイクアップ・アーティストの飛勇悟さんにメイクしてもらって、その上、こんな高級なホテルで夜や景けいなんて」

「家族の人には？」

「ウソついちゃいました。友達のところに泊とまるって」

　少女は窓のところにゆき、街の明かりを見下ろす。

「……背せ伸のびしてるって思われるかも知れないけど、飛勇悟さんのためなら何でもする覚かく悟ご、できてます」

「ありがとう」

　飛勇悟は細い剝むき出しの肩かたに手をかけ、少女を振ふり向かせた。

　幼おさなさを感じさせる華きや奢しやな腰こしを引き寄せて、真まっ赤かに染そまった耳たぶに唇くちびるを寄せる。

「永遠を君に」

　ザクッ！

　カッと見開いた少女の瞳に、驚きよう愕がくと戸と惑まどいの色が同時に浮うかんだ。

「飛勇悟……さん？」

　鈍どん痛つうを感じ下腹部に手を当てた少女は、奇き妙みような感かん触しよくにその手を目の前に持ってくる。

　真っ赤な、生温かいものがベットリとついた手を。

「………」

　少女がそのまま崩くずれ落ちると、飛勇悟はメスを捨てて、メイク用具一式が入ったバッグを引き寄せた。

「仕上げだよ」

　飛勇悟は薬指で、自分の身に起きたことが信じられないといった表情が張りついたままの少女の唇にルージュを引いた。

「これで君は永遠だ」

　部屋の窓を大きく開いてから飛勇悟は少女を抱だき上げて窓まど際ぎわに立ち、真下にある深夜のプールを見下ろして少女を放はなした。

　スローモーションで落ちてゆく少女。





　　誰だれもがみんな　ありのままでいられたら

　　巡めぐる時間のなか　永遠を見つけられるのに






　夜の冷たい風が、亨とおる演じる鷹羽飛勇悟の髪かみをなびかせる。

　少女の浮くプールサイドに集まる人々とは逆方向に歩き、闇やみに消えてゆく飛勇悟の後うしろ姿すがたを背景に、Ｓ＆Ｓの『永遠の誓ちかい』が流れ始めた。




「はい、また来週～！」

　ドラマが終わり、ＣＭに入ると、一いつ心しんは亨の頭を叩たたいた。

「やっぱ、これがお前の本ほん性しようか、この殺さつ人じん鬼きぃ～！」

「……マジで、トオルくん、恐こわいです」

　宏こう太たが怯おびえた表ひよう情じようを見せる。

「だから、お前らと一いつ緒しよに見るの嫌いやだったんだ」

　亨は一心たちをにらんだ。

「おおっ！　恐い顔！」

「や、や、や、やめてくださ～い！」

　と、一心と宏太。

「お前ら！」

「まあまあ」

　士し郎ろうが割って入る。

「確かに、今までにはない役だね」

「……シロー、お前も誉ほめているのか、貶けなしてるのか、分からん」

「いいわ～、トオルちゃん、あたし、感じちゃいそう」

　ハンカチをくわえながら瞳ひとみをウルウルさせているのは社長である。

「この人に受けてもなあ」

　マネージャーは途と中ちゆうから大イビキで寝ねているし、亨は意い気き消しよう沈ちん状じよう態たいだ。

　だが、そんな亨の肩かたを、夏なつ紀きがポンと叩いた。

「来週、どうなるか気になるよね、このドラマ」

「そ、そうか？」

「あまりドラマを見ない私が見たくなるんだから、きっとみんな見たがると思うけど」

「……だといいな」

　亨の顔が真っ赤になった。

　亨にとって、まだ夏紀は女性を感じさせ過ぎる存在なのだ。

　これが茜あかねならば、全然平気なのだが。

「さてと……」

　夏紀は立ち上がった。

「私、もう帰るけど？」

「おっ、じゃあ途と中ちゆうまで送る」

　一心がＦＩＦＡ公こう認にんのワールド・カップのロゴが入ったジャンパーをつかむ。

「悪い。お願い」

　夏紀と一心は、他ほかのメンバーより一足先に事務所を後にした。

（……あの～、あたしドラマも見てないけど……いつまでこのままなんでしょうか？）

　床ゆかに転ころがったまま存在を忘れられた茜は、〝すっとこペン太郎〟の中から恨うらめしげに二人の後ろ姿を見送った。
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　それから三日後。

　少女の変死体が発見されたのは、千ち代よ田だ区紀き尾お井い町ちようの一流ホテルのプールだった。

　早朝、水に漂ただよう少女を発見したのは、清せい掃そうに来た若いスタッフたち。

　彼らは最初、夜中に勝手に入った客が溺おぼれ死んだものだと思った。

　だが、遺い体たいの下か腹ふく部ぶには無数の刺さし傷きずが見える。

　それが、スタッフたちにこれがただの溺でき死し事じ件けんでないことを悟さとらせた。

　スタッフたちは直ただちにプールの管理責任者に伝え、遺体をプールサイドに引き上げた管理責任者は支配人に伝える。

　自みずから遺体を確認した支配人から警けい察さつに報告が入ったのは、遺体発見の一時間後だった。

「死んでいたの、中学生だって？」

　ボーイに箝かん口こう令れいを敷しくのが遅おくれたため、鑑かん識しきが到とう着ちやくした頃ころには死体発見の噂うわさはすでにホテルの宿しゆく泊はく客きやくの間にまで広まっていた。

「メッタ刺しだってよ」

「うん、聞いた。それと、死体の唇くちびるにルージュが引いてあったんだって」

　ホテルのレストランのランチメニューに訪おとずれた女子大生のグループも、平気な顔で事件を話題にしている。

「ほんと？　それって『贖しよく罪ざいのメロディ』に似にてない？」

「何、それ？」

「月曜に始まった火之杜亨のドラマ。プールに浮うかぶ女の子って、そのドラマに出てくるんだけど、やっぱり、ルージュが唇に塗ぬられてるのよね」

「まさか、ドラマを見て、殺やったとか？」

「……まさか、ねえ」

　女子大生たちは顔を見合わせた。

　プールサイドには、最初に現げん着ちやくした警官の手によって立入禁止の黄色いテープが張られている。

　すでに、所しよ轄かつの麴こうじ町まち署しよからは強きよう行こう犯はん係がかりの刑けい事じたちが来て、野や次じ馬うまやマスコミの整理に当たっていた。

「なにもこの年でこんな酷ひどい死に方することはなかろうになあ」

　本ほん庁ちよう捜そう査さ一いつ課かの到とう着ちやくを待つベテラン刑事は、もの言わぬ少女の遺体を前にして手を合わせながらつぶやいた。







　シリアル・キラー




（痛い……痛いよ）

　美み野の里りは泣き喚わめこうとしたが、声にはならない。

　突とつ然ぜんのことだった。

　演えん劇げき部ぶの部活からの帰り道、背後から口を押おさえられ、意識を失ったのは午後九時頃ごろだろうか？

　普ふ段だんなら部活が遅おそくなった時には、小学生の弟に携けい帯たいで連れん絡らくし、駅まで迎むかえにきてもらうことになっている。

　けれども今け朝さは、その弟と喧けん嘩かをした。

　火ひ之の杜もり亨とおるの『贖しよく罪ざいのメロディ』を録ろく画がするか、その裏のバラエティー番組を録とるかという、くだらないことで。

　だから、意地でも迎えに来て、とは言えなかったのだ。

　駅から家まで十二分。

　住宅地なので、この時間になると人通りは少ないが、通い慣れた、危険なことなど起こるはずのない道。

　だが、気がついてみると、美野里は縛しばられて、目め隠かくしと猿さるぐつわをされた状態で吊つるされていた。

　全体重を支える手首は痺しびれ、すでに感覚がマヒしている。

「君にはこの色が似に合あいそうだね」

　誰だれかの声がした。

　姿すがたは見えないが、すぐそばに気け配はいを感じる。

「……！」

　猿ぐつわが外はずされて、何かが唇くちびるに触ふれる感かん触しよくがした。

　クリームのような、かすかに香こう料りようを感じるものがゆっくりと塗ぬられる。

「……やめて」

　美野里は懇こん願がんする。

「美しい」

　声が言った。

「この一いつ瞬しゆんの美しさを永遠のものに」

　聞いたことのあるような台詞せりふ。

　だが、恐きよう怖ふに支配された美野里は、それがどこで聞いたものだったのか思い出せない。

　バチ！

　何の前まえ触ぶれもなく、美野里の身体からだの内部を衝しよう撃げきが走った。

（電気！）

　感電したようだった。

　筋肉が収縮し、肢し体たいが大きく仰のけ反ぞる。

　バチバチ！

　今度はさらに強く、長い時間電気が流された。

「もう……やめて、お願い」

　もう一度。

　何かが焦こげる臭においを美野里は感じた。

　次し第だいに強くなってゆく電気ショックが、少女を苛さいなむ。

（まだ……弟にゴメンネって言ってなかったな……）

　十二回目に高圧電流が美野里の身体を貫つらぬいた時、彼女の意識はスイッチを切られたように暗あん転てんした。
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「何だか、近ちか場ばでゴマかされた感じだわ」

　一月の第三火曜日の朝。

　ニコルは地下鉄で移動する間、可愛かわいらしい唇くちびるを尖とがらせて不平を洩もらし続けた。

「ディズニー・シーぐらい連れてってくれても、バチは当たらないでしょ？」

「仕方ないだろうが。ようやく取った半日オフだぜ」

　サングラスで顔を隠かくした一いつ心しんは周囲に芸能人だと気づかれぬよう、小声で言い返す。

「それに俺おれは金きん欠けつなの」

「たくさん稼かせいでるくせに」

　ニコルは床ゆかにとどかない足をプラプラさせた。

「稼いだ分、事務所に持ってかれるんだよ」

　二人が向かっているのは、都心部にある遊園地。

　一心はこれからニコルのデートのお相手を務めることになっているのだ。

　本来なら、ニコルのお守もりなど死んでも引き受けたくないところだが、他ほかならぬ玲れいの頼たのみである。

　彼にいろいろと救たすけてもらったことのある立場としては、断ることが難むずかしかったのだ。

　それに、学校もサボれる。

「……ところで」

　ニコルは、一心の隣となりに座すわる茜あかねにチラリと目を遣やった。

「一いつ緒しよについてきてるオマケは何？」

「ど、どうも～」

　オマケ呼ばわりされた茜は小さく手を振ふった。

「なぜか、ついてくことになってしまいました～」

　一心が何かやらかさないかと心配したマネージャーの差し金なのだが、何とも心こころ許もとない監かん視し役やくだ。

「言っとくが、お前の分の入場料とか、俺は出さないからな」

「うそ！」

「当たり前だろが！　そこまでやってる義ぎ理りはない」

「う～！　あたし、サイフ持ってきてない～」

「お前、人間としての常識ないだろ？」

「貸して～！　お願い～！」

「利り子し一日五割」

「悪あく魔ま～、オニー、インケン芸能人～！」

「ば、馬ば鹿か！　目立つだろうが！」

「貸して～！」

　この騒ぎに、周囲の客が一心に気がつき始める。

「……最悪」

　そう言いながらも、地上に出た地下鉄の窓から外を見るニコルの顔は楽しげだった。
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　同じ頃ころ。

　皇こう居きよ桜さくら田だ門もん前にそびえる、地上十八階地下四階の警けい視し庁ちよう庁ちよう舎しや。

　殺人、強ごう盗とう、放ほう火かなどの凶きよう悪あく犯はん罪ざいを担たん当とうする捜そう査さ一いつ課かは、その六階に位置してる。

　強行犯捜査三係に異い動どうになったばかりの乾いぬい七なな瀬せ警けい部ぶ補ほは、徹てつ夜や明あけの眠ねむい目を擦こすりながら資し料りようを抱かかえて大部屋を出ると、エレベーターに乗り込んだ。

「……江え南なみ警けい視し正せい？」

　エレベーターには、すでにスーツ姿すがたの男がひとり乗っていた。

　年は三十代前半。

　肩かた幅はばが広く、長身の乾よりさらに頭半分背が高い。

　それが見知った人間であることに気がついた乾は、声をかけた。

「お久しぶりっス」

　相変わらずの人を舐なめ切った口調である。

「乾か？」

　江南と呼ばれたその男は女刑けい事じに目をやると、厳きびしい表情をやや緩ゆるめた。

「聞いたぞ。特とく殊しゆ犯はん捜査係から異動になったそうじゃないか？」

「間ま抜ぬけな上じよう司しが、前のヤマで下へ手た打うったトバッチリっスよ」

　乾の上司である結ゆう城き警視はドーム球場爆ばく破は未み遂すい事じ件けんの際さい、爆発物を紛ふん失しつした責任を問われ、特殊犯捜査係から強行犯捜査三係へと移った。

　結城の補ほ佐さに当たっていた乾も、お付き合い、という訳だ。

「あれは面おも白しろい男だが、熱意が空回りする傾けい向こうがある」

　江南警視正はキャリアとして後こう輩はいにあたる結城政まさ宗むね警視のことを愉ゆ快かいげにそう評すと、真ま顔がおに戻もどった。

「……確か、お前と結城は紀尾井町の女子中学生殺しの担たん当とうだったな？」

「ええ、課長に事務連れん絡らく入れて、これから麴こうじ町まち署しよの捜査本部に戻るとこっス」

「近ごろは意味もなく、ああいうおかしな犯罪を働く連中が増ふえた。お前たち現場の人間の勘かんも、役に立たない時代になりつつあるな」

「まあ、ヤマの方はこっちに合わせてくんないスから、こっちが慣れてくしかないっスよね。……っと、そういえば」

　乾は慣れない敬けい礼れいをして見せた。

　制せい帽ぼうを被かぶっていない上、庁舎内なので敬礼の必要はないのだが。

「江南警視正、警備部警護課課長への昇しよう進しん、おめでとうございます」

「よせよせ、お前から祝われるとムズ痒がゆくなる」

　江南は苦く笑しようする。

　その時、エレベーターが一階で停止した。

　江南は先に乾を下ろし、それから自分も下りる。

「警視正」

　乾は江南を振ふり返った。

「警視正のお力で、自分、警備部に復帰できませんかね？」

「なんだ、捜そう査さ一課はキツイか？」

　江南は冗じよう談だんで済すませようと笑う。

「……耳にしました。あの人……また来日するんでしょう？」

「過去のことにあまりこだわらない方がいい」

　江南は乾の問いには直接答えず、大おお股またで歩きだした。

　その後を乾は追う。

「自分にとっては、過去のことじゃないんです。今度こそはきっと」

「今度こそは、か」

　江南は正面玄げん関かんを出てタクシーを止めると、乗り込みながら乾に告つげた。

「やめておくんだな。お前もそろそろ、いい若いキャリアでも見つけて……」

「そうは言われても」

　乾は大おお袈げ裟さに肩かたをすくめてみせる。

「なかなかいないんスよね、こんないい女に釣つり合う男って」

「その見けん解かいに対する異い論ろんは差さし控ひかえよう」

　江南はやや怯ひるんで、ムッとした表情の乾から視線をそらす。

「だが、今さら警備計画を変へん更こうしてお前をねじ込むことはできん。お前は目先のヤマに専せん念ねんしろ」

　乾の目の前でタクシーのドアが閉まり、発進した。

　第二の犠ぎ牲せい者しや、市いち川かわ美野里が銀ぎん座ざの画が廊ろうで見つかったのは、それから三十分後のことだった。
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「……ふう」

　会議室を出た澤さわ和かず枝えは、スーツのポケットからつぶれたキャメルを取り出して一本くわえると、百円ライターで火を着けた。

「どうでした？」

　外で待っていたチーフ演えん出しゆつの加か藤とう英えい二じが、恐おそる恐る尋たずねる。

「……続行」

　澤は紫し煙えんを加藤に吹ふきかけ、ニッと笑った。

「部長、かなり神経質になってたけどね。事件と本当に関係があるかどうかはハッキリしてないんだし、簡かん単たんには切れないわよ」

　澤和枝はまだ三十代前半でありながら、バラエティー番組で次々とヒットを飛ばし続ける辣らつ腕わんプロデューサーである。

　その澤がバラエティーの第二制作部からドラマの第一制作部に移り、最初の仕事が『贖しよく罪ざいのメロディ』なのだ。

「他た局きよくのワイドショーは叩たたきにかかるでしょうね」

　と、浮うかぬ顔の加藤。

「そうすれば、視し聴ちよう率りつが上がるかもよ」

　澤の眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが光る。

「番ばん宣せん、タダでやってくれてるみたいなものだもの」

「ですけど、実際に犯はん人にんがうちの『贖罪のメロディ』を見て、それを真ま似ねしての殺人だとしたら……澤さんの立場が」

　紀尾井町のホテルで発見された女子中学生の遺い体たいの様子が『贖罪のメロディ』第一話の殺人事件とそっくりだという噂うわさはネットを通じて広まり、やがて雑誌やテレビでも取り上げられるようになった。

　澤がさっきまで編へん成せいの責任者たちと相談していたのは、これが模も倣ほう犯はんによる殺人であった場合のＴＶ局としての対応だった。

「んなこと気にすんじゃないの」

　澤は加藤の頭を小こ突づいた。

「たまたま、ドラマと手口の似にた殺人事件が起きただけだって」

「最悪でも犯人がうちのスタッフじゃないことを祈いのりますよ」

　加藤はすでに一昨日おととい、他のスタッフとともに警察の事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けていた。

　被ひ害がい者しやの死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくは、番組放送二日後の水曜の夜九時から十一時。

　その時間、合ごうコンを仕切っていた加藤にはアリバイがあったが、スタッフの中には合コンの途と中ちゆうで女の子と消えたり、酔よって意識がなかったり、さらにはテレクラで知り合った名前も分からない少女と会っていたりと、証言の裏が取れない人間も多かったのだ。

「た、た、た、た、た、大変です！」

　Ｔシャツ姿すがたのサードＡＤが駆かけ寄ってきて、澤と加藤に告つげた。

「二番目の犠ぎ牲せい者しやが見つかりました！　昨日きのうの放送分と同じ手口で殺されてるそうです！　それに、やっぱり口くち唇びるにルージュが！」

「……マジ？」

　と、加藤。

「もう一度、編成にかけ合わなきゃいけなくなったわね」

　澤はため息をついた。
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　平日の昼間、それも真冬ともなると、遊園地を訪おとずれているのはほとんどが大学生らしいカップルばかりだった。

　みんな寒さを口実に肩かたや頰ほおを寄せ合い、抱だき合って楽しそうな声を上げている。

　そんな中で……。

「うう、ううう～っ」

「泣くな！」

「……だ、だって～……幽ゆう霊れいが～ヒヒヒヒ～ッて笑うし～、しょれにちゅめたいものが背中にピチャッてぇ～」

　顔をグチャグチャにした茜あかねは、一いつ心しんとニコルの手によってお化ばけ屋や敷しきから引きずり出されていた。

　幽霊のメイクをしたバイトが井い戸どから飛び出したり、高いところからコンニャクを背中に落としたりする程度の他愛たわいのない見せ物だというのに、茜は一歩進むごとに絶ぜつ叫きようし、パニックになり、最後には卒そつ倒とうしかけたのだ。

　あたりのカップルの失しつ笑しようを買ったことは言うまでもない。

「あ～、恥はずかし！　もう二度とあそこのお化け屋敷行けねえぞ！」

　一心は頭を搔かきむしった。

「あの悲鳴、オバケの方が驚おどろいていたわ」

　ニコルもほとほと呆あきれ果はてたという表ひよう情じようである。

「ジェットコースターでは腰こしを抜ぬかすし、コーヒーカップに乗ったら乗り物酔よい。まるで幼よう稚ち園えん児じね」

「……ガキに言われてら」

「誰だれかさんよりは精せい神しん年ねん齢れい高いと思うけど？」

「放ほっとけよ。それより、この大おお馬ば鹿か者ものを少しベンチで休ませるから、何か飲み物買ってきてくれ」

　一心は千円札をニコルに渡わたした。

「仕方ないわね」

「う～、しゅびばしぇ～ん」

　茜はまだしゃくり上げている。

「いいから鼻をかめーっ！」

　一心は涙なみだも鼻水も区別がつかなくなった茜の顔に、ハンカチを押おしつけた。

「……とんだ一日ね」

　ニコルは二人を放っておいて、売店に向かった。




「まったく」

　確か今日は一心がエスコート役で、自分は主しゆ賓ひんのはず。

　お姫ひめさま扱あつかいされてもいいはずなのに、これではまるで自分は一心と茜のデートのオマケである。

　ニコルとしては、はなはだ面おも白しろくない展てん開かいだ。

「オレンジジュースをひとつと、ホットコーヒーを二つ」

　ニコルは千円札を出して注文する。

「ありがとうございました～！」

　事務的な笑え顔がおを浮うかべた店員が、トレーに載のせたラージサイズの紙コップを渡した。

　そのトレーを受け取って、一心たちのところに戻もどろうとした時。

「……？」

　少し離はなれたテーブルについている二人の子供がニコルの注意を引いた。

　自分と同じくらいの年だろうか？

　くすんだ色合いの髪かみに緑の目。

　陶とう器きの人形のように美しく、そしてそっくりな顔をした男の子と女の子だ。

「エンジェルズ？」

　双ふた子ごのようだけど、まるで天てん使しみたい、とニコルは思う。

　やがて、自分たちを見つめる視し線せんに気がついたのか、男の子がニコルの方を振ふり返った。

　慌あわてて目を逸そらそうとするニコルに、男の子は笑顔を返す。

　顔を赤くしたニコルは謝あやまることにして、二人のテーブルの方に向かった。

「ソーリー、じっと見る気はなかったんだけど」

　とりあえずは英語である。

「気にしないで。双子は珍めずらしいから、見られることには慣れているわ」

　女の子が同じく英語で答えた。

　多少訛なまりがある。

　東とう欧おうのようだが、ニコルにはよく分からない。

　玲ならば国こく籍せきを言い当てられるに違ちがいないが。

「トウキョウは詳くわしい？」

　女の子が尋たずねる。

「結構長いわ、ここでの暮くらし」

　ニコルはうなずいた。

「へえ？　僕ぼくらと同じ観かん光こう客きやくかと思った」

　男の子は手を差し出した。

「僕はミハウ。こっちは妹のビアータだよ」

「ニコル・エマーソン・タツミ」

　手を握にぎり返してニコルも名乗る。

「……誰だれかと一いつ緒しよ？」

　ニコルのトレーを見て、ミハウは言った。

「そうだけど、放ほっておいても平気な連中」

「そう？　じゃあ、教えて欲ほしいんだけど……」

　三人はガイドブックを囲み、楽しそうに話し始めた。
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「これだけは慣れるってことないっスね」

　解かい剖ぼう室しつから出てきた乾は、白はく衣いを脱ぬぎながら大だい地ちかおるに言った。

　ここは文ぶん京きよう区大おお塚つかの監かん察さつ医い務む院いん。

　乾は今、銀ぎん座ざの画が廊ろうで発見された女子高生の遺い体たいの司し法ほう解剖の立ち会いを終えたところである。

「そうは見えないわね。多いのよ、解剖中に気を失っちゃう、か弱～い男性の刑けい事じ」

　検けん視し医いのかおるは、解剖室用の長なが靴ぐつからサンダルに履はき替かえる。

「男どもと違ちがって、女って生き物は定期的に血を見ない訳にはいかないっスからね」

「……結城くんは？」

　乾の上司である結城警けい視しも解剖に立ち会っていたのだが、いつの間にか姿すがたが消えていた。

「トイレに駆かけ込んでいきましたよ。で、どんな印象っスか、この被ひ害がい者しや？」

「後で書面にするけど、やはり電でん撃げき死し。平たく言うと感電死ね。電でん流りゆう斑はんや鉱こう性せい変へん化かから見て、改かい造ぞうされたスタンガンによるものの可能性が高いわ」

「前のプールの事件との関かん連れんは？」

「確たしかにあの事件の被害者も、さっきの子と一緒で唇くちびるにルージュが塗ぬられていたわね。でも、殺さつ害がいの手口だけから見ると関連は薄うすいような気がするわ。プールで発見された中学生は殴おう打だされ、倒たおれた拍ひよう子しに頭部を強打したことによる脳のう挫ざ傷しようが死因。二十数か所に及およぶ下か腹ふく部ぶの刺し創そうは死後のものでしょ」

「それと、暴ぼう行こうの痕こん跡せきも」

　乾は嫌けん悪おの表情を浮うかべてつけ加えた。

「そう。暴行も死後のものね。だけど、今度の子の場合は電撃による心しん室しつ細さい動どうが死因だし、暴行された形跡もないわ。もっとも、そういった推すい理りは法医学者じゃなくて、刑事さんの仕事でしょ？」

「ごもっとも」

「ところで……」

　かおるは小さく咳せき払ばらいした。

「最近、玲に会ったかしら？」

「玲くん、スか……？」

　巽たつみ玲と乾は、ドーム球場の事件で知り合った。

　乾が情じよう報ほうを提供し、玲が助言する。

　そんな関係は、あの事件以降も続いていた。

　玲の協力で乾が解決した事件は、すでに四件に及およんでいるのだ。

「そういや、こんところ会ってないスね」

「ふうん……」

「どうかしたんスか？」

「あの子、全然連れん絡らくしてこないのよ。イッシンから電話番号聞いてるはずなのに」

「長年会ってなかったんでしょ？　照てれ臭くさいんじゃないスか？」

「小さい時から親に対して甘あまえることのなかった子だけど、よそよそしいというか、何というか……。父親と再さい婚こんした義理の母親に遠えん慮りよしてるのかしら？」

「そういう複雑な事情を自分に語られても……」

　乾はどうコメントしていいか迷う。

「それにしてもね」

　かおるはオレンジの口くち紅べにを塗ぬった口を尖とがらせる。

「イッシンの馬ば鹿かはなかなか家に帰ってこないし、ここのところ退たい屈くつでしょうがないのよ」

「って、かおるさん、玲くんは退屈しのぎっスか？」

　警察の仕事に玲を利用している乾が、自分のことは棚たなに上げて呆あきれた。

「ほんと、男の子ってつまらないわよ。女の子もひとりぐらい生んでおけば良かった」

　かおるはため息をついた。

「……玲くん、か」

　乾はふと、何かに思い当たったかのようにつぶやく。

「その手が……あったっスよね」

「えっ、どうしたの？」

　と、かおる。

「いえ、別に。……それじゃ、バカ上じよう司しを連れて本部に戻もどるんで、失礼します」

　乾は肘ひじの下がっただらしない敬礼を見せると、結城を呼びにトイレに向かった。
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　壁かべの時計の針はりは、午後四時を回っている。

　澤和枝プロデューサーは、『贖しよく罪ざいのメロディ』の主要スタッフと出しゆつ演えん者しやを会議室に集めていた。

　当然、その中には主役の鷹たか羽は飛ひ勇ゆう悟ごを演えんじる火之杜亨の姿すがたもある。

　亨は警察の事じ情じよう聴ちよう取しゆを終えてきたばかりだった。

「来週の放送、本当にあるんですかね？」

　刑けい事じ役やくの中年男だん優ゆうが澤に尋たずねた。

「出演者が問題を起こしたんなら、即そく、差し替かえですけど、この場合は編へん成せいの方でも迷ってるみたいですよ」

　代わりに答えたのは加藤である。

「やめちゃったら、それこそ関係があるって認めるみたいなもんですしねえ」

　とは、報道部から移動してきてこれがドラマ初仕事の演えん出しゆつ補ほ。

「……編成とは」

　ようやく澤が口を開いた。

「私が全責任を負うって条件で、とりあえずはこのまま流す方向で話をつけてきたわ。もっとも、次に何かあれば保証の限りじゃないけどね。そこで、我々のこれからの方針だけど、マスコミに対してはダンマリを決め込むこと。事件と『贖罪のメロディ』の関係については、否定も肯こう定ていもしない」

「どうしてです？」

　と、加藤チーフ・ディレクター。

「そうすれば、視し聴ちよう率りつが上がるからよ」

　澤は吸すいかけの煙草たばこを灰はい皿ざらに押おしつける。

「ワイドショーで大げさに騒さわげば、みんな一回ぐらいは見てみようかって気になるじゃない。事件との関係を否定して話題性を潰つぶすことはないでしょ？　もちろん、事件と関連があるなんて認めたら打ち切りになるから問題外だけどね」

「……澤さんらしいな」

　バラエティー時代から澤との付き合いが長い加藤がつぶやく。

「何か言った？」

　澤はにらみ、ドンとテーブルを叩たたいた。

「いい!?　私は今回の『贖しよく罪ざいのメロディ』にすべてを賭かけてるの！　それをどこかの変へん質しつ者しやのために潰されてたまるもんですか！」

「……最近、多いですよね。犯はん人にんを捕つかまえてみても、動機が分からない犯罪って」

　そう自分に言い聞かせるようにつぶやいたのは、澤よりもやや若い、髪かみを赤く染そめた女性。亨のメイク担たん当とうで、メイクアップ・アーティストの立場から番組のアドバイザーを兼かねている小こ島じま梓あずさだ。

「納なつ得とくできる動機がないと、今度は自分や家族が犠ぎ牲せいになるかも知れないって、不安になる。だから、ゲームやテレビのせいだって無理矢理こじつけて、それで安心する。そういう人たちの目を気にして、番組を取り締しまる法律を作ろうとしたり、局が自主規制したりする動きが起こる。テレビはつまらなくなる一方ですよ」

　梓は眉まゆにかかった赤い髪をふっと息で吹ふき上げた。

　ドラマの中の被ひ害がい者しやの死しに化げ粧しようを担当したこともあって、スタッフの中でも最も長時間の取り調べを受けた梓だったが、その表情にはどこか面おも白しろがっているような様子がある。

　メイクの途と中ちゆうで頻ひん繁ぱんにからかうように話し掛かけてくる梓は、亨にとって最も苦手な女性のひとりだ。

「そんな馬ば鹿かげた動きにどこかで歯止めをかけないと、言げん論ろん統とう制せいされた昔むかしの社会主義国家みたいになるぞ、この国は」

　ベテランのプロデューサー補ほが、腕うで組ぐみをしながら唸うなった。

「ああ」

　亨はうなずく。

「この役、俺おれは簡かん単たんに下りる気はないぜ」

　これを聞いて、梓が悪戯いたずらっぽい目を向けて小さく笑った。

　これだけで亨の顔は赤くなる。

「あの」

　亨の隣となりに座すわっていた若い女が立ち上がった。

　脚きやく本ほん家かの花はな村むら詩し帆ほである。

　まだ女子大生の詩帆も、これがＴＶドラマの初はつ仕し事ごと。

　高校時代に幾いくつものシナリオ・コンテストで入賞していたことから、澤が大だい抜ばつ擢てきしたのだ。

（確か……きれいな瞳ひとみをしてたよな）

　亨は顔合せの時の第一印象を思い出し、詩帆の目をチラリとのぞき見る。

　その視し線せんに気がついた詩帆は、笑えみを返してから続けた。

「私も澤さんたちの意見に賛成です。たとえ、本当に犯はん人にんがこのドラマに基づいて殺人を行なったのだとしても、ここで犯罪者に屈くつしたらテレビというメディアにとって、取り返しのつかない悪い前例を作ることになると思います」

　詩帆のハキハキとした意見に、一同もうなずく。

「じゃあ、いいわね？　目標は平へい均きん視し聴ちよう率りつ三十パーセント！　目標達成のためには、犯罪だって利用してやりましょ！」
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　澤は言い放はなった。




「トオルくん」

　会議室を出たところで、澤が声をかけてきた。

「さっきはありがと。この役続けるって言ってくれて」

「当たり前だろ。飛勇悟役ができるのは俺だけだって口く説どき落としたの、澤さんだろ？　俺が降りたら、誰だれがやるんだよ」

　年が離はなれていることもあるのだろうが、澤のような仕事一いち途ずの人間に対しては、亨も苦手意識はなかった。

　澤は亨にとって、肩かたの力を抜ぬいて話せる数少ない女性のひとりだ。

「そうだった」

　澤は笑った。

　普ふ段だんはクールな澤も、笑うと意外と可愛かわいらしい。

「疲つかれて、ちょっと気弱になったかな？」

「しっかりしてくれよ、あんたがボスなんだから」

　亨は澤の持っているクリップボードをこんこんと叩たたいた。

「それから、寝ねた方がいいぜ、目の下に隈くまができてる」

「このところ帰ってないからねえ」

　澤は小さくあくびをすると、喫きつ煙えんスペースのベンチに座すわり込んだ。

「まあ、帰らなくても心配して待ってる人間はいないし、ここで寝よっかな？」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに頭を搔かく澤の顔には、確たしかに疲ひ労ろうの色が濃こい。

「……そっか、そう考えると、離り婚こんして子供を取られたのも、まんざら悪いことばかりじゃなかったワケね」

「悪い。余計なこと思い出させた」

「こらこら、主しゆ演えんアイドルが気を回すんじゃないの。まだ撮さつ影えいは残ってんだから、気き張ばっていこうよ！」

　澤は背せ伸のびをし、亨に向かってウインクした。
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「だぁから、悪かったって言ってっだろ！」

　ニコルの後ろについてゆきながら、一いつ心しんはうんざりとした表ひよう情じようを浮うかべた。

「もういいわ。最初からイッシンに何かを期待した自分に、責任があるんだから」

　ニコルはＪＲ阿あ佐さケが谷や駅から家に向かっての道をスタスタと歩きながら、振ふり返ることもしなかった。

「……すっげー、嫌いや味み」

「イヤミ？　それは邪じや推すいよ、オ義に兄いサマ」

「お前、本当に可愛げゼロどころか、マイナス二十億おくぐらいだな！」

「まあまあ、二人とも喧けん嘩かはよしなさいよ」

　茜あかねが余計なところでヘラヘラと仲ちゆう裁さいに入った。

「ほら、せっかくの楽しい遊園地だったんだから、なかよくなかよく」

「あのなあ、その楽しい遊園地とやらがぶち壊こわしになったのは、大体、すべて、パーフェクトに、百パーセント間ま違ちがいなく、完全にお前が原因だろ、バ・カ・ネ！」

「あの、あたしの名前は女郎花おみなえし茜あかねであって……」

「お前なんかバカネで十分だ！」

「その知性の欠片かけらもない女子高校生を責めても無む駄だよ。刑けい法ほう上じようの責任を負えるだけの大だい脳のう皮ひ質しつがないんだもの」

「ううっ、Ｗ攻こう撃げき……」

　だが、茜は反論できない。

　遊園地で一番騒さわぎ、一番恥はじをかき、一番迷めい惑わくをかけたのは他ほかならぬ自分だからだ。

「……でも、その割りにはあんましニコちゃん機き嫌げん悪わるくないよね」

　茜はニコルの後うしろ姿すがたをチラリと見る。

　こころなしか、足取りが軽いようだ。

「ともかく、もう二度とイッシンの誘さそいには乗らないわ」

「こっちも二度と誘うもんかっての！」

　そう言った一心だが、すべてが玲に頼たのまれてのことだったということをバラすことはなかった。

「寄っていく？　夕食ぐらい用意するけど？」

　屍し桜ざくら屋や敷しきに着くと、ニコルは二人を振ふり返った。

「この後、仕事が残ってるんだよ」

　と、一心。

　それに、ほとんどニコルの面めん倒どうを見てやれなかったので、玲に合わせる顔もない。

「じゃあ、あたしだけ」

　夕食という言葉に誘さそわれ、フラフラとニコルについて行きそうになる茜。

「お前は俺の付き人だろうが！」

　一心は茜を背中から羽は交がい締じめにし、ズルズルと引きずっていった。

「あ～、夕食が～！」

「後でキャラメルでも買ってやるからそれで我が慢まんしろ！」

「あたしゃ昔むかしの子供か！」

「ふう……」

　扉とびらを閉めたニコルは、そのまま寄り掛かかってつぶやいた。

「ビアータと……ミハウ」

　あの後、ニコルは一心たちを放ほうったまま、双ふた子ごといくつかのアトラクションを回った。

　二人の連れん絡らく先さきも聞いたし、また一いつ緒しよに出で掛かける約やく束そくもした。

「トモダチ……だよね？」

　貴き重ちような宝石を手に入れたかのように胸にそっと手を当てると、ニコルは帰ってきたことを告げるため、玲の待つ居間に向かって走った。
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　至急、コンタクトを取りたい。

　乾がそういった内容のメールを玲に送ったのは、かおるとの会話の二日後のことだった。

　すぐに連れん絡らくをしなかったのは、この四十八時間、中学生殺人死体遺い棄き事じ件けんの捜そう査さでまったく動きが取れなかったからだ。

　通常、捜査班はんは所しよ轄かつ、つまり地元署の刑けい事じと本ほん庁ちようからの刑事が二人ひと組みで動くのだが、乾の場合、総そう指し揮きを執とる本庁のキャリア、結城政宗管理官のお守もり役やくを課長直じき々じきに仰おおせ付つかっているので、所轄と組んで捜査に赴おもむくことはない。

　つまり、乾が捜査本部から消えても、困るのは結城と彼に当たり散らされる周囲の連中だけのはずだった。

　だが、捜査の慣習に疎うといキャリアの結城は、自みずから〝地取り〟と呼ばれる聞き込み捜査に出たがった。

　無論、これは捜査のプロであるノンキャリアのベテラン捜査員にとって、捜査妨ぼう害がい以外の何物でもない。

　かといって、結城は乾が止やめろといっても、素す直なおに従う人間ではない。

　板いた挟ばさみになった乾は結局、憤ふん激げきするベテラン勢を宥なだめつつも、結城について地取りに奔ほん走そうすることになったのだ。

　当然、聞き込みの経験がない結城では収しゆう穫かくはゼロ。

　要いらぬ疲ひ労ろうだけが、乾の身体からだに残った。




　金曜の深夜、以前に待ち合わせたことがあるホテルのラウンジで乾は待っていた。

「やっほ～！」

　スラリとした玲の姿すがたを入口に見つけた乾は、カウンターから手を振ふった。

　玲は乾を認めると軽くうなずき、そばにやってくる。

「お目め付つけ役やくも一いつ緒しよっスか？」

　乾は玲の後ろにニコルがいるのを見て微笑ほほえんだ。

「あんまお兄にいちゃんにベッタリだと、ボーイフレンド出来ないっスよ」

「要いらないわ、そんなモノ」

　ニコルは素そっ気けなく言い、玲と乾の間に割り込むようにして座すわった。

「同おない年どしの男なんて……バカみたい」

　ミハウの顔が一いつ瞬しゆん、ニコルの頭に浮うかぶ。

「じゃあ、ちょっと年上。あのイッシン君なんてどうっスか？」

　乾はからかってみる。

「結構、イケてるっしょ？」

「どうしてあの疫やく病びよう神がみの名前が出てくるの！」

　ニコルは憤ふん慨がいした。

「この地球上に、いえ、この宇宙に男がアイツしかいなくなったとしても、アイツだけはお断わりよ！……ああ、イヤな経験を思い出したわ」

「……嫌きらわれたもんっスね、天下のアイドルも」

「先日、一心と遊園地に行って酷ひどい目に遭あったらしくてね。……ところで」

　玲は笑いを堪こらえながら乾に尋たずねる。

「旧きゆう交こうを温あたために僕を呼んだ訳ではないでしょう？　ニコルにこれ以上夜よ更ふかしのクセをつけさせたくないし、単たん刀とう直ちよく入にゆうにいきませんか？」

「相変わらず、きれーなオネーさんに冷たいこと」

　乾は嘆たん息そくしてみせた。

「まあ、ぶっちゃけた話、頼たのみ事があるんスけど」

「ホテルのプールでルージュを引いた死体が見つかった事件？　それとも、画が廊ろうの事件？」

　ニコルが口を差し挟はさむ。

「ブッブー」

　乾はニヤリとした。

「確たしかに、あのルージュのヤマは自分らの担たん当とうっス。でも、今回はその件けんじゃないんで」

「……聞きましょうか？」

　玲はニコルのためにホットミルクを、自分のためにエスプレッソを注文する。

「これっス」

　乾は一枚の写真をバッグから取り出して伏ふせたままカウンターに置くと、それを弾はじいて玲の前まで滑すべらせた。

「ホワット？」

　自分の前を素す通どおりする写真に、眉まゆをひそめるニコル。

「Ｈな女子高生の写真で～す」

「……ダメッ！」

　ニコルは慌あわてて玲から写真を奪うばおうとする。

「な～んてね」

　乾はグラスを回かい転てんさせ、氷をカラカラと鳴らした。

「………」

　玲は苦く笑しようし、写真をめくった。

　そこに写っていたのは五十代前半ぐらいの白人男性。

　周囲の車や人物と比ひ較かくすると、身長は百九十センチ程度だろう。

　かなり大おお柄がらな男だ。

「これは？」

「マンフレート・ドレスナー。元ドイツ連れん邦ぽう議ぎ会かい議ぎ員いんで内ない務む次じ官かん。現在はユーロポールのドイツ理り事じっス」

「ユーロポール？」

　ニコルが尋たずねるように玲の顔を見る。

「オランダのハーグに本ほん拠きよを置くヨーロッパ連合の警けい察さつ機き構こうだよ。日本では欧おう州しゆう刑けい事じ警察機構という訳語を当てている」

「国際刑事警察機構インターポールみたいなモノ？」

「そのヨーロッパ版ばんといった感じかな」

　玲はうなずく。

「国際刑事警察機構は加か盟めい百七十七か国。各国警察の相そう互ご協きよう力りよくを取り持つ情じよう報ほうセンターのような存在で、アニメや安物のミステリーに出てくるような捜そう査さ権けんはないんだ。……ユーロポールも、今のところはそうした連れん絡らく機き関かんに過ぎないはずだが？」

「けどっスね」

　乾が補ほ足そくする。

「ここ数年、臓ぞう器き売ばい買ばいやマネーロンダリング、美術品の盗とう難なんといった数か国にまたがる多た国こく籍せき犯はん罪ざいに対応するため、ユーロポールの権限を強化しようって動きがＥＵ官かん僚りようの間で起きてるんスよ」

「つまり、ユーロポールにも捜査権を与あたえて、アメリカのＦＢＩみたいにしようという動きだね」

　玲もそうした考えが広まってきていることを聞き及およんではいた。

「で、そのユーロポール強化案の熱心な提てい唱しよう者しやが、このドレスナー理事」

　乾は写真を視し線せんで示した。

「……敵てきは多いだろうね」

　玲は慎しん重ちように言った。

「ユーロマフィアがその首に賞しよう金きんをかけてるって噂うわさっスからね。本国では常にチームで護ご衛えいがついてるっスよ。で、その敵の多い男がもうすぐ来日するっス。目的は、警視庁の科か学がく捜そう査さ研けん究きゆう所じよの最新科学捜査の視察と、報道番組へ出しゆつ演えんしてユーロポール強化の意義を説とくこと」

　乾は続ける。

「で、ぶっちゃけた話、玲くんにこの人を守って欲ほしいなあって」

「ナニ言ってるの？」

　ニコルが口を挟はさむ。

「レイは犯はん罪ざいの捜査の専門家。ボディガードじゃないわ」

「……それに乾警けい部ぶ補ほ、あなたも警備部の人間ではないはずだ」

「今はね」

　玲に指し摘てきされ、乾は肩かたをすくめる。

「でも、三年前は警備部警護課所しよ属ぞく。ＳＰだったんスよ、これでも」

「ＳＰ!?　ノー・キディング！　日本のセキュリティー・ポリスと言えば、拳けん銃じゆうの使用と武術に優すぐれたエリートのはずよ！　ＳＰになるには、身長百七十五以上、柔じゆう・剣けん道どう三段以上、逮たい捕ほ術じゆつ・拳銃捜査の上級者でなくちゃいけないし、拳銃に関しては、二十五メートル離はなれた直径十センチの標ひよう的てきに、二十秒間で四発以上を命中させる腕うでが必要なんじゃなかった？」

「……よく知ってるっスね、ニコちゃん」

　乾はパチパチと手を叩たたく。

　カウンターの丸まる椅い子すでも余よ裕ゆうで足が床ゆかにつく乾は、見たところ身長だけは合格だ。

「からかわないで！　こんなの、ＴＶの警けい視し庁ちようスペシャルでやってるわ！」

「………」

　玲はニコルに見せる番組を考えなくては、と思った。

「でも自分、マジで黒スーツと赤タイ、着けてたんスよ」

　乾はネクタイを締しめる真ま似ねをしてみせる。

「だけど、それは現在の所属部ぶ署しよではないでしょう？　あなたが僕ぼくに警護を依い頼らいする理由の説明にはなっていないんじゃないかな？」

　それに、警視庁ＳＰもつくだろうし、ユーロポールから警護の人間も派は遣けんされるはずだ。

　これは本来そうしたプロに任せるべき仕事だ、と玲は思う。

「……議員時代のドレスナーが来日した時、警護を担たん当とうしたことがあるんス」

　乾は氷を口に放ほうりこみ、ポリポリと嚙かんだ。

「そん時、ちょっとしたヘマやったもんで、できればリベンジしたいんっスよ。けど、捜そう査さ一課の人間がしゃしゃり出ると……、まっ、いろいろと問題があるもんで」

「……問題、ですか？」

　玲は乾が目を逸そらしたのを見み逃のがしはしなかった。

「うちの警備部も十分に手は尽つくすはずっスけど、今回は公こう式しき訪ほう問もんじゃないんで、ロー・プロファイルでいくことになると思うんス。必ずどっかで隙すきが生まれる。それを玲くんに埋うめて欲ほしいんス」

「ロー・プロファイル？」

　またも聞き慣れない言葉に、ニコルは眉まゆをひそめる。

「少人数で目立たないように行なう要よう人じん警護のことだよ」

　玲は忍にん耐たい強づよく説明した。

「これに対し、大がかりに目立つように行なう警護はハイ・プロファイルと呼ばれるんだ」

「で、どうっス？　やってくれますか？」

　乾は身を乗り出す。

「……いいですよ」

　いつもの依頼の時とは微び妙みように乾の仕し草ぐさが違ちがうことに、玲は注目していた。

　ふざけているように見えても、常に乾の振ふる舞まいには計算があった。

　相手に自分を見くびらせ、油断させて何かを引き出そうという計算である。

　だが、今の乾にはそれがない。

　いつもの乾に見せようとしているが、玲の目からすれば明らかに失敗である。

（何かを……隠かくしている？）

　その何かに興きよう味みを抱いだいた玲は承しよう諾だくした。

「レイッ！」

　ニコルは立ち上がり、カウンターにドンと手を突ついた。

「それで、警護に協力する対たい価かとして、僕は何を手に入れられるんです？」

「……報ほう酬しゆうってことっスね」

　玲は屋や敷しきの地下に個こ人じんの犯はん罪ざい博はく物ぶつ館かんを作っている。

　そこには、自分が解決した事件の記念となる品が多数、並ならんでいるのだ。

　ここで玲が報酬の話を持ち出したのは、無論、乾の反応から何か読み取れるものがないかと思ったからだ。

「下に部屋取ってあるっスよ。ベッドの中での個人レッスンってのはどうスか？」

　乾はニヤリとした。

　こちらも簡かん単たんに心の底を見せる人間ではなかった。

「ハウ・デア・ユーッ！」

　ニコルは顔を真まっ赤かにして、簡単に心の底を見せた。

　あまりのことに、日本語でどう言っていいのか思いつかないようだ。

「あまりニコルをからかわないで欲ほしいですね」

　玲は少女の頭を撫なでて座すわらせる。

「うう、オネーさん、本気なのに～」

「ともかく」

　玲は乾が横の椅い子すに置いたバッグを指さした。

「手元の資し料りよう、見せてもらいましょうか？」

「さすが、話が早い」

　乾はプラスティック・ケースに入ったＭＯを取り出した。







　マインダー




「お帰りなさい」

　ミハウとビアータはその夜、十一時過ぎにホテルのスウィート・ルームに戻もどってきたプラチナブロンドの青年を見てパッと表情を明るくした。

　ビアータはベッドに寝ねそべって読んでいた観かん光こうガイドを放ほうり出し、数日ぶりに会った青年の腰こしに抱だきつく。

「元気にしていたかい？」

　その青年、アレクセイは双ふた子ごの髪かみを撫なでた。

「ええとね」

　ミハウは何から話していいのか迷う。

「おやおや、ずいぶん嬉うれしそうだね」

　あまり感情を顕あらわにしないアレクセイだが、眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが優やさしさを帯びた。

「あのね、アレクセイさん。この間、私たちに友達が出来たの！」

　そう最初に告つげたのはビアータである。

「ニコルって女の子だよ」

　ミハウが付け足す。

「ニコル？」

　アレクセイはほんの少し、眉まゆを曇くもらせた。

「……やっぱり友達を作っちゃいけなかった？」

　アレクセイの表ひよう情じようをのぞき込んでミハウが言う。

「ごめんなさい。仕事と関係がないから、大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだ」

「いや」

　アレクセイはかぶりを振ふった。

「僕ぼくも君たちの友達に会ってみたいなと考えていただけさ。……ところでビジネスの話になるけれど、下した見みは済すんだのかな？」

「そっちの方は心配ないわ」

　ビアータは目を細めた。

　その可愛かわいらしい顔が、急に大人おとなびて見える。

「ミハウ？」

「うん」

　双ふた子ごの兄は枕まくら元もとのモバイルを起動し、デジカメで撮とった風ふう景けいを次々に映しだした。

　その中には、ニコルと出会った遊園地の画が像ぞうもある。

「僕なりに、最さい適てきと思われる場所を何か所か検けん討とうしたけれど……」

「まずは手段よ。そうすれば、自おのずから場所も限られてくるわ」

「二人とも頑がん張ばったね。まだ時間はあるし、ゆっくりと検討しようか？」

　アレクセイは双子の肩かたに手を置いて微笑ほほえんだ。

「ルームサービスを頼たのむが、君たちは何がいい？」
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　乾いぬいが玲に渡わたした資料は、ＭＯに記録された三年前のドレスナー議員の初来日の時の警けい備び計けい画かくとその報告書の写し、それに今回の来日にあたって警けい視し庁ちよう警備部とドイツ連れん邦ぽう警けい察さつの間に交かわされた連れん絡らくの記録だった。

　屍し桜ざくら屋や敷しきに戻もどると、玲はすぐに資料に目を通した。

「こんな情報を流したのがバレたら、あの人クビね」

　ピンクのパジャマ姿すがたのニコルは、パソコンのＣＲＴ画面を玲の肩ごしにのぞき込んで小さく欠伸あくびをした。

「……もう遅おそいよ。寝ねなさい」

　玲はニコルに優やさしく言った。

「もう、子供扱あつかいして」

　ニコルは不満顔だ。

「大人なら、自分の体調管理はできるはずだよ」

「イッツ・ノット・フェア！　玲だってまだ起きてるくせに！」

「僕もすぐに寝しん室しつに行くよ。……あと十分くらいでね」

「じゃあ、それまで起きてる」

　ニコルは玲の隣となりに椅い子すを持ってきて座すわり、頰ほお杖づえを突つく。

「やれやれ」

　玲は諦あきらめた。

「ところで、何か分かったの？」

　ニコルは尋たずねる。

「……前回の来日の際さいには、ＳＰに犠ぎ牲せい者しやが出ている」

「えっ？」

　ニコルは殉じゆん職しよくした警官の名前を見た。

　真ま木き昭あき人ひと警部、二十七歳さい。

　階級は、殉職後のものだろう。

　生きていた時は、巡じゆん査さ部ぶ長ちようだったはずだ。

「そうか、思い出した」

　玲はデータベースから過去の新聞記事を呼び出す。

「あの頃ころは別の事件に没ぼつ頭とうしていたから、あまり気に留とめなかったが……たしかにそんな事件があった」

　当時の記事がディスプレイに表示された。

　扱あつかいは小さく、ほんの数行。

　来日したドイツ連れん邦ぽう議会議員の警備でＳＰ一名が死し亡ぼう。

　もう一名が重じゆう傷しよう。

　犯はん人にんは逃とう走そうした、とある。

「こんな目に遭あって、よくまた来日する気になったわね、この理事さん」

「議員時代から、ドレスナー氏はユーロマフィアにとって煙けむたい存在だったようだ。未み遂すいに終わった暗あん殺さつ計けい画かくは、ドイツ本国でのものだけでも十件以上ある」

「……日本に来た方がまだ安全な訳わけね」

　ニコルは妙みような納なつ得とくの仕方をした。

「警備計画はどうなってるの？」

「すでにアドヴァンスは来日しているよ」

　玲は資料を見て確かく認にんする。

　アドヴァンスとは、要よう人じんが遠えん隔かく地ちを訪おとずれる際に先発して現げん地ち入いりし、情報収集と安全性の確認にあたる班はんのことである。

「アドヴァンスと指し揮き班、身しん辺ぺん警けい護ごに直接当たるボディガードその他で、ドイツ側の警備要員は三十名ほど。これに警視庁警備部のＳＰがほぼ同数加わったのが、ドレスナー理事警護チームということになる。前回の反省もあってのことだろうけれど、ロー・プロファイルであってもかなり厳げん重じゆうな警護だよ」

「レイが出てゆく必要はないんじゃないの？」

「だとありがたいな」

　資し料りようを見る限り、警護プランに問題はない。

　乾の不安は杞き憂ゆうに過ぎない気がする。

「……ねえ、この人は？」

　玲が思考を巡めぐらせている間に、ニコルは勝手に画面をスクロールさせ、ひとりの男の顔写真を見つけていた。

　四十代半ばに見える、ガッシリとした身体からだつきの男性。

　銀ぎん髪ぱつの額ひたいの生はえ際ぎわがかなり後こう退たいした、ハゲワシのような風ふう貌ぼうの持ち主だ。

「善ぜん人にんの顔じゃないわね」

「彼はエリック・グリースベック。ドイツ連れん邦ぽう警察の刑けい事じ局きよくでは、組そ織しき犯はん罪ざいを担たん当とうしていた。ドレスナー理事の警護のユーロポール側の責任者だよ」

　この人物を含ふくめ、欧おう州しゆう刑事警察機構の警備関係者のプロフィールについては、乾の資料だけでは不十分だ。

　友人であるアメリカ在住のハッカー、ラショーモンとコンタクトを取り、力を借りることになるだろう。

「しかし……」

　玲はマウスを操作してファイルを閉じた。

「僕としては、この資料にないことが気にかかるな」

「シリョウにないこと？」

「そう。この資料には、前回の暗あん殺さつ未み遂すい事じ件けんに関して、乾警部補の名前がまったく出てきていない」

「本人が削さく除じよしたんでしょう？」

「その通り。だが、なぜ削除しなければならなかったんだい？」

「………」

　玲に分からないことが、ニコルに分かるはずもなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　二件の殺人におそらく関かん連れん性せいはないという警視庁の発表にもかかわらず、ニュースやワイドショーは挙こぞって紀き尾お井い町ちようと銀ぎん座ざの事件を『贖しよく罪ざいのメロディ』の模も倣ほう犯はんだと報じた。

　第一の犠ぎ牲せい者しやは、滅めつ多た刺ざしにされた中学生。

　遺い体たいが発見された場所はホテルのプール。

　第二の犠牲者は、感電死の高校生。

　発見場所は銀座の画が廊ろう。

　ドラマの主人公、鷹たか羽は飛ひ勇ゆう悟ごの犯行とほとんど同じである。

　そして、飛勇悟を演えんじる亨とおるに対するマスコミの攻こう勢せいは、次し第だいに激はげしさを増ましていった。




「火ひ之の杜もりクン、今回の事件に関して何か犯人に言いたいことは!?」

「事件についての責任を感じていますか!?」

「これからもドラマは続ける心算つもりですか？」

　Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーがレギュラーを務める歌番組の収しゆう録ろくがある金曜の午後。

　バンを降りてＴＶ局に入ろうとする亨を、芸能レポーターや写しや真しん誌しのカメラマンが取り囲んだ。

「はいはい、コメントはあとでファックスで送るから、ここを通して！」

「ど、ど、どいてくださ～い！」

　マネージャーと茜あかねが人を搔かき分ける。

「すみま……ふぎゅ！」

　突つき飛ばされた茜がカメラマンに踏ふまれて、蹴けられた猫ねこのような悲鳴を上げた。

「おい！」

　一いつ心しんは、茜を踏んだカメラマンにつかみ掛かかろうとする。

「あのさあ！」

　マネージャーが一いつ瞬しゆん早く、茜を庇かばうようにマスコミの前に立ちはだかった。

「……いい加か減げんに通してくんないと、あたし、怒おこっちゃうよ～」

　マネージャーの凄すごみのある声に、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなレポーターたちもズズッと後あと退ずさりした。

「ほら、イッシン！」

「と、ああ！」

　茜の首根っ子をつかんだ一心は、他ほかのメンバーに続いてその間にＴＶ局に飛び込んだ。

「す、凄かったですね～」

　宏こう太たは警けい備び員いんに押おし止とどめられるレポーターの方を振ふり返った。

「し、死ぬかと思った～」

　一心にしがみついたまま、茜はふうと息をつく。

「……いつまでぶら下がってんだよ」

　一心が手を放はなすと、茜はベチャッと床ゆかに落ちた。

「いった～い！」

「甘あまえんな！　ったく、世話のかかる！」

「オッカケの子たちも、近寄れないみたいだね。かわいそうに」

　士し郎ろうが肩かたをすくめた。

「でも、さすがマネージャー。連中を見事、追っ払ぱらったじゃないですか」

「冗じよう談だんじゃないわよ。ドアホの一心が、アカネのことだとすぐに熱くなるから」

「えっ、え？」

　茜の顔が真まっ赤かになる。

「誰だれが熱くなったよ！」

　一心はそんな茜の後頭部をパチンと軽く叩たたいた。

「った～い、あたしが言ったんじゃないのに～」

「だから、ムキになるなっての」

　マネージャーはカチカチとライターを鳴らして、ゴロワーズに火を着けた。

「……さっきの、ワイドショーが撮とってたわ。あんなの流されたら、また玉たまの輿こしに乗るのが遅おくれるじゃない」

「……ほう？　遅れるもなにも、最初っからそんな芽めぜんぜんないじゃん」

　一心がエレベーターに向かって早足で歩きながらまた要いらないことを言う。

「いつか殺すよ、あんた」

　マネージャーは、くわえ煙草たばこで一心の首を後ろから絞しめ上げた。

　そんな一同の様子を見て、

「迷めい惑わくかけるな、みんな」

　と、亨は小さく頭を振ふった。

「……バァカ」

　一心はこぶしを亨の頰ほおに当てた。

「お前が俺おれに迷惑かけるのは、これが最初でも最後でもないだろうが？」

「そうそう。らしくないって」

　士郎が微笑ほほえむ。

「それに、迷惑なら一心の方がよっぽどかけてる」

「言えてる」

　茜もうなずいた。

「アカネ、てめーっ！」

　一心は茜の頰ほっぺたを引っ張る。

「そういう生意気な口を利きくのはどの口だ、ええっ!?」

「いひゃいひゃひゃい！　だいひふん、ははひははいひょ！」

「……僕、恥はずかしくてこの二人の後こう輩はいだって名乗れません」

　宏太はため息をついた。

「確かに」

　士郎がブルガリのチタンフレームをツッと押おし上げる。

「この二人を見ていると、君たちの学園は非常にユニークな教育組織だと感じるよ」

　その時。

「トオルさん」

　廊ろう下かの先の方で呼ぶ声がした。

　トオルがそちらの方に目を遣やると、そこにいたのは脚きやく本ほん家かの花はな村むら詩し帆ほだった。

「少し、時間あるかな？」

　詩帆は小走りでやってくると尋たずねた。

「……と、いや」

　トオルが言い掛かけた時、ドンとその背中を一心が叩たたいた。

「リハまであと一時間近くあるだろ、ト、オ、ル、く～ん？」

「イッシン、お前な！」

「いいんじゃないか。ねえ、マネージャー？」

　と、士郎。

「あたしは何にも見てないからね。プライヴェートは好きにしたら」

　珍めずらしく、マネージャーも難なん色しよくを示さない。

　たぶん新しい彼氏とうまく行っているのだろう。

「デートですね、これは？」

「デートだ、デートだぁ～！」

　騒さわぐ宏太と茜。

「……詩帆さん、行こう。ここにいるとアホが伝う染つる」

　亨は詩帆の腕うでを引っ張り、さっさとロビーの喫きつ茶さ店てんに向かった。




「……で、何か話があるんだろ？」

　コーヒーを二つ注文すると、亨はぶっきらぼうに言った。

「ええ。事件のことなの」

「だろうと思った」

「トオルさんは、あの事件、模も倣ほう犯はんの仕し業わざだと思う？」

「そうだな……」

　亨は考える。

「俺は正直、そうじゃないかなって思ってる」

「やっぱり」

　詩帆の顔色は良くない。

「……私の書いたものが人の命を奪うばっているのかな？」

「あのさ、そういう考え方だと、俺も自分の演えん技ぎが人を殺してることになるよな？」

「ご、ごめん」

　詩帆は身を縮ませた。

「別に責めてる訳じゃないって。だけど、詩帆さんみたいに言ってたら、何もできなくなるだろ？　今、ここでこんなことしたら、この人が困るな、とか」

「トオルさんはそう思わないの？」

「思うけど、これはＴＶだからな。不ふ快かいに思う人間の、何倍も応おう援えんしてくれてる人がいる。殺しを真ま似ねする人間がいれば、命の大切さを考えてくれる人もいる。……まあ、反応は人それぞれだってこと。ＴＶを見て殺人に走るようなクズは、ＴＶの影えい響きようがなくてもそのうち人を傷きずつけ、殺すさ」

　亨は自分で驚おどろいていた。

　年の近い女性が苦手な自分が、こんなに打ち解とけて話せる相手はそうはいない。

（この目が……そうさせるのかな？）

　亨は詩帆の澄すんだ瞳ひとみを見つめた。

「強いんだね、トオルさんって」

　詩帆はわずかに首を傾かたむけて笑え顔がおになる。

「私もそれくらい胸を張れればいいのにな。大学でもスタジオでも、みんなの視し線せんが自分を責めているんじゃないかって気になっちゃって」

「人間は、自分が思っているほど他人に見られてないもんだよ」

「そう？」

　アイドルである亨の言葉に、詩帆は目を丸くする。

　表情の豊かな子だ。

「俺も前、自分を見てるような視線を感じて、そっちの方にいた高校生をファンだと思って手を振ふったら、悲鳴を上げられて逃にげられた。ナンパだと思ったみたいだ」

「トオルさんのこと、知らなかった？」

「渋しぶ谷やでだぜ」

　亨はうなずく。

　やれやれという亨の表ひよう情じように、詩帆は小さな笑い声を上げた。

　その時。

「あの、トオルくん？」

　わざとらしい咳せき払ばらいが二人の会話を遮さえぎった。

「……今、すっごくお邪じや魔まかしら？」

「理さと子こさん？」

　テーブルの横に立っていたのは、スーツ姿すがたの女性。

　年上の友人である上かわ川かみ理子だ。

　先日、退たい社しやした理子は今や、フリーのジャーナリストとして引く手数多あまただ。

　局アナ時代の十倍以上のギャラで、この局でも六時のニュースのメイン・キャスターを務めている。

「べ、別に邪魔じゃないけど……」

　と、亨は詩帆をチラリと見てから立ち上がり、理子を喫きつ茶さ店てんの隅すみに引っ張って行く。

「……ゲームの話なら、後にしてくんない？」

　亨と理子はゲーム仲間。

　時おり、お忍しのびで一いつ緒しよにアーケードに通う関係だ。

「違ちがうわよ！……でも、『こちらメイド派は遣けん会社ウルウル』の隠かくしキャラの出し方教えて」

「あのね」

　亨は仕し方かたなく、見かけは十歳さい、実じつ年ねん齢れいは二百五十歳のちょっとドジな金きん髪ぱつ魔ま女じよ、アリーの出現条件を教えた。

「と、そうそう」

　散々聞きまくった挙あげ句く、理子は話を元に戻もどす。

「あなたのドラマの件けんよ」

「その話なら、今、詩帆さんとしていたとこ」

「詩帆さん？　脚きやく本ほん家かの花村詩帆？」

「ああ」

「ちょうどいいわ。一いつ緒しよに話を聞いてもらいましょう」

　二人はテーブルに戻もどった。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ。『贖しよく罪ざいのメロディ』、即そつ刻こく中止すべきよ」

　理子は切り出した。

　やっぱり、という顔になる亨。

「ドラマが事件のきっかけになっているなら、ドラマが続くかぎり事件は終わらないわ」

「局の方針で放送続行に決まったんだろ？」

「でも、主しゆ演えんのあなたが言えば、編へん成せいも考え直す可能性があるでしょう？」

「そんなに止やめさせたいのか？」

「人が死んでいるのよ」

「警察だって、つながりを否定してる」

「トオルくんだって、本当は分かってるでしょ？」

　理子はいつになく亨に手て厳きびしい。

「ああ。俺としては、模も倣ほう犯はんだと思う。けどね、理子さん」

　亨は頭を振ふった。

「マジで今止めたら、犯はん人にんに負けることになるだろ？　何か問題が起きたら、その番組を中止して、それで責任はすべて取ったって顔をする。俺はイヤだぜ、そんなの。そんなことを続けてりゃ、番組なんか、一本も作れなくなる。大勢の人が楽しみにしてるものを、どっかのバカ野や郎ろうひとりのために奪うばわれてたまるかよ」

「あなたがこれほど分からず屋だとは思わなかった」

　理子は信じられないといった顔をする。

「それに」

　亨は言っていいものかどうか迷いながら続けた。

「俺さ、知ってんだよ。澤さわさんが今度のドラマにすべてを賭かけてることを」

「あの視し聴ちよう率りつ人間が？」

「澤さん、ドラマがやりたくてこの業界に入ったんだけど、最初はバラエティーに回されて、それでも夢ゆめが捨てられなくて、なりふり構わず十年近く頑がん張ばって、ようやくチャンスが巡めぐってきたんだ。そんな澤さんから『贖罪のメロディ』を奪うなんて、俺にはできないって」

「……分かった。もう何も言わない」

　理子は硬かたい表情で席を立った。

「でも、うちの番組ではあれは模倣犯だという方向で取り上げるから。たとえ、それがあなたにとって不利な内容でも、自分の信じていることを報道する」

「ああ。それが理子さんだ」

　亨はうなずいた。

「じゃあね。死んだ人に対してどう責任を取るのか、今のうちから考えておきなさい。……詩帆さんもさよなら」

　理子はそのままレシートを手に取り、報道部へと向かう。

　亨はその背中に声をかけようとして止やめた。

「……いいの？　こんな風にギクシャクしたままで」

　詩帆は心配そうに尋たずねる。

「まあ、こういうこともあるさ。それより、詩帆さんも事件のことはあんまし考え込まない方がいい。本当にまだ、二つの事件が同じ犯人の仕し業わざかどうかも分かってないんだからな」

「ええ。……そうね、そう考えることにする」

「さてと、俺はこれからリハがあるから行くぜ」

「そうね。ごめんね、時間を取らせて」

　二人は喫きつ茶さ店てんを出た。

「……それから」

　急ぎ足でスタジオに向かおうとする亨の背に、詩帆は声をかける。

「また、相談に乗ってくれるかな？」

「もちろん」

　亨は振ふり返らずに手を軽く上げた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　この日、ニコルは早朝から出で掛かけ、昼過ぎに帰ってきた。

　玲がハッカーのラショーモンと連れん絡らくを取ったのは、ニコルと遅おそい昼食を取った後だった。




　よお、久しぶりだな

　今度の用件は何だ？




　ディスプレイに文字が浮うかんだ。




　今度来日するマンフレート・ドレスナーという人物について知りたい

　特に彼を狙ねらう可能性のある人物・組織について




　玲はキーボードを叩たたいた。




　ＯＫ

　一時間後にコチラから連絡する




「……さて。待っている間に、お茶にしようか？」

　玲はディスプレイから顔を上げると、コソコソと横からのぞき見ていたニコルに微笑ほほえんだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「な、な、な、生番組じゃないんだから、ＣＤ収しゆう録ろくの時と同じよ。リラ～ックスしなさい」

　夏なつ紀きはこの日が初めての歌番組の出しゆつ演えんだった。

　幸い、Ｓ＆Ｓがレギュラーなので、それほど緊きん張ちよう感かんはない。

　控ひかえ室内を冬とう眠みん前のクマのようにウロウロする社長の方が、よっぽどリラックスが足りないようだ。

「社長、イッシンたちの控え室に行っていいかな？　このままだと、社長の緊張が伝でん染せんしちゃうもの」

　まだ時間があるのを確かく認にんして、夏紀は言う。

「えっ？　そ、そうね、行ってらっしゃい」

　部屋を出て、扉とびらを閉めるために振ふり返った時、社長はハンカチをくわえながら鏡とにらめっこをしていた。




「あっ！　矢や代しろ先せん輩ぱい！」

　控え室に入ってきた夏紀の姿すがたを見ると、宏太の顔がパッと明るくなる。

「それ、今日きようの衣い裳しようですか？　素す敵てきですね～！」

「これ？……ごめん、これ私服」

　まだ着き替がえていない夏紀は、ちょっとバツが悪そうだ。

「オリヴィエ・ティスケンズだね」

　と、ブランドに詳くわしい士郎。

「バッグはエルメスのバーキンだし、靴くつはエラム？」

「シローさんの今日のジャケットはドルチェ＆ガッバーナでしょ？」

「……会話についていけませんが」

　宏太は頭を振る。

「この女、あたし的には好感度急落中」

　茜もうなずく。

「お前、ブランドもんなんか持ってないもんな」

　と、一心。

「失礼な！　持ってるわよ！」

　茜はバッと取り出す。

「ジリの……紙バッグ。マネージャーさんにもらった」

　一心と宏太はため息をつく。

「夏紀ちゃんの家って金持ちだったんだ」

　マネージャーが感心したようにつぶやき、尋たずねる。

「……イケメンのお兄にいさんとか、いない？」

「別にお金持ちじゃありませんよ」

　夏紀は慌あわてて否定した。

「ふふふ……」

　茜が不ぶ気き味みに笑う。

「あたしは知っている。その女のブランド品が、すべて貰もらい物であることを」

「まさか、恋こい人びと？」

　と、士郎。

「違ちがいます！……なぜだか、いろんな人がくれるから」

　夏紀は口ごもった。

「う、羨うらやましいじゃないの」

　マネージャーは思わず、本音を洩もらす。

「お前さ、この前も生徒会長から高そうなブレスレット貰ってたよな？」

　一心が嬉うれしそうにバラした。

「あれは……生徒会で頑がん張ばってるお礼だって……」

「予備校の講師に貰ったティファニーのファッションリングは？」

「あれは誕たん生じよう日びの前祝い」

「家庭教師の大学生から貰ったヴィトン」

「あれは……ああもう！」

「お前に貢みついで破産したヤツ、俺、中学時代だけで六人知ってるぜ。貰うだけ貰って、デートさえしてやんないんだから、アイツら泣いてたぞ」

「しょうがないでしょ！　みんな、何度断っても持ってくるんだもの！　だいたい、物で女の子を釣つろうっていうのは大だいっっっ嫌きらいなの！　それに言っとくけど、私、イッシンからは何にも貰ってないからね！」

　夏紀は口を尖とがらせた。

「魔ま性しようの女～」

　茜が横よこ槍やりを入れる。

「……茜、もうバッグ貸さないよ」

「うう～っ、優やさしい天使様～」

「……で、何しに来たの、お前？」

　一心は改めて夏紀に尋たずねる。

「別に用があった訳じゃないだろ？」

「それはそうなんだけど……」

　言葉を濁にごす夏紀。

「……ほら、社長の方がアガっちゃってて、一いつ緒しよにいるとくたびれるから」

「それだけか？　マジで？」

　一心はじっと夏紀の目を見た。

「……うん」

　夏紀は視し線せんをそらす。

「ならいい」

　少し様子が変だとは思ったが、一心はそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　そこに……。

「よっ」

　亨が戻もどってきて、夏紀に素そっ気けない挨あい拶さつをする。

「どうしたんだ、オカマ社長と一緒じゃないのか？」

「今ね、この女がいかに……」

　茜が面おも白しろがって説明しようとする。

「……バッグ」

　と、夏紀が一言。

「気前のいい、可愛かわいい女の子かということを語っていたワケですぅ～」

「そっか？」

　亨はベースをケースから取り出し、チューニングを始める。

「……しかし」

　士郎が腕うで組ぐみをして、一心と夏紀を見み比くらべた。

「夏紀さんはイッシンと子供の頃ころからの知り合いなんだよね？　今までよく我が慢まんできたと感心するよ」

「……シロー、お前は俺をいったいどういう目で見てるんだ？」

「その頃、玲さんは一緒じゃなかったの？」

　尋たずねたのは茜である。

「う～ん」

　夏紀はちょっと考え込み、一心の顔を見る。

「引っ越こしてきた時には、かおるさんとイッシンだけだったよね？」

「だから、あいつは親父おやじに引き取られたんだって。離り婚こんした時は確かフランスで、親父と玲はそこからイギリスに行き、俺とかおるは日本に帰ってきたんだよ」

　その後、かおるは以前所しよ属ぞくしていた大学の法医学研究室に戻もどり、監かん察さつ医い務む院いんの非ひ常じよう勤きん検けん視し医いの仕事に就ついたのだ。

「……そういやあの頃、お前、俺の家に入り浸びたってたろ？」

「中二ぐらいまでね。お風ふ呂ろにも一緒に入ったし」

「ちゅ、ちゅ、ちゅ、中二まで!?」

　何な故ぜか焦あせる茜。

「それは小学三年ぐらいまでよ、バカねえ」

　夏紀は笑う。

「だから、俺にとってコイツは出来の悪い妹みたいなもんなんだよ」

　一心は夏紀の額ひたいを突つついた。

「言ってくれるわね。イッシンの方こそ、手のかかる弟って感じだったくせに！」

「ほー？　二人で池いけ袋ぶくろのプラネタリウムに行った時、眠ねむりこけた誰だれかさんをおぶって帰ったのは誰だっけなあ？」

「へえ～、買ったばかりの服をサッカーで泥どろだらけにしたの、かおるさんに黙だまって洗って上げたのは誰かなあ？」

「つまんないこと覚おぼえてるなよ！」

「それはお互たがい様さま！」

「お前ってマジでガキの頃から進歩がないな！」

「子供なのはそっちの方でしょ！」

　二人はにらみ合った。

「……ずいぶんと仲がよろしいようで」

　茜は疎そ外がい感かんに包まれて、控ひかえ室の隅すみでいじいじと膝ひざを抱かかえる。

「どうせ、あたしはただの付つき人びとだし～、可愛かわいくないし～、成績も良くないし～」

　自分で言っているうちに情けなくなってくる。

「まあまあ、これだけ人数がいるんだから、時間までトランプでもしませんか？」

　宏太が険けん悪あくな雰ふん囲い気きを和やわらげるように提案した。

「あ、あたしやる～！」

　途と端たんに目を輝かがやかせる月給百円の茜。

　立ち直りの早いのは茜の数少ない取とり柄えのひとつだった。

「現金は賭かけちゃ駄だ目めだからね！」

　マネージャーが釘くぎを刺さす。

「……じゃあ、カードで」

　生まれてから一度も金に困ったことのない士郎が、アメリカン・エクスプレスのカードを出そうとする。

「それも駄目じゃあ！　アホーッ！」

　電気や電話を止められたことさえあるマネージャーは、士郎の後頭部を平手で叩たたいた。

「そんなら、帰りの荷物持ちでも賭けないか？」

　と、亨が提案する。

「賛成！　夏紀、あんたにゃ負けないからね！」

　茜は張り切って腕うでまくりをした。




　ＡＤが一同を呼びにきた時には、結果が出ていた。

「ううう～っ、何で～？」

　もちろん、茜のひとり負けだった。

　そして十分後……。




　スタジオ入りした夏紀の衣い裳しようを見たＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーメンバーと茜は、笑いを堪こらえるのに必死だった。

　もちろん、一心だけは周囲を気にせずに大笑いしたが……。

「……イッシン、笑いすぎ」

　夏紀は憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようだった。

「後で社長には蹴けり入れてやるから」

「いいじゃん！　けっこー似に合あってるぜ！」

　一心の腹ふつ筋きんは痙けい攣れんを起こしかけていた。

　今回の夏紀の衣裳は、ヘソ出しの超ちようミニ。

　その上、色もド派は手で。

　完全に社長の趣しゆ味みと言っていい。

「これ、絶対にセクハラよね？」

　夏紀は腰こしに手を当ててスタッフに訴うつたえる。

　その仕し草ぐさは結構アイドルっぽい。

「似合ってるよ！」

「夏紀ちゃん、最高！」

「オレ、ファン第一号ね！」

　照明や音声のスタッフは異い様ようなまでに盛もり上がっていた。

「トオル、あの衣裳って……」

「ああ」

　亨と士郎は眉まゆをひそめる。

　夏紀の衣裳に見覚えがあった。

　去年の忘年会で、社長がモー娘むす。を熱ねつ唱しようした時に着ていた衣裳である。

「……矢代先せん輩ぱい、不ふ憫びんです」

　宏太が目頭を押おさえた。




「はい！　『Ｓ＆Ｓの独断！　ベスト・アーティスト！』、今週もやってまいりました！」

　リハーサルの後、少しの休きゆう憩けいをおいてから収しゆう録ろくが始まった。

　ＡＤのキューと同時に、士郎とサブ司会の弓ゆみ塚づか亜あ希き美みアナがセットの中央に進み出て声を揃そろえた。

「そう言えばシローくん、お正月は何をして過ごしたんですか？」

　亜希美が士郎の顔を見て、正月の話題に振ふる。

　コンビを組んで半年以上になるので、このあたりの呼こ吸きゆうはいい。

「僕ぼくは紅こう白はくが終わった後、そのままちょっとスペインに」

　と、士郎。

「ああ、いいですね～。闘とう牛ぎゆうとかフラメンコとか、見ました？」

「ぜんぜん、時差ボケで寝ねていただけ。そういう亜希美さんは？」

「実家で山のような見合い写真を見させられてました～。恋こいに恋する二十五歳さいなのに～」

　亜希美は可愛かわいくポーズを取る。

「………」

「……す、滑すべりましたか？」

「……完かん璧ぺきに」

「そ、それではさっそくいきましょう！　今夜の最初のゲスト、矢代夏紀ちゃ～ん！」

　ステージ上の夏紀に、強いスポットライトが当てられた。

　一いつ瞬しゆん、視し力りよくが喪そう失しつし、頭の中が真っ白になる。

　それでも、イントロが終わるまでに落ち着きを取り戻もどし、夏紀は唄うたいだす。





　　冬の砂浜

　　午前四時の花火

　　海に降る雪

　　頰ほおを伝つたう涙なみだ

　　サヨナラの理由

　　自分を傷きずつけるためのウソ

　　耳元を通り過ぎるキレイゴト

　　すべて　消えればいいのに




　　消したい　消したい

　　あなたの思い出なんて

　　その笑え顔がおも　温ぬくもりも

　　優やさしい瞳ひとみも

　　唇くちびるの触ふれ合う感かん触しよくも

　　すべて

　　消えればいいのに




　　消したい　消したい

　　あなたの記き憶おくなんて

　　胸からも　指先からも

　　この肌はだからも

　　キスを重ねた唇からも

　　すべて　すべて

　　消えればいいのに






「ふう～」

　ステージ脇わきで夏紀を見守っていた茜は、曲が終わるとまるで自分が唄うたっていたかのように汗あせを拭ぬぐった。

　録ろく画がで撮とり直しが利きくとはいえ、ＴＶに映るとなるとＣＤ録音の時とは周りにいるスタッフの数からして違ちがう。

　夏紀もかなり緊きん張ちようしていたようで、宏太と並ならんでソファーに座すわる前に、茜の方をチラリと見て微笑ほほえんだ。

　茜はやったね、と言うようにウインクを返す。

　この後は、リハーサルで打ち合わせた内容とほぼ同じ会話が交かわされるだけである。

　話が長引けばカットできるし、問題はない。

「夏紀ちゃんはＳ＆Ｓのみんなとは同じ事務所だそうですけど、普ふ段だんのみんなってどんな感じなんですか？」

「ええと、シロー君は……」







[image: ]







　亜希美の質問に笑顔で答えてゆく夏紀。

　輝かがやくような美しさである。

（……みんな、こんなふうに変わっていくのかなあ）

　アイドルとしての第一歩を踏ふみ出した親友を見ながら、茜は自分だけがとり残されたようで少し、淋さびしい気がした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　玲のところに実際にラショーモンが連れん絡らくしてきたのは、約やく束そくの時間から三時間後のことだった。




　遅おそかったね




　まあ、そう言うな

　これから現時点で手に入ったデータを送る

　グリースベックって男に関しては、ちょっと引っ掛かかるとこがあるんで

　もう少し突つっ込んで調べてみるがね

　ところで、ドレスナー警けい備びのアドヴァンスの男を知ってるんだが？




　コンタクトを取りたい




　だろうと思った

　お前から連絡がいくことをヤツにはすでに告つげてあるぜ




（そのアドヴァンスと接せつ触しよくするのに時間がかかったのか）

　玲は微笑ほほえんだ。

　ラショーモンは、アドヴァンスが宿しゆく泊はくしているホテルの住所と顔写真を送ってきた。




　いろいろと済すまない




　いいってことよ

　そうそう、何か面おも白しろそうなＯＶＡが出てたら、まとめて送ってくれ

　甥おいっ子のバースデー・プレゼントにする




　分かった

　だけど、ＯＶＡって何だい？




　玲はパソコンを切った。

　すでに外は夕ゆう暮ぐれ時。

　玲が活動可能な時間が近づいていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その日……。

　丸一日をかけて、デヴィッド・ハモンドは来日するドレスナー議員の移動ルートを確かく認にんしていた。

　手持ちの二万五千分の一の都心部道路地図は、赤、黄、青、緑、そして黒と細かく塗ぬり分けられている。

　赤のエリアは、ＶＩＰが歩かなくてはならない場所と車両で移動する際に信号などで停止しなければいけない地点。

　黄色のエリアは、車両や鉄道で移動する区間。

　青と緑は、比ひ較かく的安全度の低い建物の内部。

　黒は、ほぼ安全とみなされる建物の内部を示している。

「レストランの席も問題なし……。銃じゆうの携けい帯たいが許されないのは問題だが、その他の条件はオール・クリアか」

　今年三十になるデヴィッドは、ＦＢＩからハーグのユーロポールに出向中の警けい備び担たん当とう。

　以前は大だい統とう領りようの警護を担当していたこともあるベテランである。

「エナミ、今日はこれくらいにしておこう。この後、アポイントがある」

　地図の内容を完全に頭に叩たたき込んだデヴィッドは、隣となりに座すわっている日本側の警備担当の江え南なみ警けい視し正せいに声をかける。

「分かった」

　江南は運転席の巡じゆん査さ部ぶ長ちように命じ、車をホテルに向かわせた。




「九時に車を回す」

　ホテルの前に車が停止すると、江南はデヴィッドに告つげた。

「十時から警備担当者のミーティングがある。君にもそれに参加してもらおう」

「世界一安全な国を自負する割りには、慎しん重ちようだな」

「そのメッキも、例のサリン事件や先日のドーム球場事件で剝はがれてきているのさ」

　警視庁の公用車は、デヴィッドだけを下ろして発進した。

　その車を見送りながら湿しつ気けたキャメルに火をつけ、紫し煙えんを吐く。

　ドアマンが煙草たばこの先から落ちる灰はいに顔をしかめる。

　デヴィッドがそちらを見ると、ドアマンは急に何かを思い出したかのようにロビーに引っ込んだ。

　そして、デヴィッドが吸い殻がらを捨てて踵かかとで消し、回かい転てんドアに向かって足を踏ふみ出した時。

「……！」

　ほぼ同身長の人間がデヴィッドの背中に張りつき、何かを突つきつけた。

　近接戦闘ＣＱＢの訓くん練れんを受けているデヴィッドはとっさに前まえ屈かがみになると、襲しゆう撃げき者しやのアゴを肘ひじで狙ねらう。

　だが、襲撃者は半身になってこれを避よけた。

　続けて相手の手首を押おさえようとしながら、膝ひざを狙った蹴けりを繰くり出すが、襲撃者はこれも右に跳とんでかわす。

「ちっ！」

　デヴィッドは舌した打うちした。

　後方に跳べば着地した時に慣かん性せいが背中の方向に働き、一いつ瞬しゆん、次の動作に入るのが遅おくれる。

　その隙すきを突くのが、近接戦闘ＣＱＢのセオリーだ。

　襲撃者はそれを知ってか、真横に逃のがれて間合いを取った。

　デヴィッドは次の攻こう撃げきがあることを予測して、ほとんど反射的に腰こしに手をやった。

　しかし、そこには普ふ段だん差し込んでいるシグＰ２２６はない。

　要よう人じん警けい護ごのスタッフといえども、日本の警官ではない。

　拳けん銃じゆうの携けい帯たいは許可されていないのだ。

「シット！」

　デヴィッドは罵ののしって柱の陰かげに飛び込むと、江南に連れん絡らくしようと無線機に手を遣やって啞あ然ぜんとした。

　ベルトに留とめておいたはずの無線機が消えていたのだ。

「……これかな？」

　襲撃者は小型の無線機を振ふってみせた。

　黒いコートを羽は織おり、衿えりを立てているので、顔が見えないどころか性別さえ判らない。

　いつの間に盗とったのだろう？

　自分はそれほどヤキが回っていないはずだ。

　少なくとも、柔じゆう道どうや空から手ての有段者と互ご角かくに渡わたり合える自信はあった。

　それが、攻撃をことごとくかわされた上に、無線機まで奪うばわれた。

（普段から、銃に頼たより過ぎていたか……）

　デヴィッドは冷ひや汗あせが流れるのを感じた。

「ゴールデン・テンというのは真実ですね。車両を下りて、建物に入るまでの十秒間。それが一番襲しゆう撃げきにあう可能性が高い」

　ゆっくりと柱を回り込み、数メートルの距きよ離りを置いて正面に立った襲撃者は、無線機を放ほうってデヴィッドに返した。

　少なくとも、今すぐに自分を殺す意図はないらしい。

　そう感じたデヴィッドは、無線機をつかむと憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようで尋たずねる。

「……あんた、何者だ？」

「連絡はしたと思いますが」

　襲しゆう撃げき者しやは立てていた衿を折り、顔を見せた。

「……レイ・タツミ？　レイ・タツミだな！」

　デヴィッドは額ひたいを叩たたき、ようやく緊きん張ちようを解とく。

「何とまあ、人を食った現われ方をしてくれる！」

「あなたにしてみれば、こちらは年少者の素人しろうと。普通に面会しても、話を取り合ってもらえそうにありませんから」

　玲は小型のライトをポケットから出して見せると、肩かたをすくめる。

　どうやら、さっきデヴィッドの背中に突つきつけたのはこのミニライトのようだ。

「ラショーモンが見込んだ人間の話を聞き流すことはしないさ。ったく、この仕事を始めて以来、無線機をスラれるなんて醜しゆう態たいをさらしたのは初めてだ」

　デヴィッドは握あく手しゆを求めた。

「ＣＱＢはどこで覚えた？」

「昔むかし、父に習った素人護ご身しん術じゆつですよ。ボスニアにいた時には結構役に立ってくれました」

「……あれほど危険な真ま似ねはしないでって言っているのに」

　車の陰かげからニコルが現われ、玲をにらんだ。

「このところ、レイがイッシンのバカに似にてきた気がするわ。少し不安」

「こちらの素す敵てきなお嬢じようさんは？」

「ニコル・エマーソン・タツミ。僕ぼくの義理の妹です」

　レイは本当にすまなそうな顔をニコルに向ける。

「……今はこっちが保ほ護ご者しやの気分よ」

　ニコルはぷいと横を向く。

　デヴィッドは吹ふき出した。

「ともかく、君の助言は歓かん迎げいする。部屋に来てくれ、うちのチームに紹しよう介かいしよう」




　警備のプロたちは最初、玲を胡う散さん臭くさげな目で見たが、デヴィッド・ハモンドから一本取ったことを聞くと大笑いし、すぐに信用するようになった。

「あのラショーモンの知り合いだといっても、警備計画の詳しよう細さいについては洩もらすことはできない。だから、レイ・タツミ、私は君の質問に対して、答えられることについては首を縦に振ふるか、横に振るかで答えよう。それでいいか？」

　デヴィッドは玲に言った。

「俺おれたちに質問してもいいぞ。デヴィッドと同じように答えよう」

　警備チームの他のメンバーもうなずく。

「では、これを見てください。時間がないので完かん璧ぺきとは言えませんが」

　玲は、乾の情報を基に色付けした地図をテーブルに広げた。

「……信じられん」

　地図を見た一同は唸うなった。

　それには、アドヴァンスのメンバーが総そう力りよくを上げて作った地図と、寸すん分ぶん違たがわぬ危険度の色分けがしてあったのだ。

　警備の経験がないものの仕事とはとうてい思えない、緻ち密みつな分ぶん析せきである。

　いくつかの危険エリアの警備方法について意見を交こう換かんした後で、デヴィッドは仲間のひとりに向かって言った。

「ハンス、レイ・タツミに俺たちの使っている装そう備び一式をやってくれ。今からレイはチームの一員だ。日本という、銃じゆう器きの携けい帯たいが許されない環かん境きようでの助言者として働いてもらう。グリースベックとは俺が話をつける」

「ああ」

　赤ら顔のドイツ人であるハンスはすぐに、防ぼう弾だんベスト、ジョーンズ・オプチカル社の防弾サングラス、小型無線機、広こう域いき受信機、三段特とく殊しゆ警けい棒ぼう、振しん動どう感かん知ち式しきの警報機、赤外線感知アラーム、爆ばく発はつ物ぶつなどの発見に使用する伸しん縮しゆく式小型ミラーなどといった装備を用意した。

「シグやＭＰ５ＰＤＷといった火器が持ち込めれば良かったんだが、ケイシチョーは融ゆう通ずうが利きかなくてね」

　ハンスは強いドイツ訛なまりの英語で装備の説明をする。

　まず最初に渡わたされたのは、煙草たばこの箱ほどの大きさのイヤフォン付き小型無線機と、ひと昔前の携けい帯たいのような装備だった。

「この無線機は、ケイシチョーの周波数と我々専用の周波数をスイッチひとつで切り替かえられるようになっている。で、こっちの広域受信機は、高性能の新装備でね。普ふ通つう、盗とう聴ちよう器きや遠えん隔かく操そう作さの盗とう撮さつカメラの発見に使うものだが、受信者側の位置も近くにいればかなりの精度で特定できる仕組みだ」

　おそらく、携帯の位置を逆ぎやく探たん知ちする場合と同じような原理だろうと、玲は推測する。

「このケプラー防弾ベストはタイプⅡ。至し近きん距きよ離りで、３５７マグナムの銃じゆう弾だんを止める。ドレスナーの御おん大たいにも着ることを勧すすめたんだが、あの頑がん固こ親父おやじめ、それでは日本の警察の警護を信用しないことになると言って、着るのを拒こばみやがった」

「まあ、当たる時には防弾ベストを着ていても、頭や下半身に当たりますからね」

　玲は会話をドイツ語に切り替えた。

　これを聞いてハンスはニヤリとする。

「運を味方にしないとな。こういう仕事をやってると、どうしても運命論者になっちまう」

「だけど、運を引き寄せるのは……」

　玲が言いかけると、ハンスはウインクして後を続けた。

「己おのれの努力、だろ？　頼たよりにしてるぜ、助言者マインダー」
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　ほぼ同じ頃ころ。

「ふう」

　熱くした湯をざっと浴びた乾いぬい七なな瀬せは、ボディシャンプーを泡あわ立だてて身体からだを包み込んでいた。

　いつもの乾にとって、この時間は至し福ふくの時のはずなのだが、今日きように限って全身の緊きん張ちようが取れず、気け怠だるさが残っている。

　捜そう査さ本ほん部ぶでの会議を終えた乾は独どく身しん寮りように戻もどる前に、会員になっているスポーツジムに寄ってシャワーを使うことにしたのだ。

　この数日、少女連続殺人の捜査に追われていた上に、プライヴェートの時間はドレスナーの警護に関する情報を集めることに費やしていたので、寮には帰っていない。

　流しには、数日分の食器が山積みになり、生ゴミもそのままだ。

　帰るのが恐こわい。

　というより、煩わずらわしい。

　焦あせりと戸と惑まどい。

　今の乾の心は、二つの感情に支配されていた。

　焦りは、あのドレスナー理り事じが来日するというのに、手を拱こまねいて見ているしかないことに対して。

　戸惑いは……玲に対するものだ。

　ネット上の伝説とされていた犯はん罪ざい研究家巽たつみ玲れいと初めて接せつ触しよくした時、乾はこの青年の犯罪に関する嗅きゆう覚かくを、徹てつ底てい的に利用する心算つもりでいた。

　だが、玲と何度か関かかわりを持つうちに、自分のそうした冷れい徹てつな仮か面めんが解とけ落ちてゆくことへの恐おそれを感じるようになったのだ。

　玲は自分に利用されてはいない。

　すべてを知って、それでも協力を惜おしまないのだ。

　そう悟さとった時には、乾の心の中に占しめる玲の割合はすでに消し去ることができぬまでに大きくなっていた。

「馬ば鹿かだね……」

　乾はコックを、冷水の方に思い切り捻ひねる。

　痛いほどの冷たさ。

　その痛みが泡あわとともに、高ぶる感情を洗い流す。

　頭から冷水を浴びながら、自然と乾の手があの場所に伸のびていた。

　臍へそのやや右みぎ斜ななめ下。

　触ふれるとかすかにその存在を感じることのできる、小さな傷きずがある。

　乾のすべてを、それ以前とは変えてしまった弾たま傷。

「……昭あき人ひと」

　乾はタイルの上に座すわり、膝ひざに顔を埋うめた。







　コピーキャット




（……あれ、ここは？）

　目を覚さました少女は、自分が車の助手席に座すわらされていることに気がついた。

　手が動かない。

　背中に回された手首が、きつく針はり金がねで縛しばり上げられているのだ。

　少女は立ち上がろうとして、足も同様に縛られていることを知った。

（どうして!?）

　少女は愕がく然ぜんとなった。

　声が出ない。

　血の味。

（舌したが……！）

　少女は助けを求め、ドアに体当たりした。

　だが、ロックされているドアは開かない。

　やがて、次し第だいに息苦しくなってくるのを少女は感じる。

　咳せき込み、血の混まじった唾だ液えきが口から流れ出る。

（助けて！　助けて！　助けて！）

　どうして自分がこんな目に遭あうのだろう？

　誰だれかにこんな非ひ道どいことをされる覚おぼえは、少女にはなかった。

　普ふ通つうに学校に通い、部活をし、たまに友達と遊びに行くだけの、そんな退たい屈くつな毎日。

　憧あこがれた男の子はいるが、勇気を出して付き合ったことはない。

　ＴＶでショッキングに報道されるようなイマドキの高校生みたいな行動は、縁えんのない人間のはずだった。

（なのに……どうして！）

　喉のどが燃もえるような感覚。

　胸の奥おくが、筋肉が引き付けを起こしたように痛い。

（お願い、誰か！）

　新しん鮮せんな空気を求め、少女は額ひたいをウインドウに打ちつけた。

　無論、厚あついガラスにはヒビさえ入らない。

　額から流れる血。

（何も悪いこと……して……な……い……のに）

　少女は苦しむのを止やめた。
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　祐ゆう天てん寺じ駅からほど近い高級マンション。

　そのエレベーターを五階で下りた青年は自室の扉とびらを電子キーで開いて中に入ると、スケッチブックの入ったバッグを脇わきに置いた。

　青年はそのまま居間に行き、革かわ張ばりのソファーに仰あお向むけに倒たおれこむと口元にかすかな笑えみを浮うかべる。

「誰だれも……気がつきはしない。完かん璧ぺきだ」

　居間の隅すみの方、暖だん炉ろの傍そばにはイーゼルやカンヴァス、折おり畳たたみの椅い子すなどが整せい然ぜんと置かれている。

　冷たさを感じるほどに、整然と片付けられた部屋。

　青年はしばらくして身体からだを起こすと、テーブルの上のグラスをイーゼル上のカンヴァスに投げつけた。

　イーゼルは倒れ、まだ絵の具の乾かわいていない絵が大理石の床ゆかに落ちる。

　その上に飛び散るグラスの欠片かけら。

　青年は自分の指先に血がこびりついていることに気がつく。

　先ほど命を奪うばった少女のものだ。

　その血を拭ぬぐうと、青年は本ほん棚だなの英和辞典を手に取った。

　正確にはその紙ケースを。

　ケースの中身は辞書ではない。

　小型のポーチである。

　ポーチの中にはＤＭＴを染しみ込ませたハーブが少量入ったパケットがいくつか。

　それにライター。

　ＤＭＴの抽ちゆう出しゆつはそう難むずかしくはない。

　原料となる草は、クサヨシという、川原かわらなどで普ふ通つうに見られる雑草の一種。

　コーヒーメイカーなどの保温の出来る器具とミキサー、冷れい凍とう庫こさえあれば、あとは近所の薬局でエーテルとアンモニアを買ってくれば必要なものは揃そろう。

「さあ、飛ぼうか」

　青年はハーブを紙に巻いて火を着けると、それを吸すった。

　ＤＭＴ、ジエチルメチルトリプタミンは血管を駆かけ巡めぐり、色しき彩さい豊かな幻げん覚かくが青年の目の前に現われる。

　色彩は躍おどり、分ぶん裂れつ、融ゆう合ごうし、やがてひとつの形を結ぶ。

　白い裸ら身しんをさらして、何もない空間に横たわる少女の姿すがただ。

　青年は少女の上に屈かがみ込み、薬指でその柔やわらかな唇くちびるにルージュを塗ぬる。







[image: ]







　すると、少女は王子に口づけされた白しら雪ゆき姫ひめのように目を開き、立ち上がった。

　少女は青年のまわりをまるで無む邪じや気きな小こ鹿じかのように跳はねる。

「……次の作品を……待っているのかい？」

　青年は少女に向かって笑いかける。

　少女はついさっき、舌を切り取られ、車の排はい気きガスを吸すって悶もだえ苦しみながら死んだ子だ。

　生徒手帳には日ひ比び野の綾あやという名が記されていた。

「もうすぐだ……もうすぐだよ」

　青年は幻覚の綾の手を取って踊おどる。

　綾は青年に向かって、血よりもさらに赤いルージュの塗られた唇で微笑ほほえんだ。
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「僕ぼくたちにもいるんだよ、お兄にいさんがね」

　玲れいの話を楽しそうにするニコルに、ミハウは言った。

　午前九時にミハウたちの宿しゆく泊はくしているホテルで待ち合わせたニコルは、原はら宿じゆくを二時間ほど案内して回った後、くたびれ果てて、二人とともに出発地点のホテルに戻もどってきていた。

「ニコルと一いつ緒しよで、血はつながっていないけど……」

　最上階のラウンジ。

　街まちを見下ろす窓まど際ぎわの席で、ビアータがうなずく。

「戦争で親を亡なくした私たちを育ててくれたの」

「立りつ派ぱな人ね」

　二人に親がいないことを初めて聞いたニコルは驚おどろく。

「だから、僕たちは三人兄妹きようだいなんだよ」

　と、ミハウ。

「ワタシも……一応、三人兄妹なんだけど……」

　ニコルはちょっと口ごもる。

「レイさんの他ほかに？」

「イッシンってヤツ。レイと血のつながった弟だけど、もう最悪」

「ニコルに意地悪するの？」

「ワタシのことを、性しよう悪わるチビとか、陰いん険けん西洋人形とか、金きん髪ぱつ悪口製造機とか呼ぶの」

「ヒドイ！」

　ビアータは憤ふん慨がいする。

「そうかな？」

　ミハウは頭を振ふった。

「きっとその人、突とつ然ぜんできた妹だから、どれくらい距きよ離りを置いたらいいのか、つかめていないんだと思う」

「距離が……つかめない？」

「友達みたいにすればいいのか、本当の妹みたいに扱あつかえばいいのか、それとも、もっと他た人にん行ぎよう儀ぎにした方がいいのか？　それは、ニコルも同じじゃない？」

「……ど、どうかな？」

　初めて聞く意見だ。

　もっとも、ミハウも一いつ心しんと実際に関かかわってみれば、見解を正ただすだろうとは思う。

「いけない、こんな時間！」

　ニコルは時計を見て立ち上がった。

「レイのランチ、作らなきゃ！　また明日あした！」

「忙いそがしいんだね」

　いそいそと帰り支じ度たくをするニコルを見て、ミハウは笑った。

「あなたのレイさんって、自分じゃ何もしないの？」

　呆あきれるビアータ。

「ううん。……たぶん、何でもひとりでできる」

　ニコルは頭を振った。

「だけど、やってあげたいの。ワタシがレイにやってあげられることは、み～んな！」

「本当に好きなんだね、レイさんのこと」

　と、ミハウ。

「うん、とっても！　アナタたちと同じくらい！」

　ニコルは嬉うれしそうにうなずいた。




　その頃ころ……。

　久しぶりにキッチンに立った玲は、二時間かけて作ったフォアグラとローストビーフのサンドウィッチとチョウザメのスモークのサラダ、そしてワタリガニのクリームスープの昼食を終えていた。

「どうも……自じ炊すいとなると凝こり過ぎる」

　玲は食後のコーヒーをサイフォンで淹いれながらつぶやいた。
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　第三の遺い体たいは、放送翌日の早朝に発見された。

　車の排はい気きガスによる窒ちつ息そく死しと思われる死体は、盗とう難なん車両ごと三み鷹たか駅前の路上で発見された。

　被ひ害がい者しやは日比野綾という私立高校生。

　唇くちびるにはルージュ。

　すべて、『贖しよく罪ざいのメロディ』のストーリーそのままだ。

　この段階で警けい察さつは事件とドラマの関連性を認め、結ゆう城き警けい視しが指し揮きする広こう域いき捜そう査さ本ほん部ぶを麴こうじ町まち署しよに設せつ置ちした。

　当然、『贖罪のメロディ』のスタッフや出しゆつ演えん者しやを非ひ難なんする声も大きくなった。




「……何件あった？」

　学校をサボった一心は事務所にやってくると、ソファーにぐったりと寝ねそべっていたマネージャーに声をかけた。

「…………」

　マネージャーは寝たまま、指を二本立てた。

「二十件？」

　ひらひらと手が振ふられる。

「二百!?」

「二千だよ、くそったれの嫌いやがらせメールが」

　マネージャーは起き上がった。

「おかげで寝るヒマもありゃしない」

「……午前六時から睡すい眠みんに入る、誰だれかさんの生活パターンの方が問題だろが？」

「イッシ～ン、死にたい？」

　マネージャーは中指を突つき立てた。

「ドラマを即そつ刻こくやめさせろ、でないと事務所に火をつけるってさ」

　衝つい立たての向こうから、ひょいと顔を出したのは士し郎ろうである。

「局の方にも、かなり来ているみたいだね」

「あれ、お前もサボり？」

「失礼な。我わが港こう星せい学がく園えんは開校記念日だよ」

「てことは、トオルも？」

「合がつ宿しゆく所じよの方」

「機き嫌げんわり～だろうな」

「当たり散らせるぐらいなら、まだマシって感じだね」

　士郎はため息をついた。

「アイツが落ち込んでんの？　信じらんねえ」

「……玲さんだったら、何とかできないかな？」

「玲かあ……」

　一心は考え込む。

　玲に相談するのはいい。

　だが、そうするとニコルがついてくる。

「そうするか。気は……進まないけどな」




　同じ頃ころ……。

　事務所近くのＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの合宿所の部屋の窓から、亨とおるはぼんやりと外の風ふう景けいを見ていた。

　理さと子この危き惧ぐしていたことが、現実となった。

　死んだ人にどうやって責任を取るのか？

　その言葉が亨を苛さいなんでいた。

「理子さんに偉えらそうなこと言って、何にもできないよな、俺おれ……」

　と、空を見上げてつぶやいた時。

「入るわよ～」

　ノックもなしに、社長が部屋に入ってきた。

「……んだよ」

　亨は振ふり返りもしなかった。

「相変わらず、つれないわね」

　趣しゆ味みの悪いラメのジャケットを光らせた社長は、コンビニで買って来た安そうな弁当をゲームソフトで散らかったテーブルの上に置いた。

「はい、これ。どうせ、お昼食べてないんでしょ？」

「今は食べたくないって」

「じゃ、後で食べなさい。それと……」

　社長は封ふう筒とうをポケットから出し、わざわざ亨の手に押おしつける。

「ファンレター。ちゃ～んと読んで、返事書くのよ。何てったって、人にん気き商しよう売ばいですからね」

「………」

　妙みようなことを言ってることに亨は気がついた。

　ここの事務所の場合、山のように来るファンレターに対しては、印いん刷さつされた返信にメンバーがサインをして送るのが普ふ通つうの作業。

　返事を書く、などということはほとんどない。

「あのオッサン、何考えてんだよ……」

　亨は社長が出て行くと、封筒から便びん箋せんを取り出して開いた。

　その手紙には、拙つたない字でこうあった。





　こんにちは

　ぼくは小学校四年生の男の子です

　はじめて手紙を書きます

　ぼくのお姉ちゃんはずっとＳ＆Ｓのトオルさんのファンでした

　だけどそのミノリお姉ちゃんがこの前、ころされました

　お父さんやお母さんは教えてくれなかったけど、

　テレビでは二ばんめのぎせいしゃだって言ってました

　まわりのみんなはお姉ちゃんが死んだのは

　トオルさんのドラマのせいだといいます

　でもぼくはちがうと思います

　だって、ドラマがはじまったとき、お姉ちゃんは言ってました

　このドラマではトオルさんはわるい人だけど、本当はかっこよくていい人だって

　お姉ちゃんが言っていたことは本当だと思います

　トオルさんたちは、インクウィジターがわるいことをした時も

　ライフルでたくさんの人がうたれた時も

　みんなでやっつけてくれました

　だからお姉ちゃんをころしたはんにんもきっと、やっつけてくれると思っています

　がんばって早くはんにんをつかまえてください

　そして、お姉ちゃんみたいなかわいそうな人が出てこないようにしてください

　おねがいします






「……そんなに格かつ好こういいものじゃないんだけどな、俺は」

　亨は手紙を強く握にぎり締しめた。

　自分では気がつかぬうちに、頰ほおを涙なみだが伝つたっていた。
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　ニコルが最近ひとりで昼間出歩くようになったことを、玲は好ましい事と捉とらえていた。

「オトモダチに会うの」

　出で掛かける時に尋たずねると、ニコルは少し恥はずかしそうに言った。

　どんな友達ができたのかは知らない。

　だが、玲はニコルを信じることにしたので、一いつ切さい口出しはしなかった。

　それでも、兄として心配は心配である。

　だから、

「……ねえ、明日あしたの夜、オトモダチをウチに招しよう待たいしてもいい？」

　と、ニコルが言った時には、玲もほっとしたのだ。

　一心がやってきたのは、そんなニコルが出掛けた後の午後だった。

「今、何か事件に関かかわってるか？」

　一心は書しよ斎さいのソファーに座すわると、玲に尋ねた。

「まあね」

　玲はうなずく。

「……そっか」

　一心は頭の後ろに手を組んで、背もたれに寄り掛かった。

「君が何の話をしにきたのか、見当はつくよ。トオルくんのドラマのコピーキャットの件けんだろう？」

「ああ。……まあ、玲なら察しがつくと思ったけどな」

「幸い、事件は広域捜そう査さになり、乾いぬいさんが担たん当とうしている。資し料りようは手に入るよ」

「乾？　あのどっか抜ぬけてそうな刑けい事じ？」

「まあ、そうも見えるね」

　玲はパソコンを操作し、警察のデータベースから乾のＩＤとパスワードを使って情じよう報ほうを引き出す。

「何か、分かるか？」

「……興きよう味み深ぶかい事件だ」

　スクロールしてゆく画面を見ながら、玲はつぶやく。

「日本でもこうした事件が起こるようになるとはね。僕の予想よりも数年早い」

「犯はん人にんの見当はつくか？」

「そこまではね。次の事件はまたドラマの放送の直後だろう。ドラマのストーリーは？」

「トオルから聞いた。次は空港でフライトアテンダントが殺される話だ」

「空港か……網あみを張るには広過ぎるね。警察に任せた方がいい」

　玲は眉まゆをひそめた。

「その警察が当てにならないから、お前に聞いてんだろうが」

「だが僕も、あと数日は別の仕事で動けない」

「マズイな」

「だが、ヒントなら出せるよ」

「ヒント？」

「だから、あとは君たちがやるんだ」

　玲は一心の顔を見つめた。

「……そうだな、これはＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの問題だ。俺たちで解決すべきなんだ」

　一心が答えると、玲はディスプレイを指さした。

　そこに映っているのは、第一の犠ぎ牲せい者しやの死し体たい検けん案あん書しよのデータ。

　一心たちの母、監かん察さつ医いのかおるが書いたものだ。

「これが最初の事件。そして、これだけが続く二件と比くらべ、いくつか違ちがった特とく徴ちようがある」

「死後、刺さされている点？　『贖しよく罪ざいのメロディ』では、刺し殺しているはずだ」

　と、一心。

「そう。他の二件は殺人方法がドラマとピッタリ一いつ致ちしているのに、これだけは死体の見かけは一致していても、実際は撲ぼく殺さつだ」

「……さっき、いくつかの特徴って言ったよな？」

「もうひとつは……」

　玲は、三つの事件の死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくを表にして見せた。

「後の二件はドラマの放送後、ほとんど時間を置かずに殺人を実行しているが、第一の事件だけは、放送二日後の犯行だ」

「そういや……違うな」

「つまり、最初の殺人はドラマとの関連を意識せずに行なわれたもの。未知の犯人はその犯行の後、『贖罪のメロディ』という役割モデルを見つけると……」

「最初の遺い体たいに死しに化げ粧しようを施ほどこして遺い棄きし、ドラマに沿って、犯行を行なうようになった！」

「第一の殺人を除けば、明確なパターンがあることは間違いない。ドラマの内容が犯人の行動を著いちじるしく規制するものならば、犯人を炙あぶり出すことは可能だよ」

「けど、来週の放送は……そうか！」

　玲はうなずいた。

「時間は限られている。急いだ方がいい」

「サンキュ、玲！」

　一心は亨たちに連れん絡らくを取るべく、部屋を飛び出していった。
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　この日、ニコルが双ふた子ごたちとともに訪おとずれたのは、前々から行きたいと思っていた場所。

　いつか、玲とともに来てみたいと思っていた場所だった。

「ねえ、あれがパンダ？　初めて見るわ！」

　ビアータは柵さくから身を乗り出すようにしてはしゃいでいた。

「そ、そう？　中国四し川せん省しようの希少動物レツドデータアニマルよ」

　説明するニコルも、実はその目で見るのは初めてである。

　あちこち飛び回りたいのを堪こらえ、努めて冷静な振ふりをする。

　ここは上野にある動物園。

　開かい園えん時間が九時半から五時までとあっては、玲は絶対に来ることのできない場所だ。

　それに、ニコルがこんな所に来たがっていることを一心が知れば、やっぱりガキだと大笑いすることだろう。

「ニコルはここによく来るの？」

　肩かたを並ならべて歩くミハウが聞いた。

「ま、まさか。子供の頃ころは来たけどね」

　ニコルは肩をすくめてみせる。

　これでいよいよ、自由に見て回れなくなってしまった。




「あ～、面おも白しろかった！」

　ひと通り全部の動物を見て回って休きゆう憩けい所じよに来ると、ビアータは言った。

「特に、ニコルがヌートリアを見て飛び上がったところがね」

　ミハウが笑う。

「……もう」

　ヌートリアとは、一メートル近い体長を持つ大型のネズミである。

　夜行動物を集めた建物にいるのだが、ニコルが暗くて何もいないように見えた檻おりに顔を近づけた時、手前の岩だと思っていた物体がノソリと動いたのだ。

　その岩に見えたものこそがヌートリア。

　それまで取り澄すましていたニコルが、悲鳴を上げて逃にげ出したことは言うまでもない。

「そ、そういうミハウだって」

　ニコルは反はん撃げきを試こころみる。

「山や羊ぎに追い掛かけられて泣きそうになったくせに」

「泣きそうになんかなってないったら！　あれはビアータだよ！」

「そっくりだからって、都合が悪くなるとみんな私がしたことにするのよ、ミハウは」

　ビアータは舌したを出す。

「本当に子供なんだから」

「いいじゃないか」

　そう言ったミハウはちょっと真ま面じ目めな顔になった。

「ずっと子供でいられたら……どんなに幸福かな？」

「ワタシは早く大人おとなになりたいな」

　ニコルは玲と同じくらいの背の高さになった自分を想像する。

「ニコルは……いい子だからね」

　ミハウはニコルの髪かみに手をやった。

「このまま大きくなっても素す敵てきな大人になれるさ」

「あなたやビアータだって」

「違ちがう」

　ミハウはかぶりを振ふり、淋さびしそうに笑った。

「僕たちは……違うんだ」
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　翌日。

「犯はん人にんを罠わなにかける」

　一心は、一同を前にして言った。

　Ｓ＆Ｓのメンバーの他ほかに、事務所には茜あかね、花はな村むら詩し帆ほ、澤さわ和かず枝えプロデューサー、加か藤とうチーフ演えん出しゆつ、メイクの小こ島じま梓あずさ、そして夏なつ紀きが集まっている。

「罠って、どうやってですか？」

　と、宏こう太た。

「次回の放送の内容を変へん更こうする」

　一心から説明を受けていた亨が言った。

「犠ぎ牲せい者しやを変更し、殺人の場所を局内にする。犯人がターゲットを狙ねらい、局に現われたところを捕つかまえるんだ」

「いい考えね」

　澤プロデューサーが吸すいかけの煙草たばこを灰はい皿ざらに力いっぱい押おしつけた。

「あの殺さつ人じん鬼きに振り回されるの、いい加か減げんうんざりしてきたところなの」

「面おも白しろそうじゃない。あたし賛成～」

　梓が手を挙げた。

「でも、内容を変更するって簡かん単たんに言うけどね」

　と、演出の加藤。

「今から撮とり直すつもりかい？　あと五日で？」

「だから、局内っていう設定なんだ」

　一心が補ほ足そくする。

「これなら短時間に、それも最低限の人数でできるだろ？　もちろん、俺たちも協力する」

「予算の方は心配なく。澤さん、これ、好きに使ってもらってかまわないから」

　士郎が金額の記入していない小切手を渡わたした。

「でも、なるべくなら八桁けたまでにして。それ以上だと来週の生活がちょっと苦しい」

「ちょっと……？」

　八桁というのがいくらなのか指を折って考えるのに、茜はしばらく時間がかかった。

「シナリオは、特定の人物に被ひ害がい者しやが絞しぼれそうなものにして欲ほしい。何とかなりそうか、詩帆さん？」

「やってみる」

　亨に言われ、詩帆はうなずく。

「美術、演出、その他のスタッフ、全部は集まらないけど」

　と、澤。

「その方が好都合。この件けんに関しては知ってる人間が少なければ少ないほどいい。雑用係ならこっちから出すよ」

「……大だい地ちくん、どうしてあたしを見るのよ？」

　茜は抗こう議ぎする。

「遊園地」

「すいません、あたし、やります」

「ところで、殺される子は誰だれが演じるんだ？」

　士郎が尋たずねる。

「それなんだが……」

　一心は夏紀を見た。

　身近な人間で演技が出来、さらにスケジュールの都合がつく人間は少ない。

　となると……。

「やるわ」

　夏紀は大きく深しん呼こ吸きゆうをしてから、うなずいた。

「この子、肌はだがきれいだから死しに化げ粧しようのやりがいがあるわ」

　小島梓が夏紀の肌を撫なでて、妖あやしい笑えみを浮うかべる。

「……私が男ならとっくにむしゃぶりついてるかも」

「あ、ありがとう」

　夏紀は顔を引きつらせる。

「……ねえ、夏紀。なんなら、あたしが代わっても？」

　茜は親友に声をかけた。

「あのな、このドラマの犠ぎ牲せい者しやは全員美少女だぞ。バラエティーならともかく、お前のどこをどう切って修理しても、完かんっ璧ぺきに無理だ」

　一心の言葉に、全員がうなずく。

「もちろん、ドラマの放送の後、実際にオトリになるのはお前だけどな」

「ええっ！」

「番組的には、売出し中のアイドルを危険にさらせないもの」

　澤が断言した。

「僕らが全員で守りますから、安心してください、先せん輩ぱい」

　宏太がニコニコする。

「まあ、お前なら死んでもギャグで済すむし」

　一心が肩かたを叩たたいた。

「ば、化けて出てやる～っ！」

　茜はそう言いながらも、

（夏紀が危険な目に遭あうよりは、あたしの方がいいよね）

　と、内心考えていた。

（どんな時だって、きっと大地くんが助けてくれるもの）

　そんな一心に対する強い信しん頼らいが、付つき人びとをやっているうちに茜の心には生まれていた。

　言葉はキツいが、本当は自分のことをとても気き遣づかってくれている一心。

　誓ちかったことは必ず守ってくれる一心。

　一心にポンと叩かれた肩が、茜は何だかとっても温あたたかい気がした。







　ホット・スポット




　一月の第四水曜日の夕方。

「ウェルカム！」

　ニコルは玄げん関かんのチャイムが鳴ると、飛んでいって扉とびらを開けた。

「お招まねきありがと、ニコル」

「きれいなお屋や敷しきね」

　ミハウとビアータは、お揃そろいの白いセーラー服を着ていた。

「妹と弟の相手をしてくれてありがとう」

　双ふた子ごの後ろに立つプラチナブロンドの青年が流りゆう暢ちような日本語で言うと、ニコルに微笑ほほえみかけて花はな束たばを渡わたした。

「あなたが……お兄さん？」

　ニコルはちょっと首を傾かしげた。

　双子から、自分たちを引き取って育ててくれた人物の話はよく聞いていた。

　だが、これほど若い人物だとは想像していなかったのだ。

「本当にきれいな子だね。ミハウが話してくれた通りだ」

　そう言われてニコルの顔は真まっ赤かになる。

「ど、どうぞ」

　ニコルは三人を玲れいの待つ居間に通した。




「うちの子たちが迷めい惑わくをかけていなければいいんですが」

　ニコルが腕うでによりをかけた食事を終えた後。

　玲がドリップしたブルーマウンテンを飲みながら、アレクセイは日本語で言った。

　子供たち三人は、二階のニコルの部屋に上がっていってしまった。

　居間には玲とアレクセイの二人しかいない。

　そして、二人の間にあるテーブルの上には、大理石のチェス盤ばんが置かれている。

　黒の駒こまは黒こく檀たん、白の駒は象ぞう牙げという高級品だ。

「とんでもない。ニコルにとっては日本で初めての友達ですからね、二人には感謝していますよ」

　玲は微笑ほほえみ、白の兵士ポーンを斜ななめに進めて黒の騎士ナイトを取る。

「貿ぼう易えきの事業をなさっているとか？」

「創はじめた頃ころは、今のあなたよりも若かった。家も家族も故こ郷きようも焼かれ、ゼロから創めた事業です」

「あなたはやはり、旧きゆうユーゴの？」

　セルビア語に切り替かえた玲の問いにアレクセイはうなずき、黒の僧侶ビシヨツプを進める。

「あの頃はカトリックの神学生でしたよ。赤あかん坊ぼうだったミハウとビアータを見つけた村も、同じ頃にＮＡＴＯの爆ばく撃げきで廃はい墟きよになりました。……チェック」

「あれは……人じん権けん擁よう護ごの名を借りた虐ぎやく殺さつだった」

　玲は王手をかけた僧侶を城塞ルークで取る。

「そう。セルビア人が他の民族に対して行なったと言われていることを、今度は部外者のＮＡＴＯがやった。こちらの武器がとどかない空の上から、自分たちは傷きずつくことなく殺し、破は壊かいし尽つくした」

「……それに犠ぎ牲せいとなったのはセルビア人だけじゃない」

　玲はさり気なくアレクセイの瞳ひとみをのぞき込む。

「ええ。アルバニア人も、クロアチア人も。もとはと言えば、彼らの人じん権けんを守ることが名目の爆撃であったはずが、誤ご爆ばくは仕方がないこと、そう連中は開き直った。人が死ぬのが、仕方のないことだとね。……チェック」

　アレクセイの女王クイーンがルークを取り、再び王手をかける。

「あなたはロシア系のセルビア人のようだが、ミハウとビアータはクロアチア人ですね？」

「セルビア人の支し配はい地ち域いきから抜ぬけ出すために、二人にはポーランド系を思わせる名前をつけました。本当の名前はもう分からない」

　アレクセイはカップに手を伸のばし、唇くちびるを湿しめらせる。

　カップの持ち手を握にぎる指が、かすかに白くなっていることに玲は気がついた。

「地上では、政治家とマスコミに踊おどらされたかつての隣りん人じん同士が殺し合い、その双そう方ほうを殺すべく、爆ばく弾だんを降らせる連中がいる。

　僕ぼくはセルビア人だろうと、クロアチア人だろうと、ＮＡＴＯの奴やつらだろうと、祖国を憎にくしみと悲しみに満たした連中を許すことはできない。特に、憎しみ合う二つの民族の両方に武器を売り、殺し合いが長引くことを喜んでいた組そ織しき犯はん罪ざいの連中を」

「ユーロ……マフィア？」

「僕の家族を撃うち殺した武器はロシア製。ある女性がトップに立つ組織が、コソボのゲリラに売ったものだったそうです。僕はあの組織を潰つぶすためなら、悪あく魔まに魂たましいさえ売るかも知れない」

「悪魔に？」

　玲は黒の女王クイーンを指で倒たおし、自分の女王をその位置まで移動させた。

「メイト」

「……お見事」

　アレクセイは微笑んで両手を挙げた。
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「僕をチェスで負かした人間はこれで二人目。一人目は欧おう州しゆうチャンピオンだった」

「あなたは」

　玲はアレクセイを真っすぐに見み据すえる。

「その目的のためには、利用できるものは何でも利用する心算つもりですか？」

「だとしたら？」

　アレクセイも笑えみを浮うかべることを止やめた。

「かつて……」

　玲はアレクセイの質問に直接は答えずに続ける。

「そう考えて、自分の野望に忠実に生きようとした男がいました」

「参考までにその男は？」

「異い端たん審しん問もん官かんと自みずから名乗ったその男は、自分の罪つみによって裁さばきを受けましたよ」

「僕には、その彼ほどの決意はないのかも知れない」

　アレクセイは、半分ほどコーヒーが残っているカップをブランデーグラスのように回した。

「たとえ最初は利用する心算でも……いや、弁解にしか聞こえないか」

「天使たちは……」

　玲は壁かべに掛かかったローランサンの描えがいた天使の絵に目を遣やった。

「悪魔に心を売った人間にも微笑ほほえんでくれます。だけど、その微笑みは心を闇やみに囚とらわれた者に取っては眩まぶしすぎるかも知れない」

　玲は気がついていた。

　アレクセイと自分が、どこか似に通かよっていることを。

　そして、アレクセイにとっての双ふた子ごが、自分にとってのニコルと同じ存在だということを。

「……さて」

　アレクセイはカップを置くと立ち上がった。

「つまらない昔むかし話ばなしをしてしまったね。そろそろ、仕事に戻もどらなくては」

「また、いつでもおいでください」

「次は簡かん単たんには勝たせませんよ、レイ・タツミ」

　二人は握あく手しゆした。




「もう会えない？」

　ミハウの口からそう聞いた時、ニコルはちょっとの間反応できなかった。

「どういうこと？」

「永久にってことじゃないよ」

　ミハウが説明した。

「兄さんの仕事の都合なんだ。急に日本を離はなれることになっちゃって」

「ず、随ずい分ぶんと唐とう突とつじゃない」

　努めて平静を装よそおおうとするが、ニコルの顔は強こわばる。

「本当はまだ一いつ緒しよにいたいよ。でも、駄だ目めなの」

　ビアータは頭を振ふった。

「お兄さんの仕事が終わるまでウチにいたら？　レイは絶対許してくれるから」

　ニコルは必死で考える。

「駄目。彼の仕事には、私たちが必要なのよ」

「どういうこと？」

「それは……いろいろあって説明が難むずかしいんだ」

　と、ミハウ。

「そんなことを……今日きようになってから言うなんて」

　ニコルは顔をそらした。

「ごめん」

「本当にごめんなさい」

　双子は震ふるえる背中に声をかける。

「……いいわ」

　ニコルは何とか笑え顔がおを作って振り返った。

「ワタシにはレイがいるもの。このところ構ってあげてないから、しばらくはレイの面めん倒どうを見なくちゃ」

「……きっと、手紙書くから」

　ミハウは言った。

「電話でもメールでもいいからね！」

　ニコルは二人を抱だき締しめた。

　我が慢まんをしようとしたが、どうしても涙なみだがあふれる。

「絶対、ヤクソクだから！」

「うん」

　ビアータはニコルと同じように涙を浮うかべていた。

「また……会えるといいね」

　ミハウはニコルの頰ほおに、軽く唇くちびるを触ふれさせた。

「ミハウ、ビアータ？」

　アレクセイが呼ぶ声がした。

「それじゃ、行くね」

「ド・ヴィジェニャ、ニコル」

　双ふた子ごは別れを告つげ、ニコルを残して部屋を出た。

　アレクセイに連れられて屍し桜ざくら屋や敷しきを去る二人を、ニコルは二階の窓から見送った。
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　茜あかねが屍桜屋敷にやってきたのは、アレクセイたちが帰った直後のことだった。

「あれ？」

　屋敷前から発進した車の運転席の青年をチラリと見た茜は、ちょっと首を傾かしげる。

「あの人、どっかで見たような」

　思い出そうとするが、思い出せない。

　茜がドーム球場爆ばく破は予告事件の時にアレクセイの姿すがたを見たのは、数か月も前の深夜で、それも街がい頭とうのない暗がりでのこと。

　一いつ瞬しゆん横顔を見ただけでは、思い出せという方が無理だ。

（……ま、いっか）

　モヤモヤした気持ちを抱いだきながらも、茜は屍桜屋敷の門をくぐった。




「いらっしゃい」

　玲はいつものように笑え顔がおで茜を迎むかえ入れた。

「あれれ、ニコ姫ひめは？」

　茜は、いつも玲にまとわりついているはずのニコルの姿すがたがないことに気がつく。

「まあ、ちょっとね」

　玲は新たにコーヒー豆を挽ひいてドリップし、シフォンケーキを切る。

「ニコルが作ったものだけど？」

「いただきます！　ニコちゃん、料理上じよう手ずなんだもの！」

　茜はすでにフォークを握にぎっている。

「……おいしい！」

　ケーキを口にした途と端たん、茜の顔はほころんだ。

　ニコルの料理やケーキに、玲のコーヒー。

　それが楽しみで、ついつい茜は屍桜屋敷に足を向ける。

　最近では、自分の家よりも居い心ごこ地ちよく感じるくらいで、こうして用もないのに入り浸びたっているのだ。

「喜んでもらえてよかった」

　玲はそんな茜の顔を見て微笑ほほえむ。

「お客さんがあったんですか？」

　テーブルの上のチェス盤ばんをチラリと見た茜は、カップを両手で包み込むようにして口元まで運んだ。

「うん。ニコルの友達が来ていた」

「へえ～、それで大きなケーキ、焼いたんだ。……でも、ニコちゃんのお友達にしては、結構年上ですよね？　車、運転してたし」

「あの人は保ほ護ご者しやだよ。実業家だそうだ」

「そ、そうですよねえ？」

　茜は照てれ隠かくしにカップをふうっと吹ふく。

（……やっぱり、あたしって馬ば鹿か。大だい地ちくんの言う通りだよ。でも、確たしかにあの銀ぎん髪ぱつの人、見み覚おぼえあるんだけどなあ）

　玲はチェス盤を振ふり返ると、先ほどの勝負を頭の中で再現する。

（悪あく魔まに魂たましいさえ売る……、か。実際に、すでに魂を売り渡わたしていたら？）

　ほんの数十手ほどの駒こまの動きを最初から思い出すことなど、玲にとっては訳ないことだ。

　だが、最後の二、三手まできた時……。

「どうしたんですか？」

　玲の微び妙みような表情の変化に、茜が気づいた。

「いや」

　玲は駒を実際に盤上に並ならべてもう一度プレイを繰くり返すと、黒のクイーンがルークを取る寸前で手を止めた。

「……やられたな。驚きよう嘆たんすべき思考力だ」

　玲はつぶやき、黒のクイーンを摘つまみ上げた。

「あの男、僕ぼくがクイーンを取るようにしむけた」

　黒こく檀たん製せいの精せい密みつな細工の駒こま。

　それはあたかも、アレクセイからの挑ちよう戦せん状じようのようだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帰りの車の中、アレクセイに助手席のビアータが尋たずねた。

「アレクセイさん、怒おこっていない？」

「怒る？　どうして？」

「勝手にアレクセイさんまで、ニコルの家に行くことにしちゃったから」

「君たちの友達に挨あい拶さつするのは、保ほ護ご者しやとして当然のことだろう？　それに僕は今、どちらかと言うと楽しい気分だよ」

　アレクセイは答えた。

「どうして？」

　と、ミハウ。

「前から会いたかった人物に会えたからさ。……なるほど、昔むかしの友人が彼とゲームをしたがった理由が分かる」

「アレクセイさんも、ゲームがしたいの？」

　ビアータが顔をのぞき込む。

「いや」

　アレクセイは少女の頭を撫なでると、スーツケースから二通のパスポートを取り出して二人に渡わたした。

「僕の興きよう味みはビジネスと復ふく讐しゆうにある。遊びはしない」

「……私はたった今からテキサスの石油成なり金きんの孫まごのリサね」

　偽ぎ造ぞうパスポートを開きながら、ビアータは言った。

「僕は平凡なマイケルか。しっくりこない名前だなあ」

　と、ミハウ。

「私たちだけの時は、まだビアータとミハウでいいんじゃない？　使い慣れている名前だし」

「では、そうしようか」

　アレクセイはうなずく。

「僕たちはアメリカからの観光客で、来日するのは今日きようの午後ということになってるんだよね？」

　と、ミハウ。

「そう。そしてコソボで青年実業家に拾われたカワイソウなビアータとミハウは、明日あしたの今いま頃ごろは香港ホンコンに向かう飛行機の中。向こうで二か月を過ごすことになっている」

「これでアリバイは完かん璧ぺき。いつもの通りね」

　ビアータは小さくあくびをすると、アレクセイの膝ひざに頭を乗せた。

「少し寝ねていい？　明日から忙いそがしくなるから」

「ああ。着いたら起こすよ」

　ビアータはすぐに寝ついた。

「それで、計画は立ったかい？」

　少女を起こさないように気をつけて運転を続けながら、アレクセイはミハウに尋たずねた。

「ターゲットの日程にはほとんど隙すきがないよ。たぶん、前回の来日の教きよう訓くんを生かしたんだろうと思う」

　後こう部ぶ座ざ席せきのミハウはノートパソコンを起動し、画が像ぞうを運転席のカーナビに送る。

「ヒットの成功の可能性が最も高い場所はここ」

　カーナビに、地図とその場所を撮さつ影えいした静止画像が映し出された。

「この場所だと狙そ撃げきは難むずかしいな」

　アレクセイは意見を述べる。

「うん。逃とう走そうに必要な時間を確保するためには、少なくとも狙撃地点からターゲットまでの距きよ離りが二百メートルは欲ほしいところだけど、ビルに囲まれたこの場所を狙ねらえるポイントはどこも五十メートル以内なんだよね。それに、ビアータが銃じゆう声せいを嫌うし」

「……狙撃は却きやつ下かだな」

「僕もそう考えた。で、提てい案あんなんだけど……」

　ミハウとアレクセイは車がホテルの前に到とう着ちやくするまで密みつ談だんを続けた。
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「終わったわ！」

　詩し帆ほはパソコンからフロッピーを抜ぬいた。

　前日の夜十時から丸一日近くをかけて、彼女は『贖しよく罪ざいのメロディ』の殺人シーン撮とり直し用の脚きやく本ほんを書き上げたのだ。

　このシナリオでは、殺されるのは新人アイドル。

　局のメイク室で、喉のどを裂さかれることになっている。

「これ、さっそく打ち出してみんなに配りますね！」

　フロッピーを持った宏こう太たが部屋を飛び出していった。

「俺おれも行く。澤さわさんとメイクの小こ島じまさんが衣い裳しようとかの手配をしてくれるから、そっちの方も手伝わないとな」

　と、一いつ心しん。

「僕は撮さつ影えい機き材ざいの調ちよう達たつに回るよ」

　士し郎ろうが続いた。

　Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーの合がつ宿しゆく所じよの亨とおるの部屋には、詩帆と亨だけが残された。

「シャワーを浴びて、少し眠ねむりたいわ」

　パソコンを切った詩帆は小さく欠伸あくびをする。

「俺もだ」

　じっと横で詩帆の仕事を見守っていた亨は、手のひらで両目を押おした。

「じゃあ、先に使って」

「……えっ？」

「シャワー」

　詩帆は言い、はっと気がついて付け加える。

「……あの、変な意味じゃないからね」

「へ、へ、変な意味って？」

　ドラマでこういうシーンには慣れているはずの亨と、年上の女性である詩帆が、まるで中学生のように顔を赤らめて黙だまり込んだ。

「……やっぱ、先にシャワー使わせてもらう」

　いたたまれなくなった亨は、バスルームに飛び込んだ。




「まいったな」

　締しまった上半身にシャワーを浴びせながら、亨はつぶやいた。

　こうして二人きりで部屋に残されるとは、考えてもいなかったのだ。

　詩帆は確かに気になる存在である。

　若い女性が全ぜん般ぱん的に苦手なことを自じ認にんする亨が、平気で話をできるのだから。

　かといって、好きなのかどうかは自信がない。

　今まで詩帆に対し、あえてそういうことは意識しないようにしてきたのだ。

「ともかく、早く出よう」

　ざっと全身を流した亨は、お湯を止めた。

　その時。

「……一いつ緒しよに入って、いいかな？」

「いいっ！」

　バスタオルを巻いて、詩帆がバスルームに入ってきた。

　首筋から肩かた、胸のふくらみにかけての透すき通るような肌はだは紅こう潮ちようし、桜さくらの花びらのような色になっている。

　湯気で頰ほおに張りついた長い黒くろ髪かみは、かすかに艶つやのある唇くちびるにかかっている。

　そして、服を着ている時からは想像できないくらい華きや奢しやでバランスのいい脚あしのラインは、大だい胆たんにバスタオルの下から伸のびていた。

　詩帆は隠かくすべきところを最小限しか隠していなかった。

「お、俺、もう出るから！」

　慌あわてる亨。

「待って！」

　詩帆がその手をつかむ。

「……恐こわいの。ひとりになるのは嫌いやなの」

　潤うるんだ瞳ひとみが亨を見つめた。

「ひとりにゃしねえって！　絶対に！　す、すぐ外んとこにいるから！」

　亨は完全に逆の上ぼせあがってしまっていた。

　まさか、あの詩帆がこんな行動に出るとは思ってみなかった。

　怯おびえ切ってのことだと思うが、亨にしてみれば理性の限界を試ためされているようなものだ。

「絶対に？」

「マジで！　ドア一枚こっち、じゃない、向こうにいるって！」

「……うん。信じてるよ」

「ま、任せろ！」

　亨は急いでバスルームの扉とびらを閉めた。

「……やべえ」

　この時になって気がついた。

　亨の服はすべて、バスルームのタオル掛かけにかけたままだということに。

　そして……。

「マジでやばい」

　詩帆の服と下着はベッドの上に、きちんと畳たたんで置かれていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　玲はデヴィッドたち警けい備びチームと連夜の打ち合わせを行ない、警備上の問題点をかなり改かい善ぜんした。

　この夜もアレクセイたちが帰った後、ニコルを留る守す番ばんに残して警備チームのところを訪おとずれていた。

「まあ、これでも予期しないことは起こるものさ」

　警備計画をまとめ上げたデヴィッドは、ポットから紙コップに濃こい目のコーヒーを注ついだ。

「カオス理論かい？　映画の『ジュラシック・パーク』だね」

　ハンスがからかう。

「だが、真理を突ついている」

　玲はつぶやく。

　何かまだ大きな見落としがある。

　直感がそう告つげているのだが……。

「しかしまあ、今の段階でできることはやり尽つくしたな」

　デヴィッドは、計画書のファイルを警視庁警備部の江え南なみのアドレスに送信する。

「レイの言う通りならば、襲しゆう撃げきの可能性が一番高いのは月曜の深夜の番ばん組ぐみ出しゆつ演えんだが」

「深夜に討とう論ろん番組をやろうって考えがそもそも分からん。日本人はそんなモノを眠ねむい目を擦こすりながら見るのか？」

　チームのひとりが玲に質問する。

「誰だれも見ない時間だから、やっているのかも知れないけれどね。とにかく、ＴＶ局の人の出入りは規制し難がたい。僕がヒットマンなら、この日を狙ねらう」

「……ドレスナーが来る前に、ＴＶ局はもう一度、見て回った方がいいな」

　デヴィッドはカレンダーの第四月曜日に印しるしをつける。

「そうだね。デヴィッドたちは明日あした。僕は今夜のうちに見にいってみる」

　日中、活動できない玲はそう言った。




　十一時を回る頃、玲は乾いぬいとともにＴＶ局にいた。

　局に出入りするには、警察官である乾の同行が必要であったからだ。

「本当にここが暗あん殺さつの舞ぶ台たいとなるんスかね？」

　乾は欠伸あくびをした。

「可能性は五十パーセントよりやや高い」

「半々ってことスか？」

「……他の地点の場合、どこも八パーセントぐらいだと思う」

　玲は正面玄げん関かんに立って、周囲を見み渡わたした。

「やっぱ、正面のビルの屋上とか？」

「近すぎるね。あの場所だとすぐに警官に包囲され、逃とう走そうできない。もっとも、逮たい捕ほ覚かく悟ごの狂きよう信しん者しやなら別だけど」

「はあ、そんなもんスか？」

　乾は首を捻ひねった。

　と、そこに。

「ミス・ナナセ・イヌイ、こんなところに！　探さがしましたよ！」

　大おお柄がらな白人がやってきて、玲と乾の前に立った。

「……あんた誰だれ？　ナンパ？」

　乾が不ふ審しんの目を向ける。

「おっと失礼」

　男は内ポケットから記者証を出した。

「ロンドンのトリニティー・タイムズから派は遣けんされた特派員です」

　記者証には、シェイマス・ラフトリーとある。

「いやあ、広報から聞きましてね」

　ラフトリーは人ひと懐なつっこい笑え顔がおを見せた。

「前にドレスナー氏が来日した際に英えい雄ゆう的な働きを見せたご婦人から、ぜひお話をと思って」

「英雄？」

　玲は乾の顔を見る

「ほう、ご存じない？」

　ラフトリーは大おお袈げ裟さに驚おどろいてみせる。

「この女性とその婚こん約やく者しやだったＳＰのアキヒト・マキ巡じゆん査さ部ぶ長ちようが、テロリストの手から身を挺ていしてドレスナー氏を守ったことを？　そのために婚約者は亡なくなり、乾警部補自身も三日間生死の境をさまよう重じよう傷しようを負ったことを？」

「……いや、知らなかった」

「その件けんに関してはもう、話すことないっスから」

　乾は言った。

「何か聞きたいことがあるんなら、警備部の江南警護課長のところに行くべきっスよ」

「それがなかなか、あの人は捕つかまらなくて」

　ラフトリーは頭を搔かく。

「まあ、前の失態を取り返そうと、警備部も今回の警備方針の漏ろう洩えいにはピリピリするくらい気を使ってますからね」

「ともかく」

　乾はラフトリーに背を向けた。

「自分、今、忙いそがしいもので」

「時間あけてくださいよ！　ぜひ、インタビューを！」

　ラフトリーの声を無む視しして、乾は自分の車に乗り込む。

　助手席に玲が座すわると、乾はステアリングに額ひたいを押おしつけ、ため息をついた。

「自分に関係する部分を、僕に渡わたした資し料りようから削さく除じよしましたね」

　乾の気持ちが落ち着くまで、少し待ってから玲は聞いた。

「……別に、玲くんに詳くわしく教えるほどのことじゃなかったスから」

　乾は身体からだを起こし、玲を振ふり返る。

　玲にはその顔に浮うかべられた笑えみが、心の揺ゆれを隠かくす仮か面めんに見えた。

「ちょっと……ひとりにしてくれる？」

「ええ。僕はこのまま帰りますよ」

　玲は乾を残し、そっと車を出た。
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「何なんだ、てめえはよ！」

　ガッ！

　こぶしが青年の頰ほおを捉とらえた。

　唇くちびるが切れて血が流れ、青年の手からスケッチブックが落ちる。

　深夜の池いけ袋ぶくろ駅東口前。

　酔よったサラリーマンが女子高生に絡からんでいたところにひとりの青年が割り込み、サラリーマンの腕うでを女子高生から振ふり解ほどいた。

　これに激げつ昂こうしたサラリーマンが、青年に殴なぐりかかったのだ。

「格かつ好こうつけんじゃねえ！」

「きゃあ！」

　もう一発。

　こぶしが青年のアゴに入るのを見て、青年に助けられた女子高生が悲鳴を上げる。

　だが、青年はニヤリと笑い、サラリーマンの手首をつかんだ。

「こ、こいつ！」

　青年は見かけからは考えられない力でサラリーマンのこぶしを広げると、その小指を不自然な方向に曲げた。

　ボキ。

　小さな鈍にぶい音。

「うおっ！」

　堪たまらずサラリーマンは声を上げる。

　ボキッ！

　今度は薬指。

　続いて中指。

　青年はサラリーマンの指を一本一本折ってゆく。

「やめろーっ！」

　サラリーマンは怒ど鳴なったが、青年は淡たん々たんと指を折り続けた。

　右手のすべての指を折ると、今度は左手。

　サラリーマンはあがき、青年の足を蹴けり続けたが、青年は気にする様子もない。

「やめて……くれ……」

　サラリーマンはとうとう懇こん願がんした。

　すでに顔色は蒼そう白はく。

　やっとのことで嘔おう吐とを堪こらえている様子だ。

　ボキリ。

　最後に左手の親指を折ったところで、青年はサラリーマンを解かい放ほうした。

　サラリーマンは気を失って歩道に倒たおれる。

　この残ざん酷こくな光景に、はじめは騒さわいでいた周囲の野や次じ馬うまたちも、いつの間にか静まり返っていた。

　青年に助けられた女子高生も、身体からだを小こ刻きざみに震ふるわせて立ち尽つくしている。

「……礼ぐらい言って欲ほしいね」

　青年は女子高生の前に立つと、自分の口元の血を薬指で拭ぬぐって女子高生の唇くちびるに塗ぬった。

「いやあああっ！」

　女子高生は青年に背を向けると、人ひと込ごみを搔かき分けて逃にげ出す。

「惜おしいな。いい素材だったが、まだその刻ときじゃない」

　青年は何事もなかったかのようにスケッチブックを拾い上げ、駅に向かって歩きだした。
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　マンフレート・ドレスナー理り事じが成なり田たに下り立ったのは、乾と玲が気まずい別れ方をした三日後の土曜の朝だった。

　二十名近いユーロポール関係者とそれとほぼ同数の警けい護ご要よう員いんを連れた理事は、デヴィッド・ハモンドの用意した防ぼう弾だん装そう甲こう車しやまで移動し、これに乗り込んだ。

　警護のエスコート・フォーメーションは、四人で要人を囲むボックス型。

　リーダーとその横のポイントマンがドレスナーの前を行き、後ろにはプライマリー・プロテクターとテイルマンがつく。

　リーダーは、ベルリンからピッタリとドレスナーについてきた警備の最高責任者エリッヒ・グリースベック。

　ニコルが善ぜん人にんの顔ではないと評した人物だ。

　ポイントマンはアドヴァンスとして数週間前から来日しているデヴィッド。

　プライマリー・プロテクターとテイルマンも、元特とく殊しゆ部ぶ隊たいのベテランである。

「仰ぎよう々ぎようしいな」

　運転手の後ろ側の座ざ席せきに乗り込むと、ドレスナーは言った。

「日本は治ち安あんのいい国だ。不ぶ粋すいな真ま似ねは止よした方がいい」

「しかし、理事」

　グリースベックが抗こう弁べんする。

「日本は犯はん罪ざい者しやの入国についてのチェックが甘あまい国でもあります」

「私は日本の警察の科か学がく捜そう査さの視し察さつに来たんだ。日本側の面子メンツを傷きずつけるようなことは慎つつしみ給たまえ」

「警備の方針については、警視庁との摺すり合わせが済すんでいます」

「では、もう一度、私の意向を伝えて話し合え」

「……分かりました」

　グリースベックは同意した。

（予定外の変へん更こうはよくあることだが……）

　助手席のデヴィッドは、心の中で舌した打うちした。

（レイの組んだオプションの警備計画が、こうも早く活用されることになるとは）

「ところで、今夜の食事は？」

「……警察庁の幹かん部ぶと、ドイツ料理店で会食となっていますが」

　グリースベックは説明した。

「せっかく日本に来たんだ、和食がいい。向こうにそう伝えてくれ。それと、和食は健康にもいい。デヴィッド、君も参加するように」

「光栄です」

　デヴィッドはそう答えるしかない。

　これで、日本の警備担当である江南警けい視し正せいも走り回る羽は目めになるだろう。

（健康よりも、目の前に迫せまっている危機に関心を持ってくれよな）

　これから先の苦労を予想し、デヴィッドは嘆なげいた。




　同時刻。

　日本側の警備責任者である江南警視正は、警視庁から動いていなかった。

「警備の指し揮きはすべて、ここでお執とりになるつもりですか？」

　補ほ佐さ役やくを務めるキャリアの若手警部が尋たずねた。

「そのつもりだが？」

　江南は刻こく々こくと情報が送られてくるディスプレイから目を離はなし、警部を見た。

「あっ、いえ」

　警部は口ごもる。

「ユーロポール側にＶの身辺警護をすべて任せ、我々が遠巻きにしている状じよう況きようでは、警視庁としての面子メンツが……と、思いまして」

　ＶというのはＶＩＰの省略。

　要人を示す符ふ丁ちようである。

「面子？」

　江南はピクリと眉まゆを動かした。

「も、申し訳ありません！　ですが万一、何か起きた場合……」

「起きてくれねば困る」

「はあ？」

「起きてくれねば困る、と言ったのだ」

　江南は繰くり返した。

「私は以前、このＶの警護で死者を出している。何者にも代え難がたい人材を失い、その婚こん約やく者しやからすべてを奪うばってしまった。今度こそＶを狙ねらった人間を捕とらえ、ユーロポールに手渡わたす前にすべてを吐はかせて、前の事件の実じつ行こう犯はんまで突つき止める。無論、警備部本来の任務から逸いつ脱だつしているが、これは弔とむらい合がつ戦せんなのだ」

　そう宣言した江南は、すでに将来を約やく束そくされたキャリアではなく、身内を失った怒いかりに燃もえる一警察官だった。







　ストレス・ファクター




（警けい視し庁ちようの中では警けい備びは不要、か）

　訪ほう日にち二日目を迎むかえたドレスナー理事にはそう言われたものの、デヴィッドは彼から離はなれる訳にはいかなかった。

　十メートルほど離れて、デヴィッドは目立たぬようにドレスナーに張りつくことにした。

　警備の最高責任者であるグリースベックも同様だ。

　警視庁庁ちよう舎しやを見学中、警備陣じんで一番ドレスナーの近くにいるのは、警視庁側の江え南なみ警視正である。

　デヴィッドは江南という男を有能だとは思っていたが、巽たつみ玲れいに対するほどの親しみは感じなかった。

　一応はこちらの顔を立てるが、重要な情じよう報ほうは握にぎったままで、こちらが問い合わせない限り伝えようとはしない。

　デヴィッドとしてはこうした齟そ齬ごが警護に悪あく影えい響きようを与あたえないようにしたいのだが、警護される側のドレスナー自身もかなりアクの強い人物だ。

　行動予定はドレスナーのその日の気分で二転三転し、その度たびにデヴィッドたちは対応に苦く慮りよしていた。

　今もすでに、一時間近くスケジュールは遅おくれている。

　本来ならもう警視総そう監かんや法務大臣との会食に入っていなければならない時間だというのに、ドレスナーは交通管理システムの担たん当とう者しやをここで質問攻ぜめにしているのである。

　デヴィッドは、自分のチームだけでなく日本側の警備陣までもがイライラし始めているのを感じていた。

　チームにかかるストレスは、予期せぬ事態を引き起こす。

　ストレス要因フアクターだけは、厳きびしい訓くん練れんを積んでもなかなか克こく服ふくできるものではないのだ。

「……リーダー」

　気持ちを切り替かえようと、デヴィッドはグリースベックにささやきかけた。

「何だね？」

　禿はげ鷹たかを思い起こさせる容よう貌ぼうのグリースベックは、ドレスナーの方を見たまま言った。

（この男も難なん物ぶつだったな）

　デヴィッドはすぐに話し掛かけたことを後こう悔かいした。

　グリースベックと組むのは今回が初めて。

　もともとは警備畑ばたけの人間ではなく、ドイツでは組そ織しき犯はん罪ざい担当だったグリースベックは、ドレスナーの訪日が決まると急きゆう遽きよ、その警護の全体責任者として警備局に派は遣けんされたのだ。

　情報をマフィアにリークしているなど、いろいろと黒い噂うわさがある一方、身を挺ていして組織犯罪の撲ぼく滅めつに取り組む優ゆう秀しゆうな警察官だとの評判もある人物だ。

　デヴィッドはアドヴァンスとして来日するほんの数日前にグリースベックと顔合わせをしただけであり、この上司の実像を測りかねていた。

「昨日説明したレイ・タツミのことですが」

　デヴィッドは軽く咳せき払ばらいしてから尋たずねた。

「お前に一任する。私としても理事の安全のために必要とあらば、彼の助言を受け入れることは吝やぶさかではない」

「ありがとうございます」

「気を抜ぬくな。理事が移動する」

　グリースベックは短い会話を打ち切った。

　ようやくドレスナーが動く気になったようだ。

「グリースベック君、予定変へん更こうだ！　これから警視総監の案内で、警察博はく物ぶつ館かんというところに行く！」

　ドレスナーは笑え顔がおで告つげた。

　グリースベックは感情をあらわにすることなくうなずき、デヴィッドに目で合あい図ずする。

　幸いなことに、玲が組んだオプションのひとつに、警視庁から警察博物館へのコースも入っていた。

「……ハンス、Ｖがグリーン・ゾーンを出る。車を回せ、またもやコース変更だ」

　デヴィッドは無線で連れん絡らくすると、足あし早ばやにドレスナーに近づいていった。

　会食はさらに遅おくれることになりそうだった。
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（僕ぼくは天才だ）

　ＤＭＴが効きき始めると、青年は確信した。

　目が覚さめた時には、時計はすでに十二時を回っていた。

　青年は起き上がると、そのまま本ほん棚だなからＤＭＴ入りの煙草たばこを取り出して火を着け、深く肺に吸すい込んでいた。

　青年がＤＭＴを使う間かん隔かくは次し第だいに短くなってきていた。

　間隔が縮ちぢまる度たびに、バッドトリップに陥おちいる確かく率りつも高くなっていたが、それでも、ＤＭＴに依い存ぞんすることを止やめられない。

　アーティストとして、美しい少女の身体からだを素材にして自己表現を追求するためには、どうしてもＤＭＴをインスピレーションの呼び水にする必要があるのだ。

　これまでの三つの作品はどれも満足のゆくものに仕上がっている。

　次はもっと、深遠な芸術表現を追求しなくてはならない。

（……今度は……誰だれだろう？　この鷹たか羽は飛ひ勇ゆう悟ごのカンヴァスになるのは？）

　青年は極ごく彩さい色しきの渦うずの夢ゆめに身を委ゆだねながら、ポケットの中のルージュを愛あい撫ぶした。
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「想像通り、最高の肌はだね」

　夏なつ紀きにメイクを施ほどこしながら、小こ島じま梓あずさは目を潤うるまませた。

「触ふれてるだけでインスピレーションがどんどん湧わいてくるわ。このドラマの撮さつ影えいが始まる前にあなたを見てたら、飛勇悟が女の子たちにするルージュのメイクも、今とは違ちがったものになってたかも。今度、私が講師をやってる美術学校に来て、モデルをやってくれない？」

　梓の唇くちびるは、今にも夏紀のうなじに触ふれそうだ。

「梓さん、急いでよ」

　時間を気にしながら宏こう太たが急せかす。

「焦あせんなくても、あと数カットでしょ」

　詩し帆ほのシナリオが上がってすぐに、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーとスタッフたちは撮影に入った。

　約四十五分の番組のうち、差し替かえ部分は二十五分。

　最初に考えていたよりも長い。

　メイク室やスタジオの空あき時間を使っての撮影は、難なん航こうを極きわめていた。

「撮影が終わったって、その後に編へん集しゆうがあるんですよ～。澤さわさん、凝こるタイプだから、今でも時間ギリギリです」

「んもう、ずっとこのまま夏紀ちゃんの肌はだを弄いじっていたかったのに～」

　梓はすっとルージュを引いた。

「はい、ＯＫ～」

「夏紀さん、こっち！」

　カメラマン助手を務める士し郎ろうが呼び寄せる。

「次のカット、行くよ」

「はい」

　夏紀はシナリオにもう一度目を遣やり、それから立ち位置を確かく認にんした。

　照明が当てられ、音声がマイクを向ける。

「スタート！」

　加か藤とうチーフ演えん出しゆつが手を振ふった。
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「日程の半分が終わったね」

　ミハウはモバイルを閉じると、ピョンとベッドから飛び降りた。

　その夜、双ふた子ごは品しな川がわのホテルの一室にいた。

　昨日きのうまでとは、別のホテルだ。

「結構、ボディガードたちはあの男に振ふり回されていたわね。今日きようやっても成功したかも知れないわ」

　ビアータは笑った。

　日中、二人はちょっとした悪戯いたずらの心算つもりで、ずっと今回のターゲットに張りついていたのだ。

　警けい備びの人数は、連れん絡らく要よう員いんや救きゆう護ご班はんも含ふくめて六十人ほど。

　その誰だれひとりとして、双子には気がつかなかった。

　ビアータにいたっては、ターゲットまでほんの数メートルの所にまで近づいたにもかかわらずだ。

「焦あせってもろくなことはないよ。それに、これが届とどいたのはついさっきだもの」

　ミハウはガラスの小こ瓶びんを振ってみせた。

「これなら確実。ほんの少量でもね」

「……アレクセイさん、何時頃ごろに戻もどってくるのかなあ？」

　ビアータは膝ひざを抱かかえて窓の外を見る。

　いつの間にか、雨になっていた。

　窓についた水すい滴てきで夜や景けいが歪ゆがむ。

「ビアータ」

　退たい屈くつそうな妹を見て、ミハウは提てい案あんした。

「アレクセイさんが帰ってくる前に、確かめておかないか？」

「あの連中のこと？」

　ビアータは眉まゆをひそめる。

「アレクセイさんは放ほうっておけって」

「でも、気になるんだ」

「仕方ないわね。付き合うわ」

　二人は部屋を出た。




　自分たちをつけている存在に気がついたのは、パリを出る時だった。

　おそらく、組そ織しきの者だろう。

　アレクセイは言った。

　だが、もしその連中がアレクセイを傷きずつける心算つもりなら、ミハウとビアータにとっては敵てきだ。

「行くよ」

　ロビーに男たちの姿すがたを認めたミハウはビアータにささやいた。

　双ふた子ごたちを監かん視ししていた男たちは全部で五人だ。

「ええ」

　ビアータはミハウから離はなれると、男たちの前を通り過ぎてホテルの外へと出る。

　二人がビアータを追い、三人が残った。

　ビアータはホテルの裏に回り込むと、突とつ然ぜん歩調を早めて暗がりに飛び込んだ。

「……！」

　慌あわてた尾び行こう者しやは走ってビアータに追いつこうとする。

　だが、ビアータの姿は忽こつ然ぜんと消えてしまっている。

「こっち」

　背後で声。

　振ふり返ると、そこにビアータの姿。

「ちっ！」

　尾行がばれていたことを知った男たちは今度は逃にげようとした。

　しかし一いつ瞬しゆん後、二人の男たちは足を止めた。

　いや、止めざるを得なかった。

　大だい腿たい部ぶの内側に冷たい金きん属ぞくが当てられていたのだ。

　ちょうど、太い大動脈が通っているあたり。

　深く切り裂さけば鮮せん血けつが噴ふん水すいのように迸ほとばしり、十秒もしないうちに失血死する場所だ。

「まだ生きていたければ、聞かれたことに答えるんだ」

　背後から近づいてきたのはミハウだった。

　ビアータの姿を見失った時、こっちだと二人の背中から声をかけたのはミハウの方だった。

　そして次の瞬間、闇やみに潜ひそんでいたビアータが二人に忍しのび寄り、太ももの内側にナイフを当てたのだ。

「組織の人間かい？」

　男はうなずく。

「なぜ、僕ぼくらをつけていた？」

「理由は知らん。上の命令だ」

　ナイフが布ぬの地じを裂き、冷たい刃はがわずかに皮ひ膚ふに触ふれた。

「ほ、本当だ！」

「……まあいいや」

　ミハウは続けて尋たずねる。

「全部で何人？」

「五人だ」

「ウソだね」

　刃がすっと引かれ、血が流れ始める。

「きゅ、九人だ！」

「彼の方に回ったのは四人ね」

　ビアータはうなずく。

「あなたたちを送り込んだのは誰だれだい？」

「……言えない」

「あらあら」

　ビアータのナイフが、ほとんど大動脈に触れるあたりまで食い込んだ。

「私、本気よ」

「知らないんだ！　組織の人間なら分かるだろう！　上の人間は、俺おれたち下したっ端ぱと直接連れん絡らくを取ることはしない！」

「それはそうかも」

　ミハウは同意する。

「……もう殺しましょう。これ以上、興きよう味みのある話は聞けそうにもないわ」

「いい考えだね」

「ま、待った！」

　男のひとりが慌あわてて言った。

「知ってることなら答える！」

「よせ！」

　と、もうひとり。

「冗じよう談だんじゃない！　こんなヤバい連中だとは聞いてなかった！　俺はもう付き合い切れん！」

「落ち着け！　相手は子供だ！　どうせ殺せやしない！」

「そっちは黙だまって」

　仲間を止めようとする男に向かってビアータは言うと、ナイフの刃はの角度を変えた。

　肉がえぐれ、血が噴ふきだす。

「止やめろ！　分かった、口出ししない！」

　男は蒼そう白はくになって叫さけんだ。

「まだ唄うたえる歌があるのかい？」

　と、ミハウ。

「思い出すなら、急ぐんだね。見ての通り、僕の妹は忍にん耐たい強づよい方じゃない」

「ふん」

　ビアータは鼻を鳴らしたが、両手のナイフは微び動どうだにしない。

「……さあ、話して」

「そ、組織の誰かが、狙そ撃げきシステムを日本に持ち込むように依い頼らいした」

　脂あぶら汗あせをにじませながら、男は声を絞しぼりだした。

「狙撃システム？」

　ビアータが聞き返した。

　近年複ふく雑ざつ化かした狙撃銃じゆうは、狙撃システムと呼ばれる傾けい向こうがある。

「命が惜おしくて、ガセネタをつかませようとしてるんじゃないか？」

　ミハウは肩かたをすくめてみせた。

「噓うそじゃない！　俺と相あい棒ぼうが実際に持ち込んだんだから確かだ！」

「僕らが調ちよう達たつしたものじゃないな」

　狙撃はすでに、今回の暗殺手段から除じよ外がいしてある。

「……どう思う？」

「特に関係ないんじゃない？」

「けど、組織の誰か、というのが気にかかる」

「じゃあ、あの人に報しらせましょうか？」

　ミハウは考え込み、それから頭を振ふった。

「……いや、これ以上つまらないことで悩なやますのはよそうよ。何かがあれば、僕らが解決すればいい」

「そうね」

　ビアータは二人の男を解かい放ほうする。

「これからはもう私たちを煩わずらわさないことね。次は殺すわ」

　二人はよろけながら逃にげ出した。

「さて、部屋に戻もどろう。帰ってないとアレクセイさんが心配するからね」

　ミハウは雨に濡ぬれた妹の肩かたに手を置いた。




　二人の男の死体が東とう京きよう湾わんで発見されたのは、翌朝のこと。

　外国人らしいその遺い体たいは、身元を証明するものを一いつ切さい持っていなかった。

　ただ、検けん死しを担たん当とうした大だい地ちかおる医い師しの検けん案あん書しよには、死因となった額ひたいの狙そ撃げきシステムによる銃じゆう創そうの他ほかに、大だい腿たい部ぶの浅い切り傷きずについての言げん及きゆうがあった。
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　月曜午後十時。

「ま、間に合いました～！」

　ほとんど徹てつ夜やで澤の編へん集しゆう作さ業ぎようを手伝っていた宏太が会議室に戻もどってきた。

「仕上がったのは九時四十三分ですよ、キツかったです～」

『贖しよく罪ざいのメロディ』の第四回、一いつ心しんたちがギリギリの日程で撮とり直した殺人シーンが挿そう入にゆうされた番組の放送が始まった。

　澤プロデューサーの名前で局の会議室を借りたＳ＆Ｓソーズ＆ソーサリーメンバー、それと小島梓と花はな村むら詩帆らの主要スタッフは、モニターで放送を見守る。

「今夜中に犯はん人にん、動きますかね？」

　不安そうな宏太。

「大だい丈じよう夫ぶだ。最初の事件を除けば、ヤツはその日のうちに殺害を実行している」

「あたしは携けい帯たいをかけたまま、メイク室の近くをうろついていればいいのね？」

　茜あかねが自分の役割を再確かく認にんした。

　いったん引き受けるとは言ったものの、すでに足はガタガタと震ふるえている。

「でも、オトリになる茜ちゃんが狙ねらわれるとは限らないでしょ？　例たとえば、夏紀さん以外のアイドルが狙われる可能性は？」

　と、亨とおるの腕うでを取っている詩帆が尋たずねた。

　その親しげな様子に士郎が亨の目を見るが、亨はその視し線せんに気づかない振ふりをする。

「うちの社長が各プロに連れん絡らくを入れている。そっちの方の安全も確保してあるさ。局内の女性スタッフには、澤さんが手を回したしね」

　一心は請うけ合った。

「大地くんが立てた作戦だっていうのが不安なんだけど？」

　と、茜。

「……マジで見殺しにするぞ」

「もともとアカネ先せん輩ぱいが狙われても、イッシン先輩、真しん剣けんに救たすけようとしないんじゃないかなあ？」

　宏太がもっともな意見を述べる。

「………」

「何よ、その沈ちん黙もくは！」

「死しに化げ粧しようのリハーサル、必要かもよ……」

　梓がルージュを振ふってみせた。




　モニターの中では、鷹羽飛勇悟がＴＶ局に侵しん入にゆう、アイドルを追い詰つめていた。

　アイドルを演えんじているのは、もちろん夏紀。

　飛勇悟である火ひ之の杜もり亨は、アイスピックを夏紀の首に当てている。




「……夏紀さん、これがドラマのデビュー作か」

　士郎が複雑な表情を浮うかべる。

「よりにもよって殺される役とはね。……ところで、彼女は今どこ？」

「ドラマが終わる頃ころには、ここ来ると思うけど？」

　茜は言った。

「アカネ、お前が一いつ緒しよにくるはずじゃなかったか？」

「うん。でも、歌のレッスンが長引いたから、先に行っていいって」

「それで置いてきたのかよ！」

「ま、まずかったかな？」

「ったり前だ！」

　一心は慌あわてて携けい帯たいをかけた。

「あいつを危険な目に遭あわさないために、わざわざ近くにいるようにさせたんだぞ！」

　虚むなしく繰くり返される呼び出し音。

　自分の立てた計画に対する自信が大きく揺ゆらぐのを、一心は感じた。

「……出ない。くそっ！」

「あ、あたし、探さがしてくる！」

　茜は控ひかえ室を飛び出そうとする。

「バカ！　どこにいるか分かんないのに、どうすんだよ！」

「でも、もう局に着いてるかも知れないし！」

「いいから！　勝手にうろつくな！」

　一心は茜を椅い子すに押おさえつけた。

「どうしよう、夏紀に何かあったら……あたしのせいだよ」

　茜は顔を覆おおう。

「夏紀、いつも平気な顔してるけど、本当はこのＴＶ局に来るの、恐こわいんだよ。それでも、みんなが期待するから……一いつ生しよう懸けん命めい仕事やろうとして……」

「……そうだったのか」

　一心はやっと気がついた。

　夏紀は半年前、このＴＶ局の公開番組で撃うたれ、生死の境さかいをさ迷ったのだ。

　それを忘れているはずがない。

　先週このＴＶ局に来た時、一心たちの控え室に入り浸びたって、なかなか出ようとしなかったのは、ひとりでいるのが恐いから。

　また襲おそわれるのでは、という不安のためだった。

　そんな夏紀に、一心は被ひ害がい者しや役やくを演えんじることを頼たのんだのだ。

（茜だって気がついてたってのに。ガキの頃ころからの付き合いだっていうのに。なぜ、分かってやれなかったんだ？）

「……これは俺の考えたことだ。責任はみんな俺にある、お前にじゃないって」

　一心は、茜の頭をクシャクシャにした。

「安心しろ、夏紀には指一本触ふれさせやしないから」

「……俺も探さがすぜ」

　亨が言った。

「忘れんなよ、イッシン。これは俺の事件なんだ」

「今、レッスン・スタジオに電話して、夏紀さんがいつあっちを出たか聞いた。移動時間を考えても、もうこっちに着いているはずだよ」

　携けい帯たいを切りながら、士郎が一心を振ふり返る。

「手分けすりゃ、早いよね？」

「私も」

　梓がカーディガンを羽は織おり、詩帆はうなずいた。
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　クジ引きの結果、今回はビアータが実行を担たん当とうすることになった。

　ミハウはそのフォローだ。

「ＴＶ局に潜もぐり込む手配も、国外脱だつ出しゆつの足の手配も済すませた。ミッション実行後の集結地は、最初の計画通りに遊園地の入口前。タイム・リミットは零れい時じだ」

　アレクセイと双ふた子ごは時計を合わせた。

「約やく束そくだよ、アレクセイさん」

　ミハウは再確かく認にんする。

「時間が来たら、絶対に僕らを待たないでそのまま逃にげてね」

「今回に限ってどうしたんだい？」

　アレクセイは笑え顔がおを見せた。

「……分からない」

　ミハウは頭を振った。

「心しん配ぱい性しようなのよね、ミハウは」

　ビアータは花はな束たばを手にして肩かたをすくめた。

「いつもの通り、ミッションをこなして帰るだけじゃない」

「……ああ、そうだね」

　ミハウは、昨夜の男たちが言っていた狙そ撃げきシステムのことが気にかかっていた。

　だが、アレクセイに余計な心配はさせたくない。

（僕が……二人を守ればいいだけのことだ）

　ミハウはそう決心し、準備を始めた。
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「ドレスナー理事のスケジュールも残すところ、今夜のＴＶ出しゆつ演えんだけだね」

「ああ。レイ・タツミ、あんたの言った通り、これまでは何も起こらなかった」

　ドレスナーがＴＶ局に出発する寸前に、デヴィッドは携けい帯たいで連れん絡らくしてきた。

「だから尚なお更さら、あんたの予言通りにＴＶ局でコトが起こるんじゃないかと心配だ」

「杞き憂ゆうに終わるといいが……」

　玲は時計を見た。

　午後十時半。

　この時間ならば、外出に何の問題もない。

「僕もそちらへ行こうか？」

「たぶん、必要ないだろう。でないと困る」

「そうだね」

　玲は電話を切った。

「本当にこのままだと嬉うれしいっス」

　夕方から屍し桜ざくら屋や敷しきを訪おとずれていた乾いぬいが洩もらす。

　ルージュ連続殺人の捜そう査さに追われていた乾が玲に会うのは、ＴＶ局の前で別れて以来だ。

「……そういえば」

　さっきから『贖しよく罪ざいのメロディー』を見ていたニコルが、思い出したように言った。

「ラショーモンからメールが来てたよ。この前の追加情報だって」

「チェックしよう」

　胸むな騒さわぎを感じた玲はパソコンの前に椅い子すを動かし、マウスを操作してメールを開く。

　数分後。

「……僕らは勘かん違ちがいをしていたのかも知れない」

　ラショーモンからの情報を見終わった玲は立ち上がった。

「乾さん、デヴィッドと至急会おう」

「どういうことっスか？」

　ニコルと並ならんでドラマを見ていた乾が顔を上げた。

「僕もあなたも、狙ねらわれている対たい象しようはドレスナー理事だけだと思い込んでいた。だが、警備責任者のグリースベックもヒットの対象となり得る」

「まさか？」

「ラショーモンの最新情報によると、グリースベックは帰国後すぐ、大物ユーロマフィア幹かん部ぶが関かかわった汚お職しよく事じ件けんの法ほう廷ていで証言する予定になっている」

「どういうこと？」

　ニコルが口を挟はさむ。

「詳しよう細さいは不明だが、どうやらグリースベックは組そ織しきに潜せん入にゆうして、重要な秘ひ密みつを握にぎったらしい。このタイミングで狙うなら、ドレスナーよりもグリースベックの可能性を考えるべきだった」

「そんな人物がどうして警備の責任者をやってるの？」

「国内に留とどまっているよりは安全だろうと、司法当局が判断したんだと思う」

「あと一時間もすると、ドレスナーの一行はＴＶ出演のためにＴＶ局に向かうはずっスよ。捕つかまえられるかどうか、ギリギリっスね」

　乾は腕うで時ど計けいを見た。

「では、乾さんは直接、ＴＶ局の方に。僕はホテルに行く」

　玲はコートを羽は織おった。

「ちょうどＴＶ局にはイッシンたちがいるはずだから、必要ならば彼らの手を借りて」

「ワタシは？」

　と、ニコル。

　家にいてくれ、と言いたいところだが、素す直なおに聞くはずはない。

「……乾さんと行ってくれるかい？」

　少なくとも、自分と一いつ緒しよに行動するよりは安全だろう。

　そう判断した玲は告つげた。

「……レイがそう言うなら、そうする」

　ニコルはちょっと不満顔だ。

「んじゃ、また後で。行くよ」

　乾はニコルの肩かたをポンと叩たたくと、早足で部屋を出ていった。
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　気がついた時、夏紀はメイクルームに閉じ込められていた。

　折おり畳たたみのスチールパイプ椅い子すにロープで縛しばられ、身動きができない。

　目の前には、剃刀かみそりを持った二は十た歳ち前後の青年が目を爛らん々らんと輝かがやかせて立っている。

　ミラーに映った自分の顔を見ると、すでに唇くちびるにルージュが引かれていた。

（どうしてこんなことに？）

　ＴＶ局へ来て、一心たちの待つ会議室に向かおうとしたところで、夏紀はＡＤっぽいこの青年に声をかけられた。

　通行証のようなものを首にかけていたので、夏紀は別段、警けい戒かい感かんを抱いだかなかった。

「何でしょう？」

　夏紀は青年に近寄っていった。

「ええ、ちょっと……」

　青年が目の前に来るまで、通行証の写真と本人が違ちがっていることには気がつかなかった。そして、気がついた瞬しゆん間かんには口に何かを当てられ、意識がなくなっていたのだ。

「恨うらむのなら、美しく生まれた運命を恨むんだ」

　青年は夏紀の背中に回り、剃刀を白しろい喉のどに這はわせた。

「それもドラマの台詞せりふ？」

　夏紀は気き丈じようにも尋たずねる。

「ドラマ？　僕ぼくは鷹羽飛勇悟。あの女は僕の言葉を盗ぬすんでいるんだ」

「……あの女って？」

「静かに」

　剃刀が肌はだに食い込み、一筋の血が流れた。

　それを見た青年の手が歓かん喜きに震ふるえる。

「君は……いい匂においがするね」

　剃刀を喉に当てたまま、青年は自分の顔を夏紀の髪かみに埋うめた。

「……いや」




　夏紀は悲鳴を上げそうになるのを必死で堪こらえた。

　悲鳴を上げた瞬しゆん間かん、喉を裂さかれる。

　書き直されたシーンでは、そうなっていたはずだからだ。

「じっとしているんだ」

　青年は、夏紀のブラウスのボタンを二つほど外すと、手を差し入れた。

　その猥わい雑ざつな動きに、夏紀の表情が歪ゆがむ。

「……お願い」

「僕に何を頼たのむんだい？　君の死は運命だというのに」

　青年は頸けい動どう脈みやくに当てた剃刀かみそりを、そっと引こうとした。

　その瞬しゆん間かん。

　バンッ！

　メイク室のドアが蹴け破やぶられ、一枚のピックが空気を切り裂さいて飛んだ。

「くっ！」

　ピックは青年の手首に命中し、剃刀をはね飛ばした。

　同時に、Ｓ＆Ｓ一同と茜、それに詩帆と梓がメイク室に雪崩なだれ込こんでくる。

「ドラマ通り、ここでしたね、先せん輩ぱい！」

　宏太が言った。

「その子から離はなれろよ！」

　亨がタックルし、青年とともに床ゆかに倒たおれ込む。

　さらに、その隙すきに士郎が夏紀に駆かけ寄り、ロープを解とく。

「夏紀！」

「イッシン！」

　いましめを解かれた夏紀は、親友に向かって走った。

　しかし、亨より一瞬早く起き上がった青年の手が伸のびて、夏紀の足首をつかむ。

「！」

　倒れる夏紀。

　青年はもう一方の手で剃刀を拾い上げると、大きく振ふった。

　夏紀のスカートとブラウスの背中の部分が、斜ななめに裂ける。

「いやあああっ！」

　夏紀は悲鳴を上げ、身を縮ちぢませた。

　茜も一心も、これほど怯おびえた夏紀の姿すがたを見たことがなかった。

（このままじゃ……このままじゃ夏紀、どうにかなっちゃう！）

　落ち込んでいると、いつも元気になる言葉をかけてくれた夏紀。

　一心にからかわれていると、その頭をバシッと叩たたいてたしなめる夏紀。

　クラスの中でみんなに好かれ、信しん頼らいされている頼たのもしい夏紀。

　それが今、茜の目の前で子供のように泣きじゃくっているのだ。

「下がれ。でないと、今すぐにこの白い喉のどを裂さく」

　青年は強ごう引いんに夏紀を引き起こすと、その首筋に指を這はわせた。

「てめえ！　それ以上ふざけたマネ続けると蹴けりかますぞ！」

　一心はにらんだが、動くことはできない。

「お前たちにはこの鷹羽飛勇悟を止められはしない」

　青年は扉とびらの方に後あと退ずさりながら、梓たちの方を見た。

「そうだろう？」

「……ひょっとして、知り合い？」

　宏太が梓たちの方を見る。

「今さら知らないって言えないよね」

　梓は小さく頭を振った。

「あれ、私が講師やってる美術学校の生徒、ていうか、元生徒。いつの間にか来なくなってたけどね。名前は確たしか、椎しい名な雄ゆう吾ごだったかな？」

「あの学校の連中は、誰だれも僕の才能を理解できなかった。あいつらに習うことなど、まったくなかったよ」

　雄吾は微び笑しようを浮うかべる。

「なるほど、それで『贖しよく罪ざいのメロディ』の模も倣ほう犯はんになったのか。関係がつかめたよ」

　と、士郎。

「飛勇悟と雄吾、誰にも認められない自じ称しよう天才が、華か麗れいな天才犯はん罪ざい者しやと自分を重ね合わせた訳だ」

「模倣犯？」

　雄吾は頭を振ふり、詩帆をアゴで示す。

「真ま似ねたのはその女の方だ。そいつは、この僕、鷹羽飛勇悟を観察してドラマに仕立て上げたに過ぎない。ついでに言えば、ルージュのメイクも僕から盗ぬすんだものだ」

「生徒のものなんか盗むもんですか」

　梓は憮ぶ然ぜんとした表情になる。

「……マジで鷹羽飛勇悟だって言い張ってますよ。どう思います？」

　宏太がささやく。

「現実と虚きよ構こうの区別がつかなくなってんだ。一番ヤバいタイプだぜ」

　一心は吐はき捨てた。

「何とかしてよ、大地くん！　夏紀を救たすけて！」

　茜が一心の腕うでをつかむ。

　だが、この状じよう況きようではうかつに手を出せない。

「……さて」

　雄吾は視し線せんで一心たちに退しりぞくように命じ、扉とびらまで進んだ。

「このまま僕はここを出る。追ってくれば、この女は殺す」

　夏紀を連れたまま、雄吾はメイクルームを出て、扉を閉めた。

「詩帆さん、梓さん、警察に連れん絡らくして！」

　一心は扉のノブをつかんだ。

「行っちゃ駄だ目めだよ！　追ってきたら殺すって！」

　茜が押おし止とどめる。

「かといって、逃にがしても絶対に殺されるんだ！」

「でも！」

「……いいか、アカネ」

　一心は茜の頰ほおに手を当てて視し線せんの高さを合わせた。

「約やく束そくしたろ？　夏紀は絶対に助ける」

「大地くん」

「信じろ」

「……うん」

　茜は扉を押おさえていた手を放はなした。

「信じるよ、大地くんを。でも、その代わり、あたしも連れてって！」

「アカネ……？」

「あたし、夏紀の親友だし、大地くんの付つき人びとだよ！　大切な二人が危険な目に遭あうのに、ひとりで待ってるなんて嫌いやだから！」

「……分かった」

　一心はふうと息をつく。

「ちゃんとついてこいよ、付き人」

「はい！」

　茜は大きくうなずいた。
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「乾警部補、やっぱりマズイですよ。もう先せん輩ぱいは一課の人間なんですから」

「だから、理事が危ないんだって、このタコ！」

　乾はＴＶ局の門のところで、警官に止められた。

　警備部時代の後輩の警官だが、乾を通そうとはしなかった。

「課長命令なんですよ、理事が到とう着ちやくするまでは正面玄げん関かんに誰も通すなって。裏口に回ってくださいよ」

「だったら、江南さんに早く連れん絡らくしなさいって！」

「俺、あの人苦手で……」

「射殺されたいっスか!?」

　乾はホルスターのニュー・ナンブをちらつかせた。

　いつもは拳けん銃じゆうを持ち歩かない乾だが、今日きようは上司の結ゆう城きから携けい帯たいの許可は取ってある。

「します！　連絡しますって！」

　後輩の警官は、強ごう盗とうを目の前にしたように両手を上げた。

「かなわないなあ、乾さんには」

「早く！」

　乾は急せかす。

　だが、ちょうどその時。

「あっ、あれ！」

　ニコルが乾の手を引っ張った。

　二人の目の前を、黒い車が通り過ぎていった。
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　ドレスナーの乗った防ぼう弾だん装そう甲こう車しやは、十二時五分前にＴＶ局の前に止まった。

「エナミ、到着した」

　デヴィッドは真っ先に降車すると、日本側の警けい備び陣じんとのコンタクトを取り、車両の周囲を細かくチェックした。

「……異常はない」

「了りよう解かい」

　すでに警視庁の私服警官たちは、事前の打ち合わせで決めた配置についている。

　江南警視正は現場には現われずに、警視庁の大会議室から部下に指示を出していた。

　ドレスナーの周囲を固めるのは、全員がユーロポールの警けい護ごチームだ。

「どうぞ」

　警備の最高責任者、グリースベックがドアを開け、ドレスナーを下ろす。

　サングラスと帽ぼう子しで特とく徴ちよう的な顔を隠かくしたグリースベックは、すぐさまドレスナーの左斜ななめ前に立ち、デヴィッドがその横に立つ。

　大きく車を回り込み、他の二名がドレスナー理事の後ろにつく。

　デヴィッドにとっては何度もやってきた、ボックス型のエスコート・フォーメーションである。

（レイを信じるなら、この時間のはずだ）

　デヴィッドは周囲に目を配った。

　局の正面ロビーでは報道局長をはじめ、これから出しゆつ演えんする報道番組の関係者が出で迎むかえているのがガラス越ごしに分かる。

（黄金の十秒……がスタートする）

　ドレスナーがゆっくりと歩きだした。

　と、そこに。

「ようこそ！」

　花はな束たばを持った子供が、ＴＶ局関係者の間から不意に現われた。

「どういうことだ、プランにはないぞ？」

　デヴィッドは無線を通して江南に言った。

「こちらでも把は握あくしていない。局側の趣しゆ向こうか？」

　江南の声。

　デヴィッドが見ると、報道局長たちにもこれは予想していなかったハプニングのようだ。

「……分からんが、止めるべきだろう」

　そう決断したデヴィッドは、ドレスナーと子供の間に入ろうと足を踏ふみ出す。

　だが、ドレスナーはそれを制した。

「子供だよ。大げさな真ま似ねはするな」

　ドレスナーは自ら子供の方に近づき、花束を受け取ろうとする。

「まるで天使のようじゃないか？」




「あれは、ミハウ？」

　正面玄げん関かんに停とまった車の方を見ていたニコルは、ドレスナー理事に向かう男の子の姿すがたを認めてつぶやいた。

「……違ちがう。ビアータだわ。男の子の格かつ好こうをしているけど」

「知り合いっスか？」

　と、警官と押おし問答していた乾。

「オトモダチ。でも、もう日本を離はなれたはずなのに……」

　ニコルは警官の脇わきを擦すり抜ぬけ、足あし早ばやにビアータの方に向かった。

「あっ！　ちょっと！」

「ええい！　しつこい！」

　乾は警官の鳩尾みぞおちにこぶしを打ち込んだ。

「い、乾さ～ん」

　警官は前まえ屈かがみになってへたれ込む。

「行こ、ニコちゃん！」

　乾はニコルと並ならんで走った。




　ちょうどその時、メイク室を出た椎名が夏紀を連れて正面ロビーまで下りてきた。

「何だ？」

　局の関係者や記者が集まったロビーを見て、雄吾は足を止めた。

「どうなっている？」

「何かの……イベント？」

　ドレスナーが報道番組に出るという情報は、第一制作の澤プロデューサーのところまでは下りてきていない。

　当然、一心たちも知らなかった。

「………」

　雄吾は焦あせりの見える目であたりを見み渡わたす。

　下へ手たに戻もどると、誰だれかに見み咎とがめられる危険がある。

　このまま、そ知らぬ振ふりをしてドレスナーたちの脇わきを通り過ぎ、正面玄げん関かんから出た方が安全だ。

「泣き声を上げたら喉のどを裂さく。妙みような動きはするな」

　雄吾は夏紀に言い聞かせて背中に剃刀かみそりを当て、ゆっくりと歩きだした。




「ありがとう」

　ドレスナー理事が花束に触ふれようとした、その瞬しゆん間かん。

「これは私が受け取っておく」

　警備責任者のグリースベックが、さっとドレスナーの前に出て花束を受け取った。

「不ぶ粋すいな真ま似ねを」

　ドレスナーは苦笑いを浮うかべて警備責任者の手から花束を取ろうとしたが、彼は花束を遠くに投げ捨てた。

「あの花には触さわらないで！」

　その声が聞き慣れたものではないことに気がつき、ドレスナーは当とう惑わくする。

「……どういうことだ、いったい？」

　グリースベックはドレスナーを無む視しし、子供を振ふり返ってその名を呼んだ。

「ビアータ！」

　花束を奪うばわれた男だん装そうの少女は、名前を呼ばれて立ちすくんだ。

「……君たちだったとは、さすがに予想外だった」

　手のひらに軽い痺しびれを覚おぼえながらグリースベックは日本語でつぶやき、サングラスを取った。

「あなたは！」

「……噓うそ」

　ビアータの顔に驚きよう愕がくの色が浮かぶ。

「諦あきらめるんだ。彼を殺させはしない」

　グリースベックは、少女の方に手を伸のばした。

「君たちを傷きずつけもしない。だから、おいで」

「………」

　どこか、アレクセイと似にた感じを受ける、ニコルの兄。

（この人なら、傷つけないと言えば絶対に傷つけない。私たちを捕つかまえ、狭せまい部屋に閉じ込めて言うことを聞くまで殴なぐり、売ばい春しゆん組そ織しきの人買いに売ろうとしたあのアルバニア人の男たちとは違ちがう）

　ビアータが小さくうなずき、グリースベックの方に足を踏ふみ出した時、ガラスの割れる音とともに、激はげしい銃じゆう声せいが響ひびき渡わたった。

「伏ふせろ!!」

　グリースベックがドレスナーをデヴィッドの方に突つき飛ばすのとほぼ同時に、数百発の銃じゆう弾だんの雨がＴＶ局の正面玄げん関かんに降り注そそいだ。

　デヴィッドはドレスナーをベンチの陰かげに隠かくすと、その上に覆おおい被かぶさる。

　十数発の鉛なまりの弾たまがグリースベックの頭と腹部、そして胸に命中し、その体を壁かべまで吹ふき飛ばした。

　警備チームのメンバーのうち、数人が銃弾を受けて倒たおれた。

　受け付けの女の子が悲鳴を上げ、局の関係者や記者に混じって逃にげ惑まどう。

「どういうこと？」

　自分の目の前で繰くり広げられる阿あ鼻び叫きよう喚かんの光景に呆ぼう然ぜんとなったビアータは、身をかわすことも忘れていた。

　あらゆる不測の事態をミハウと検けん討とうしたつもりのビアータだったが、自分が銃じゆう撃げきの雨にさらされる事態までは予想不可能だった。

（ここは……私たちの村？）

　轟とどろき渡わたる銃声が、フラッシュバックを引き起こす。

　まだ幼おさなかった頃ころの、悲鳴と爆ばく音おんと、血ちの臭においの記き憶おく。

　これまでの仕事では銃を使ったことはあっても、ターゲットと自分の間にはかなりの距きよ離りがあり、消音器を使っていたので、戦場を思い出すことはまったくなかった。

　だが、この現状はビアータにとっては恐きよう怖ふの記憶を引き起こすには十分なものだったのだ。

「いやああああっ！」

　ビアータは耳を塞ふさいでしゃがみ込んだ。

　そして、そのビアータにも銃弾が降り注ぐ。

「……」

　反応したのは、妹をフォローするために死角に隠れていたミハウだった。

　ミハウは素す早ばやく飛び出すと、銃弾とビアータの間に立ちふさがる。

「うっ！」

　数発の銃弾がミハウの腹ふく部ぶに命中し、少年は崩くずれ落ちた。

「ミハウ！」

　ニコルとビアータは同時に悲鳴を上げた。







　キリング・ゾーン




「ミハウ！」

　ビアータが悲鳴に近い声を上げた。

　銃じゆう撃げきが止やむと同時に、少年の膝ひざがガックリと床ゆかにつく。

「どこだ!?」

　テイルマンのハンスがドレスナーを伏ふせさせ、自分の身体からだを盾たてにする。

　その腕うでと脚あし、ケプラーで保ほ護ごされていない場所に弾だん丸がんが食い込んでいる。

「私はいい！　それよりも他ほかの人たちを！」

　床に押おさえつけられながらもドレスナーは怒ど鳴なった。

　だが、その言葉よりも早く、銃弾を浴びなかった数人のＳＰたちがベンチの陰かげに人々を誘ゆう導どうする。

　いち早く狙そ撃げき手しゆの位置を確かく認にんしたのは、ポイントマンのデヴィッドだった。

　向かいのビル。

　その二階の一室に、スコープの反射光を発見したのだ。

「エナミ！　ザ・スナイパー！」

　デヴィッドが無線に向かって怒ど鳴なる。

「マシンガン！　正面の雑ざつ居きよビルだ！」




「今だ！　全警官を狙撃ポイントに向かわせろ！」

　警視庁大会議室の江え南なみは号令をかけた。

「絶対に犯はん人にんを逃にがすな！　拳けん銃じゆうの使用を許可する！」

　ＴＶ局を遠巻きにしていた私し服ふく刑けい事じを含ふくめた五十人の警官が、一いつ斉せいに正面の雑居ビルに突とつ進しんした。




　夏なつ紀きを人ひと質じちにして正面ロビーに進んできた椎しい名な雄ゆう吾ごは、突とつ然ぜんの銃じゆう声せいとそれに続く混乱に一いつ瞬しゆんの隙すきを見せた。

　その瞬間、先回りして左右と後方の廊ろう下かからチャンスを狙ねらっていた一いつ心しんたちが、一斉に飛び出す。

　右からは一心と茜あかね。

　左からは亨とおると士し郎ろう、そして詩し帆ほ。

　真後ろは宏こう太たと梓あずさだ。

「くそっ！」

　雄吾は夏紀を、一番弱そうな宏太たちの方に突つき飛ばした。

「うわ！」

　小こ柄がらな宏太は夏紀につぶされるようにして倒たおれる。

「邪じや魔まだ！」

　雄吾は二人を飛び越こえると、階段を駆かけ上っていった。

　どうやら、局の中を走り回ってまく気らしい。

「逃がすかよ！」

「イッシン、夏紀さんを頼たのむ！」

　亨と士郎がすぐに雄吾を追う。

「分かった！」

　一心は夏紀に駆け寄り、引き起こした。

　潰つぶされていた宏太は、梓に立たせてもらう。

「無事か？」

　一心は夏紀の首の出血にハンカチを当てた。

「うん」

　夏紀は数回大きく喘あえいでからうなずく。

「イッシンが……来てくれたから」

　努力して笑え顔がおを作ってはいるが、その指は一心の腕うでに痛いほど食い込んでいる。

　身体からだの震ふるえが、その指を通して一心に伝わった。

「よしよし」

　一心は抱だき締しめて、頭を撫なでてやる。

　小学校の時には自分よりも背が高く、まるで姉のように振ふる舞まっていた夏紀。

　一心が芸能界に入ってからも、他ほかの友達のように距きよ離りを取ったり、チヤホヤしたりせず、それまで通りの態度を取ってくれた夏紀。

　今、その身体を腕に抱きながら、こんなにコイツは小さかったかな、と思う。

「も、もう！　こ、子供じゃないんだから！」

　夏紀の顔は真まっ赤かになった。

「ああ……気がついたよ」

　一心は言った。




（なんで？）

　茜は二人の間に入って行けずに、少し離はなれたところでポツンと立っていた。

（夏紀が助かって、大地くんも無事。嬉うれしいはずなのに……なんで胸が痛むんだろう？）

　自分に対する問い掛かけに、答えは返ってこない。

　答えを知ることが、茜は恐こわかった。




　一方。

「グリースベック！」

　乾が駆かけ寄って、グリースベックを引き起こした。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ」

　乾に腕を捕つかまれた男は防ぼう弾だんサングラスを外し、その顔を上げた。

「れ、玲れいくん!?」

　乾は啞あ然ぜんとなる。

　グリースベックの服を身に着け、帽ぼう子しとサングラスで顔を隠かくしていたのは玲だったのだ。

「デヴィッドに借りたケプラーの防弾コートと帽子が役に立った。やはり、予想通りのポイントで襲おそってきたね」

　問題は銃じゆう撃げきよりも……。

　玲は自分の手首を見た。

　そこに刺ささった小さな針はり。

　ビアータの花はな束たばに仕し込こまれていたものだ。

「ほ、本物のグリースベックはどこっスか!?」

「……グリースベック氏には危険を伝え、ホテルに残ってもらいました」

　玲は、針のことを乾には告つげなかった。

　逃とう亡ぼうの時間を得るため、ビアータが使ったのは遅ち効こう性せいの毒どくだと推測できるがそれ以上の特定は不可能である。

（毒の種類が分からない限り……助からないな）

　玲は考える。

（ならば、まだ動けるうちに犯はん人にんを追うべきだ。限られた時間なら、有効に使わなくてはならない）

　冷れい徹てつな計算に基づき、玲は行動を起こすことにした。

「おい、玲！　今のは何だよ！　お陰かげで殺さつ人じん犯はんに逃にげられたぞ！」

　玲の姿すがたを認めた一心は、夏紀を抱だくようにして支えながら詰きつ問もんした。

「……そうか、あの男がコピーキャット」

　玲は、夏紀たちを突つき飛ばして逃にげた男の姿すがたを視し線せんの端はしに捉とらえていた。

「どういうことになってんスか？」

　まだ状じよう況きようが把は握あくできていない乾は、玲と一心の顔を見み比くらべる。

「しっかりしてくれよ、乾さん！　今のヤロウが、連続ルージュ模も倣ほう殺さつ人じんの犯人だよ！」

「……マジっスか？」

　ルージュ殺人のことがすっかり頭から消えていた乾は驚おどろく。

「……ニコルは？」

　玲は周囲を見み渡わたした。

　ついさっきまで乾のそばにいた義妹の姿がない。

　そして、双ふた子ごの姿も消えている。

「……そういや、いないっスね？」

　当とう惑わくする乾。

「レイ！　向かいのビルは包囲した！　今から警視庁の連中が突とつ入にゆうする！」

　江南と連れん絡らくしていたデヴィッドが告つげた。

「向かいのビル？　違ちがう、あれは罠わなだ」

　玲は頭を振ふると、一心を見た。

「イッシン、ニコルを頼たのむ。あの子はたぶん、双子を追った」

「はあ？　訳分かんねえけど……」

　一心は足元に血けつ痕こんがあることに気がついた。

　真まっ赤かな血は、階段の方に続いている。

「まあいいや、分かった！　アカネ！」

「う、うん！」

　一心は夏紀を詩帆と梓に預あずけ、茜を連れて鮮せん血けつの痕あとを追って走りだそうとして、ふと振り返った。

「玲、これ持ってけ！」

　一心はピックを投げてよこした。

　玲はそれをつかむと、デヴィッド・ハモンドを見た。

「デヴィッド、向かいのビルに向かった警官隊を退たい避ひさせるんだ。乾さんはこっち」

「……君を信じよう」

　なぜ退避が必要なのか分からなかったが、デヴィッドは無線を握にぎり直す。

「分かったっス！」

　乾は玲の後に続き、正面玄げん関かんから飛び出した。

「……あの女性は？」

　身体からだを起こしたドレスナーは乾の後ろ姿を見てつぶやく。

「顔見知りで？」

　テイルマンを務めていたハンスが、腕うでの傷きずを押おさえながら尋たずねた。

「ああ」

　ドレスナーは強こわばった表情でうなずいた。

「以前、あの女性には命を救われたことがある」

「そんなことが？」

　ハンスにとっては、この傍ぼう若じやく無ぶ人じんのドレスナーが、自分の警備で負ふ傷しようした人間のことを覚えていたことが驚おどろきだった。

「まだその礼も言っていなかったというのに……またも彼女に救われたか……」

　ドレスナーは目に涙なみだを浮うかべていた。

「私はあの女性の名前さえ知らない。……なぜ、彼女や君たちはよく知りもしない人間のために命をかけられるのだ？」

「……俺おれたちはこれが仕事なんですよ」

　ハンスは銃じゆう弾だんを受けた脚あしを引きずって、ドレスナーを安全な位置まで誘ゆう導どうする。

「仕事？」

「そうとしか答えようはありませんな。……ただ、あなたの命を身体を張って守った人間がいたということを、ずっと覚おぼえていてやってください。それが俺たちの勲くん章しようです」

「分かった」

　ドレスナーはハンスの肩かたに手を置いた。

「今まで私は、警備の者に頼たよることは弱さの顕あらわれだと思っていた。だが、その考えは間ま違ちがっていたようだ。これからは君たちの言葉に耳を傾かたむけよう」

「……そうしていただけると、有あり難がたいですな」

　ハンスは出血に意識が遠くなるのを感じながら笑ってみせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……死なないで」

　ビアータは兄の肩かたを抱だきながら、ＴＶ局内の廊ろう下かを歩いていた。

　どこに向かっているのか分からない。

　頭が混乱して、何が起きたのか整理できなかった。

　暗あん殺さつという任務について、初めての経験だ。

　とにかく、この場から離はなれなくては。

　思いついたことはそれだけだった。

　ミハウの腹ふく部ぶから滴したたり落ちる血けつ痕こんが点々と続いていることに、ビアータは気づきもしなかった。

「待ってね、こんな血なんか……」

　ビアータは人気のないスタジオに入ると、無む造ぞう作さに立て掛かけてあるベニヤ板やアクリル板の陰かげにミハウを座すわらせた。

　ハンカチで銃じゆう創そうを押おさえるが、出血は止まらない。

「どうして……どうして止まらないの？」

「僕ぼくを置いて、お行き」

　ミハウは苦しい息の下でささやいた。

「……何を言っているの？」

「僕を連れて逃にげるのは不可能だ。お前ひとりで逃げるんだ」

「駄だ目めよ！」

「冷静に判断するんだ」

　ミハウは血に染そまった手でビアータの涙なみだを拭ぬぐった。

「この傷きずなら、逃とう走そうするよりここで捕つかまってすぐに病院に運ばれた方が助かる確かく率りつは高い」

「それなら私も」

「いや」

　ミハウは頭を振ふった。

「僕たちが二人とも捕とらえられたら、誰だれがアレクセイさんを守る？　お前は、あの人のそばにいてあげて」

「……！」

「さあ、行って」

「……うん」

　ビアータがしゃくり上げるのを止やめて、そう小さくうなずいた時。

「どうして、アナタたちなの？」

　少女の声がした。

「どうして!?」

「ニコル？」

　スタジオの扉とびらのところにニコルの姿を認めた時、ミハウは信じられないといった様子で頭を振った。

「アナタたちが……暗あん殺さつ者しやだったなんて」

　ニコルの頰ほおは涙で濡ぬれている。

「ミハウ、ビアータ、今まで話してくれたことはみんなウソ!?」

「……ごめんなさい、ニコル。私たち、ビアータとミハウでさえないの」

　ビアータはニコルの許ゆるしを求めるように手を延のばした。だがニコルはその手を乱らん暴ぼうに払いのける。

「偽ぎ名めい……だったの？」

「……そもそも本当の名前なんかないんだ。二人とも幼おさない頃ころ、人じん身しん売ばい買ばい組そ織しきに売られようとしていたところを、あの人に救われた商品だったから」

「商品？」

「……あの人がそんな僕らを仕し込こんでくれたんだよ。子供でも人に頼たよらずに生きていけるように」

「違ちがうわ！」

　ニコルは叫さけんだ。

「アナタたちは、利用されているのよ！」

「それでもいいわ」

　ニコルがビアータと思っていた少女が静かに言った。

「私たちは必要とされているんだもの。あなたは誰かに本当に必要とされたことがある？」

「ワタシが……誰かに？」

　ニコルは言葉につまった。

（レイにとってワタシは何？　いつも自分について回る、煩わずらわしい義理の妹？　単なる足手まとい？）

「ワタシは……」

　ニコルはビアータの視し線せんから目をそらした。

　その時。

「マジ考え込むんじゃねえよ、バァカ」

　背後に気け配はい。

「玲のアホはな、自分のせいでどこにも行けないお前を遊園地に連れてってくれって、この俺に頭下げたんだぞ!?　アイツにとって、お前はかけがえのない人間なんだよ！」

「そうそう。玲さん、ニコちゃんのこと頼りにしてるんだぞ」

　ニコルは驚おどろいて振ふり返った。

　そこにあったのはもちろん、一心と茜の姿である。

　一心は妹にうなずくと、ミハウとビアータの方を見た。

「……信じられねえよな、お前らみたいなガキが玲の相手とは」

「同感。何だか可哀かわい相そう」

　茜がうなずく。

「来ないで！」

　ビアータは衿えりに仕込んでいた小型ナイフダガーを握にぎった。

　ビュン！

　ピックが飛んで、そのダガーを弾はじき落とす。

「くっ！」

　ビアータはニコルの腕うでをつかんで捻ひねり上あげ、その首筋に別のダガーを突きつける。

「下がりなさい！　でないと、この子を殺すわ！」

「止やめとけよ」

　一心は両手を上げた。

「その小こ生なま意い気きなオモシロ小動物に何かしてみろ、ガキだろうと、マジで許さねからな」

「私たちを逃にがしてくれれば何もしないわ」

　ビアータは言った。

「俺は警察じゃないからな。捕つかまえる気はないぜ」

　一心はミハウに近づくと、その腹部の傷きずを調べた。

「……ひでえな」

「ほんと」

　茜も肩かたごしにのぞき込んでうなずく。

「早くお医者さんに見せた方がいいよ」

「触さわらないで！」

　ビアータは悲鳴に近い声を上げた。

「このまま放ほうっておく訳にはいかないだろうが」

　一心はビアータがさっき落としたダガーを拾って、ミハウの服を切り裂さく。

「止血しないと、死ぬぜ」

「……助かるの？」

　ビアータはニコルから手を離はなした。

　わずかな希望にすがるような瞳ひとみが、一心を見つめる。

「俺の母親は医者なんだよ。もっとも、今は死体専門だけどな」

　応急手当の方法なら、世界を点々としていた頃ころにかおるからイヤというほど叩たたき込まれた。

　中米を回っていた時には、目の前で母親がカッターナイフと糸と釣つり針ばり、それとテキーラで重傷のテロの被ひ害がい者しやを手術するところを見たこともある。

「どうやらお前ら、簡かん単たんに人を殺してきたみたいだけど」

　自分のハンカチは夏紀に渡わたしてしまった。

　一心は血ち塗まみれになりながら、自分の袖そでを引き千ち切ぎった。

　それを裂いて、止血帯代わりにするのを茜は手伝う。

「命ってのは、奪うばうよりも救たすける方がずっと大変なんだよ」

「命を奪うことより……救ける方が……？」

　ビアータは立ち尽つくした。

　だから人間は殺し合う。

　救けるよりも殺し合うことが簡単だから。

（じゃあ、なぜこの人は兄を救けようとしているの？）

「すぐに分かれなんて言わないけどな。……くそ、止まれってんだ！」

「意識を失う前に教えておくよ……」

　ミハウは告つげた。

「妹が刺さした人……」

「早く言えよ、こっちは忙いそがしいんだ」

「花はな束たばに仕し込こんだ針でドレスナー理事を刺す心算つもりだったけど、警備のリーダーに阻はばまれた。毒どくを仕込んだ針は、そのリーダー……ニコルのお兄にいさんに刺さった」

「……なんだって？」

　一いつ瞬しゆん、一心の手が止まる。

「噓うそよ！」

　ニコルの顔から血の気が引いた。

「使った毒はゲルセミシン。植物系の毒で、致ち死し量りようは成人でも三ミリグラム以下だよ」

「ニコル！」

　一心は怒ど鳴なった。

「誰だれでもいい！　下にいる警官に今の話を伝えて、玲を捕つかまえろ！　それからこっちにも救急車を！」

「もしも……もしもレイが死んだら、ワタシ、絶対に！」

　言葉を途と中ちゆうで吞のみ込んだニコルは唇くちびるを嚙かみ、スタジオを飛び出していく。

「……あなたは……行かないの？」

　ミハウは尋たずねた。

「なぜだ？」

「今、顔色が変わったから分かったよ。ニコルのお兄さん、あなたにとっても大切な人なんだね」

「……ああ」

「僕が憎にくいでしょう？　放ほうっておいて行けばいい」

「ふざけるな。……んなこと、アイツが絶対に許さねえよ」

　一心は止血を続ける。

「アカネ、ここを押おさえろ！」

「わ、分かった！」

　茜は言われた通りに動脈の上を押さえた。

　すぐ目の前、息がかかるくらいの距きよ離りに一心の顔。

　恥はずかしいくらいに胸がドキドキする。

（……さっき、夏紀と抱だき合うところを見たせい？　あ～、もう！　こんな時に何考えてるのよ！）

　茜は邪じや念ねんを払はらうようにブルブルと頭を振ふった。

「いいか、お前！　死んでも助かれよ！　でないと俺がぶっ殺すからな！」

　一心はミハウに向かって怒ど鳴なる。

「……私、どうすればいいの？」

　ビアータは途と方ほうに暮くれた表ひよう情じようでつぶやく。

「お前はここから消えろ。警察に捕つかまるとヤバいんだろうが」

「それで……いいのかい？」

　擦かすれる声でミハウが言った。

「お前ら、ニコルの友達なんだろ？　アイツをこれ以上悲しませるな」

「まだ……友達だと思ってくれるかな？」

　ビアータは赤く腫はれた目で一心を見る。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだろ。アイツ、性格悪くて他ほかに友達いないから」

「……大だい地ちくん、それ言い過ぎ。半分くらい当たってるけど」

　茜がたしなめる。

「お前は黙だまって言われたことだけやってろっての！」

「うう、横暴タレント～」

「うるさいぞ、アホ付つき人びと！」

　一心はゴンッと、茜の額ひたいに頭ず突つきを食らわす。

「ア、ア、ア、アホはないでしょ、アホは！」

　茜は涙なみ目だめになって抗こう議ぎした。

「補ほ習しゆうで冬休み潰つぶすような女が、アホ以外の何だってんだよ？」

「……は、反論できない」

「……ふふ。仲がいいんだね。あなたたちはニコルにとって、最高の友達だと思うな」

　二人のやりとりを見ていたミハウが、かすかに笑った。

「この人たちの言うことを聞いて……ここを出るんだ。……また、すぐに会えるから」

「……絶対だよ」

「ああ」

　ビアータは一度だけ振ふり返り、スタジオから姿すがたを消した。

「逃にげられるかなあ？」

　ちょっと心配そうにその後ろ姿を見送る茜。

「お姉さん、僕らはプロだよ」

　ミハウはウインクする。

「……だったな」

　一心はミハウの鼻をピンと指で弾はじいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「僕はこんなところでは捕つかまらない。運命はジ・エンドを告つげてはいない」

　ミュージック・サテライトのセット裏に逃げ込んだ椎名雄吾はつぶやき、額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　ＤＭＴの禁きん断だん症しよう状じようが出てきているのだ。

「鷹たか羽は飛ひ勇ゆう悟ごは天才。……愚おろか者ものどもに自由を奪うばわれはしない」

「確かに、捕まりはしないな」

「………」

　雄吾は声の方を振り向く。

　廊ろう下かから漏もれてくる光に浮うき上がる二つのシルエット。

　士郎と亨である。

「鷹羽飛勇悟は死ぬんだよ、最終回でな」

　亨は言った。

「飛勇悟は死んだ恋こい人びとの好きだった曲を口ずさみながら、自分を追っていた女刑けい事じにわざと撃うたれる。それが、贖しよく罪ざいのメロディの意味だ」

「……噓うそだ」

　雄吾はその表情に初めて動どう揺ようを見せ、後あと退ずさった。

「知らないのかよ、飛勇悟のくせに？」

　亨は距きよ離りを詰つめる。

「そんな剃刀かみそりなんぞ、恐こわくもなんともないぜ」

「俺もトオルも、前はストリートじゃ少しばかり名が通った存在だったんだ。刃は物ものを持っただけで強くなった気になる馬ば鹿かどもは、片かたっ端ぱしから潰つぶしてきた」

　壁かべに寄り掛かかっていた士郎は、足元の角材を爪つま先さきで蹴けり上げて手に握にぎると、亨に向かって放ほうり投げた。

「コピーキャットなどという蛆うじ虫むしは、俺が出るまでもない。トオルひとりで十分だな」

「最初っから、お前の力を借りる気はないぜ」

　亨は角材をつかむと、正せい眼がんに構えた。

「これでも有段者なんでね」

「舐なめるな！」

　雄吾は剃刀を顔の前に斜ななめに構えて飛びかかった。

　角材が一いつ閃せん、雄吾の足を払はらう。

「おとなしく捕つかまれ。俺がマジで怒おこる前にな」

　亨は転てん倒とうした雄吾の鼻先に角材を突つきつけた。

「嫌いやだね」

　雄吾は左手で角材の先せん端たんをつかみ、腕うでを捻ひねる。

　バキッ！

　強い力が加わった角材は、亨と雄吾の中間で真っ二つに折れた。

　雄吾は折れて尖とがった角材の先端を、亨の胸に突き立てようとする。

「てめえ、往おう生じよう際ぎわが悪すぎるぞ！」

　亨は半身になってこれをかわすと、間合いを詰つめて膝ひざを鳩尾みぞおちに打ち込む。

　だが、雄吾はまったく怯ひるまずに角材を捨て、亨の喉のど笛ぶえを狙ねらって剃刀を振ふった。

「くそっ！　こいつ、痛みを感じないのか！」

　亨はギリギリのところで剃刀を握にぎった手を角材で払はらいのけると、雄吾のアゴに蹴けりを入れてその身体からだを壁に叩たたきつけた。

「ぐっ！」

　ようやく、雄吾は崩くずれ落ちる。

「……亨、もういい。警官が来たらしい」

　近づいてくる足音を耳にして、士郎が告げた。

「これで終わりだよ、椎名雄吾。……いや、鷹羽飛勇悟と呼ぼうか？」

「……ふっ」

　フラフラと立ち上がった雄吾は、ヒップポケットからルージュを取り出した。

「まだ分からないのか？　僕は捕まらない」

　雄吾は薬指で自分の唇くちびるにルージュを引く。

「こいつ、何を？」

　啞あ然ぜんとする士郎と亨。

「この天才が……鷹羽飛勇悟が……自由の翼つばさを失うくらいなら」

　雄吾は剃刀かみそりを自分の首に当てた。

「よせ！」

　亨は止めようとしたが、一いつ瞬しゆん遅おそかった。

　剃刀は一気に頸けい動どう脈みやくを切り裂さき、血が迸ほとばしる。

「……結局、お前は飛勇悟にはなれなかったよ」

　鮮せん血けつに沈しずんだ椎名雄吾を見下ろし、亨はつぶやいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「ど、どこに行くんスか!?……ったあ！」

　ＴＶ局の裏手の角で玲が突とつ然ぜん足を止めたので、乾はその背中に追つい突とつして鼻を打ちつけた。

「……ここから動かないで」

　玲は乾に向かってささやいた。

　この先にあるのは、駐ちゆう車しや場じようだけだ。

「どうして？」

　と、前に出ようとする乾を、玲は壁かべに押おしつけた。

「僕の考えでは、すでに狙そ撃げき者しやは犯はん行こうの証しよう拠ことなるものをすべて処しよ分ぶんし、逃とう走そうできる体勢にあるはずだ。これから僕は狙撃者と話し、証言を取る。乾さんはこれで録ろく音おんして」

　玲は腕うで時ど計けい型がたの集音マイクつきテープレコーダーを渡わたす。

「日時を記録するの、忘れないように」

「こういうことは自分の仕事じゃないっス！」

「僕は拳けん銃じゆうを持っていない。乾さんが前に出ても、僕に援えん護ごはできない」

「でも！」

「援護、期待してますよ」

　玲は角を回って駐車場に出ると、広こう域いき受信機を取り出した。

「ここで役に立つとはね」

　さっきの銃じゆう撃げきが自分の推理通りだとすると、このあたりに必ずいるはずだ。

　玲は場所を変えて数回、受信機を操作した。

　すると、受信機が指し示した方向には小型車があった。

　玲は小型車の運転席の死角から、すばやくドアの脇わきに回る。

「出るんだ」

　玲は中の人物に命じた。

「……グリースベックは替かえ玉か。やられたよ」

　小型車の中から、窮きゆう屈くつそうに男が出てくる。

「あなただったのか？」

　玲の前に立った男は、シェイマス・ラフトリーと名乗った記者だった。

「誰だれかと思えば、この前の少年じゃないか。能のう無なしの警官とボディガードどもは、みんな正面のビルに駆かけ込んだと思ったんだけどなあ？」

　ラフトリーはにこやかに言った。

「さっきの銃撃は遠えん隔かく操そう作さだろう？」

　と、玲。

　視し界かいがかすみつつある。

　毒どくが全身に回りつつあるのだ。

「……ほほう？」

　ラフトリーは片かた眉まゆを上げ、先を促うながした。

「正面のビルなんて、プロの選ぶ場所じゃない。おそらく、あなたはＴＶ局の警けい備びカメラからの映像を傍ぼう受じゆし、前もって設置していたマシンガンを遠隔操作して僕が変へん装そうしたグリースベックに照準を合わせた。ボタンひとつで狙そ撃げきを終えたあなたは、正面ビルに警官を引きつけている間に、ゆうゆう逃とう走そうできる訳だ」

　映像の傍受はそう遠くから出来るものではない。

　狙撃地点からなるべく離はなれた場所だと考えると、必然的にこの駐ちゆう車しや場じようということになる。

「当たり。怪あやしまれないように一か月も前からあの部屋を借りて、実際に通つう販はん会社の営業までして準備してたんだ。それを台無しにするなんて、君もひどいな」

　ラフトリーは自分の額ひたいをパチッと叩たたく。

「グリースベックを狙ねらったのは、証言させたくないからだな？」

　乾が録音していることを期待して、玲は尋たずねる。

「……グリースベックはうちの組織について知り過ぎたんだなあ。証言をされると、政府高官をはじめとして、多くの人間が迷めい惑わくする」

「なぜ子供まで撃うった？」

「それは上からの命令。兵隊は戦う理由を尋ねちゃいけない、だろ？」

　ラフトリーは時間を確かく認にんすると肩かたをすくめた。

（あと五分）

　温おん厚こうそうな顔に、自然と笑えみが浮うかぶ。

　さっき向かいのビルに向かった警察が、ここまで捜そう査さの手を伸のばすのにかかる時間はそのくらいのはず。

（その五分以内に駐車場を徒歩で出て、地下鉄に乗り込む。それからターミナル駅で下り、あらかじめ準備しておいたコインロッカーから新しい服と身分証明書を手に入れて別人になる。完かん璧ぺきだね）

　ラフトリーという人間の足そく跡せきは、これで完全に消えることになる。

「まあ、想像はつくよ。組織の内部にもいろいろと軋あつ轢れきがあってね。誰かが誰かにヘマをさせたがったんじゃないか。……こちらからもひとつ聞くが、どうして自みずからグリースベックに入れ替かわった？　防ぼう弾だんコートで身を固めても、死ぬ可能性はあっただろ？」

「グリースベックに代われる人間は、僕しかいなかった。暗あん殺さつ者しやがこちらの警備のことを知り尽つくしている場合を想定したんだ。不自然に人員の配置を変えれば、当然そちらは替え玉の可能性に気がつくだろう」

「お見事、冴さえてるねえ。だが、一面においては君は馬ば鹿かだ。殺しが専門の人間の前に、身を護まもる武器さえ持たずに出てくるんだからね」

「あなたも僕を撃うつ銃じゆうは持っていないはずだ。非常線に引っ掛かかった時に、武器を携けい帯たいしていると拙まずいからね」

「人ひとりを消すのに、そんな大おお袈げ裟さなものは要いらないよ。正直、素す手でで君を殺すに数秒というところかな？……いや」

　ラフトリーは笑い、頭を振ふった。

「わざわざ私が手を下すまでもないか。君は子供たちの毒を受けている」




「！」

　二人の会話を角の向こうで聞いていた乾は、身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「毒って、どういうこと!?」




「……分かっていたのか？」

　玲は針はりの傷きず跡あとに指を這はわせた。

「まあ、自分たちが逃にげる必要があるから、毒は速そつ効こう性せいではないだろうね。それでも、あと少しで意識はなくなり、やがては死ぬ」

　ラフトリーはもう一度時計を見る。

（あと三分。余よ裕ゆうだ）

「やれやれ、こんなセキュリティーの緩ゆるい国で、二度も同じミッションを失敗しくじるとはね。プロとしての自信を失うよ」

「二度？」

　玲は次し第だいに立っていることが辛つらくなってきた。

「そうか……以前、乾さんたちを撃ったのは……あなたか……？」

「私があの夜なぜ、ミス・イヌイと接せつ触しよくしたと思う？　他た人にんを守ってすべてを失った、愚おろかな女の顔を見たくなったからだよ」

　ラフトリーはニヤリとする。

「教えて上げよう。あの女は、僕の放はなった銃じゆう弾だんで子宮にかなりの損そん傷しようを受けた。命を救うために、子宮を摘てき出しゆつしなければならなかったんだ。婚こん約やく者しやを失った上にそんな身体になった女の惨みじめな姿すがた、見ていてあれほど楽しいものはなかったねえ。記者の振ふりをして近づいた時、笑いを堪こらえるのに必死だったよ」

「お前は最低だ。……人間としても、プロとしても」

　玲は生まれて初めて、その冷静な瞳ひとみに怒いかりの炎ほのおを宿やどした。

「……その失礼な発言には目をつむろう」

　ラフトリーは軽く玲を押おした。

　玲は倒たおれて、起き上がることができない。

「意識が途と切ぎれるまであと数分。命の残り火も、あと一時間というところかな？……そうそう」

　ラフトリーは携けい帯たいを取り出した。

「最低ついでにもうひとつ。さて、ご来場の皆みなさん、ここに取り出いだしましたる携帯電話、ある番号を登録してあります。今、この私めがその番号を押しますと……ほら！」

　ごく近くで大きな爆ばく音おんがした。

「ラフトリー、何をした？」

　玲はヒットマンのぼやけるシルエットを見上げる。

「そろそろ、あの部屋に間ま抜ぬけな日本の警官どもが飛び込んでる頃ころだと思ってね、証しよう拠こと一いつ緒しよにドカーン！」

　ラフトリーは心底楽しそうに笑った。

　その時。

「残念ね！」

　拳けん銃じゆうを構えた乾が飛び出してきた。

「玲くんの機き転てんで、あのビルには誰も踏ふみ込んでない。全員が退たい避ひしたわ」

「何だと？」

　ラフトリーは顔をしかめる。

「……興きよう醒ざめなことをしてくれるねえ、君も」

　革かわ靴ぐつの爪つま先さきが玲の胸を蹴けった。

「玲くんから離はなれなさい！」

　乾は銃の照準をピタリとラフトリーにつける。

「おいおい、撃うつのかい？　新聞に叩たたかれるよ」

　ラフトリーはからかう。
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「この国のマスコミは一いつ般ぱん市し民みんの安全や警官の命より、凶きよう悪あく犯はんの人じん権けんとやらを重んじる。オマワリさんはね、たとえ殺されても、撃っちゃいけないんだよ」

　次の瞬しゆん間かん、殺しのプロは一気に間合いを詰つめ、乾の首をへし折ろうと手を伸のばした。

　パーン！

　一発の銃声。

　乾の放はなった弾だん丸がんは、ラフトリーの右手の甲こうを射い抜ぬいた。

　続けて三発。

　銃弾はラフトリーの左手、そして左右の太ももに命中する。

「……ひどいな」

　ラフトリーは辛かろうじて立ったまま、信じられないといった目を向けた。

「この手じゃ、しばらく仕事を休まないといけないじゃないか？」

「弾たまはまだ……残ってるわ」

　ニュー・ナンブの銃口が、ラフトリーのこめかみに当てられた。

「乾さん！　いけない！」

　玲は起き上がって止めようとするが、身体からだが動かない。

「殺すのかい？」

　ラフトリーは薄うす笑わらいを浮うかべる。

「それもいい。さあ、撃てよ。お前からすべての幸せを奪うばった人間を！」

「あんたなんか……殺す価値もない！」

「ぐっ！」

　ニュー・ナンブのグリップがラフトリーの頰ほおにめり込んだ。

　ラフトリーは意識を失い、そのまま仰あお向むけに倒たおれた。

「玲くん！」

　乾はラフトリーに手て錠じようをかけると、玲のところに駆かけ戻もどった。

「玲くん、どうすればいいの？」

　乾は玲の頭を起こし、膝ひざに乗せる。

「毒どくの種類が分からないことには……残念だけど」

　玲は微笑ほほえむ。

「僕のミスだ。不用意な行動だった」

「玲くんのせいじゃない！　私が、私が巻き込んだから！」

「違ちがう。すべては僕が決断し、僕の意志でやったことだ。真ま木き昭あき人ひと巡じゆん査さ部長があなたを守ろうとした時のように」

「！」

「あなたは……もっと自分を大切にすべきだ。真木さんが命を懸かけて守った、かけがえのない人なんだから」

「バカッ！　自分のこと棚たなに上げて、そんなこと言わないで！　死にそうなのは玲くんの方なのよ！」

「そう言えば、そうだね」

「……もうすぐそばで誰かに死なれるのは嫌いやなんだから」

　乾は口くち唇びるを嚙かみながら玲の上腕部を縛しばる。

「こんなところで死んだら、僕はニコルに殺されるよ、乾さん」

　玲は静かに瞳ひとみを閉じる。

「生意気言って……」

　乾は玲の頭を抱だき締しめた。

　救急車を手配したニコルがデヴィッドたちとともに駐ちゆう車しや場じように駆かけ込んできたのは、それから数分後のことだった。







　ド・ヴィジェニャ




　午後四時。

　花はな村むら詩し帆ほは、局の会議室のひとつに通され、澤さわプロデューサーを待っていた。

　次のクールのドラマの件。

　澤からのメールにはそうあった。

　自分の力が認められたのだ。

　殺人シーンの差し替かえがあったあの回も『贖しよく罪ざいのメロディ』の視し聴ちよう率りつは落ちず、三十パーセントを維い持じしていた。

　詩帆は現在、もっとも注目されるシナリオライターのひとりとして、業ぎよう界かい雑ざつ誌しに取り上げられ、他た局きよくの制作部からも声のかかる存在となったのだ。

　次の作品として、ラブストーリーの構想が詩帆の胸にはあった。

　しかし、別にそれにこだわるつもりはない。

　澤がこういう作品にしたいと言えば、それに沿って極ごく上じようのストーリーを練り上げる自信はあるのだ。

「……勝ったわ」

　鏡をエルメスのケリーバッグから取り出し、手て櫛ぐしで髪かみを直しながら詩帆はつぶやいた。

「私は勝ったのよ」

「……どうかな？」

　声がした。

　はっとして振ふり返る詩帆。

「火ひ之の杜もりくん？」

　開いた扉とびらに寄り掛かかるようにして、火之杜亨とおるは立っていた。

「すまない。俺おれが澤さんにあんたを呼び出してもらった。企き画かくの話は噓うそだ」

　窓から差し込む夕ゆう陽ひが亨の顔を赤く染そめている。

「何な故ぜ……そんなことを？」

　詩帆は落ち着いて尋たずねた。

「あんたと話し合わなきゃいけないからさ」

　亨は詩帆の背中に回った。

「あれだけの死人を出した責任が、誰だれにあるのかってことを」

「犯人は……椎しい名な雄ゆう吾ごは死んだわ」

「おかしいと思ったのは……」

　亨は詩帆の肩かたに手を置く。

「一連の被ひ害がい者しやの死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくを聞いた時だった」

「どういうことかしら？」

　詩帆は椅い子すから腰こしを上げた。

　亨の唇くちびるにほとんど触ふれそうな位置に詩帆の瞳ひとみがくる。

　亨はかすかな香こう水すいの匂においに気がついた。

　以前はつけていなかったものだ。

「短すぎるんだよ、『贖罪のメロディ』の放送から被害者が殺されるまでの時間が。最初の被害者はともかく、二人目からはドラマの放送があったその夜のうちに殺されている。被害者に狙ねらいをつけて拉ら致ちし、殺害するまで長くても二時間だぜ？　中には、どう考えても放送前に誘ゆう拐かいされたんじゃなきゃ、計算の合わない被害者もいる」

「前の予告編を見て、被害者の目星をつけていたとしたら？　そう考えれば、椎名雄吾には六日間の余よ裕ゆうがあるわ」

　詩帆の手が亨の腰こしに触ふれる。

「それも考えた。けど、第三回の予告の時には被害者を推定できるようなカットは一いつ切さい入ってなかったんだ。編へん成せいの要よう請せいもあって、ソフト路ろ線せんの予告編を澤さんが直じき々じきに編集したんだよ」

「………」

「それにあの日、夏なつ紀きが狙ねらわれることを推測できたのは、俺おれたちと数名のスタッフだけだ。そして、その数名の中にあんたも入っている」

「私は関係ないわ。誰だれか他ほかのスタッフよ。……例たとえば、梓あずささんとか？」

　詩帆は亨の背に手を回し、頭を彼の肩に預あずけた。

「そうでしょう？」

「……イッシン」

　亨はそっと詩帆の手をどけると、外で待っていた一いつ心しんを呼んだ。

「ああ」

　一心は数すう冊さつのシナリオを抱かかえて部屋に入ってきた。

「邪じや魔まするよ、詩帆さん」

　一心はシナリオをテーブルの上に広げた。

「実はあんたが書き直した殺人のシーン、そのあとでまた俺とシローが書き直したんだ。撮とり直しに参加したスタッフの全員にはそれぞれ、違ちがった凶きよう器きを使ったシナリオが渡わたされてる。編集も俺たちがやったし、放送したバージョンと同じシナリオを持ってるヤツはひとりもいないんだ」

「……例えば」

　亨は一冊のシナリオを手に取った。

「これはチーフ演えん出しゆつの加か藤とうさんに渡った本だけど、飛ひ勇ゆう悟ごが被ひ害がい者しやに突つきつけた凶きよう器きはサバイバルナイフになっている」

「撮さつ影えいスタッフ全員、改変されているシーンの撮影の時には席を外してもらい、Ｓ＆Ｓソーズ＆ソーサリーだけで撮とった。だから、誰も自分の持っているシナリオに出てくる凶器が放送したバージョンと違うことは知らないんだよ」

　一心が補ほ足そくする。

「ちなみに、放ほう送そう版ばんでは凶器はアイスピックだった」

「あんたのシナリオ、見せてもらえるか、詩帆さん？」

　亨が詩帆のバッグに手を伸のばした。

「……私の書いたシナリオなのに」

　詩帆は亨の手を押おさえ、頭を振ふった。

「放送時の変へん更こうが意図的なものだとは気がつかなかったわ。演出の都合だと思っていた」

「あんたが、椎名雄吾に脚きやく本ほんを渡していたんだな」

「……ええ」

　一心に尋たずねられてうなずいた詩帆は、窓まど際ぎわに行って窓を開いた。

「椎名くんは二年前に、私が家庭教師をしていた子なの。付き合ってたこともあったかな？　あの子、浪ろう人にんしてからドラッグに溺おぼれて現実と想像の区別がつかなくなっていたのよ」

　詩帆はシナリオをバッグから取り出して、一枚一枚細かく破いて窓の外に投げ捨てる。

　シナリオは、雪のように舞まって落ちてゆく。

「最初の殺人は、直接あんたとは関係がない、そうだろ？」

　と、一心。

「ええ。モデルを頼たのんだ女の子と揉もめて、殺してしまったって……。あの子から相談を受けた私は、その第一話の通りに死体を始末するように教えて、第二話の脚本を渡わたしたわ。そして、こう吹ふき込んだの。あなたは椎名雄吾じゃない、鷹たか羽は飛勇悟なんだって」

「どうしてそんなことを!?」

　亨はこぶしで壁かべを叩たたいた。

「……視し聴ちよう率りつよ」

　詩帆は振り返り、挑いどむような視し線せんで亨を見上げた。

　また一枚。誌帆の夢ゆめが闇やみに溶とけてゆく。

「私、どうしても視聴率が欲ほしかった。あなたや澤さんと同じように、私もこの『贖しよく罪ざいのメロディ』にかけていたのよ」

「だからって」

　一心は頭を振る。

「実際、視聴率は上がったでしょう？　話題になったもの、あの『贖罪のメロディ』の名前を知らない人はいないくらいに」

　詩帆は笑った。シナリオの最後の一ページが、ひとひらの雪となって消えてゆく。

「予想通りに椎名くんは動いてくれたわ。自分が飛勇悟だと信じて」

「……もういい」

　亨は詩帆に顔を寄せ、その目を見た。

「気がついてたんだ。あんたの瞳ひとみが、前ほど澄すんじゃいなかったことに」

「警けい視し」

　一心は、部屋の外に待たせておいた結ゆう城き警視を呼んだ。

「花村詩帆だね。殺さつ人じん容よう疑ぎで逮たい捕ほ状じようが出ている」

　数人の刑けい事じとともに入ってきた結城警視は、詩帆の前に立つと逮捕状を見せる。

「四時二十五分です」

　所しよ轄かつの刑事が時間を取った。

「二月五日午後四時二十五分。あなたを逮捕します」

　結城は告つげる。

　連れ出される詩帆はほんの一いつ瞬しゆん、亨を振ふり返ると寂さびしげな笑え顔がおを見せた。

「さよなら……本当に好きだったわ」




「これで……『贖罪のメロディ』、放送打ち切りは決定だな。澤さん悲しむだろうけど」

　会議室から刑事たちと詩帆が消えると、亨は机に腰こし掛かけた。

「ああ。けど、それで潰つぶれる人じゃない。きっと、またチャンスをつかむさ」

　一心は窓についた水すい滴てきを拭ふいて外を見る。

「ドラマの演出だと、ここで雪でも降るところかな？」

「東京じゃ無理だろ」

　ちょうどその時、空がパッと明るく輝かがやいた。

　何かの番組の撮さつ影えいだろう。

　局の前で花火が上がり、白い光の粒つぶがまるで雪のように空から落ちてくる。

「……雪、降ったじゃん」

　つぶやく亨。

「ああ」

　一心は窓から身を乗り出し、手を差し出してみる。




　たとえ　手のひらに降る雪が

　いつか　はかなく消えるとしても

　たとえ　輝く君の笑顔が

　一いつ瞬しゆんの　幻まぼろしだとしても




　どこからか、自分たちの曲が流れてくる。

　二人はしばらく黙だまってそのまま花火の雪を見つめていた。




「……にしても」

　しばらくして、一心はニヤリとして振ふり返った。

「お前、ほんと女運ないよな？」

「なんだよ、それ？」

「前にもあったよな、惚ほれた女が犯はん罪ざい者しやだったってこと？」

「バカ、ありゃあ……」

　亨は言葉につまる。

「お前、女はゲームの中だけにしておいた方が良さそうじゃん」

「マジ殺す！」

　亨は一心にヘッドロックをかけた。

「イッシン！　お前だってまわりの女、アカネとかニコルとか、ロクなのいね～だろ！」

「あ～っ！　貴様っ、言ってはならんことを！」

　一心はトオルの頰ほっぺたを引っ張る。

　と、そこに……。

「なあ、夏紀さんたちと一いつ緒しよに、遅おくればせながら新年会をやらないかって話が……何やってんの？」

　士し郎ろうと宏こう太た、それに茜あかねが会議室に入ってきた。

「だ、大だい地ちくんとトオルさんって……そういう関係だったの？」

　見ようによっては、抱だき合っているようにも見える一心たち。

　その様子に、茜は顔を強こわばらせる。

「ゆ、許せない！　付つき人びととして、絶対に許せないんだからーっ！」

「ば、ば、ば、バカ言うなーっ！」

　二人は声を揃そろえた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　玲れいは事件の四日後に、警察病院を退たい院いんしていた。

　屍し桜ざくら屋や敷しきにいて、身体からだを休めていた方が気が楽だというのだ。

　連日、玲を見ようと病室に集まる若い看かん護ご婦ふたちや、ついでに寄ったような顔をしながら毎日見み舞まいにくる乾いぬい七なな瀬せにヤキモキしていたニコルも、この決定には大賛成だった。

「……ええ、それじゃ」

　ベッドから身を起こして電話をかけていた玲が、受話器を置いた。

「誰から？」

　ティー・セットの載のったトレーを寝しん室しつに運んできたニコルは尋たずねた。

「デヴィッド・ハモンドだよ。ドレスナー理事とグリースベック部長は、無事に帰き途とに就ついたそうだ。来週早々にも、グリースベック部長は証言台に立つらしい」

「ドイツ政府とユーロポールから感謝状を送って欲ほしいくらいだわ」

　ニコルは口を尖とがらせる。

「……それで、ミハウはどうなるの？」

　ミハウは今、玲が入院していたのと同じ警察病院にいる。

　一心の応急処置が良かったのか、退院まで三週間ほどだということだ。

「その件けんについては江え南なみ警けい視し正せいと乾さんが動いてくれたよ。幸い、彼は僕ぼく以外には誰も傷きずつけていない。退院後は自由の身だよ」

「でも、レイに毒どくを……」

「毒？　何の話だい？　乾さんもデヴィッドもみんな、そんなことは聞いたこともないって言っているよ」

　玲はウインクする。

「大好きよ！」

　ニコルは玲に抱だきついた。

「……病院に、ミハウをお見舞いに行ってもいい？」

「もちろん。友達なんだろう？」

　玲は妹の頭を優やさしく撫なでた。




　だが、翌日。

　ミハウは病院から忽こつ然ぜんと姿すがたを消していた。

　乾たちは手を尽つくしたが、その姿が再び見つかることはなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　二月を迎むかえた古都パリ。

　早朝のヴァンセンヌの森は白い雪のヴェールをまとい、気き難むずかしい老人から無む垢くな貴き婦ふ人じんへとその姿を変えていた。

「僕を嵌はめましたね」

　ベンチでヤノシュを待っていたアレクセイは、新聞のクロスワードパズルの空くう欄らんを埋うめながら言った。

　Ｂ、Ｅ、Ｔ、Ｒ、Ａ、Ｙ、Ａ、Ｌ。

　縦の二十二番は『裏切り』

　Ｔが横の十六番の頭の文字だ。

「最初から」

　ヤノシュはアレクセイの隣となりに座すわると、ハバナ産の葉巻に火を着ける。

「私の任務はグリースベックの口を塞ふさぐことだった。そのためには手段を選ばない」

　紫し煙えんをアレクセイの顔に吹ふきかけたヤノシュは肩かたをすくめ、座すわったままコートの内側から手を抜ぬいた。

「もともと、ドレスナーを狙ねらう計画はなかったと？」

　アレクセイは少し考え、横の五番に『真相』と書き込んだ。

　Ｔ、Ｒ、Ｕ、Ｔ、Ｈ。

　Ｈが縦の八番の最後の文字ということになる。

「最優先事じ項こうではなかったということだ。この私が重要な仕事をセルビアの神しん学がく生せい上がりに任すと思うかね？」

　ヤノシュは心外そうに片かた眉まゆを上げてみせた。

「なるほど」

　今度は簡かん単たんだ。

　アレクセイは『怒いかり』と空欄を埋める。

　Ｗ、Ｒ、Ａ、Ｔ、Ｈ。

　最後に残った横の九番は、Ｒで始まる単語だ。

「君やその部下など、組織にとっては消しよう耗もう品ひんに過ぎないのだよ」

　ヤノシュの手には、消音器つきのワルサーＰＰＫが握にぎられていた。

「長い付き合いだったのに、こんな別れ方になって残念だ」

「とてもその顔つきは、残念そうには見えないけれどね」

「失敬、どうしても喜びが隠かくし切れんようだ。……月つき並なみだが、言い残すことは？」

「あなたには感謝しているよ。僕ぼくにとって、本当に大切でかけがえのないものは何かということを教えてくれたからね」

　アレクセイは最後の空欄に『報復』と書き込んだ。

　Ｒ、Ｅ、Ｖ、Ｅ、Ｎ、Ｇ、Ｅ、だ。

「では、ド・ヴィジェニャ、アレクセイ」

　ヤノシュはアレクセイの故こ郷きようの言葉で別れを告つげた。

「……死ぬのはアレクセイさんじゃないわ」

　トリガーに掛かけられた指が凍こおりついた。

「！」

　いつの間にか、ベンチの後ろに少女が立っていた。

　その指が愛あい撫ぶするように、やさしくヤノシュの首筋に触ふれる。

「顔を合わせるのは初めてだったかしら？　ドラゴ・ミ・イェ」

「……お嬢じようさん、あなたが彼の道具かね？」

　一いつ瞬しゆん、動どう揺ようしたヤノシュだったが、すぐに落ち着きを取り戻もどしてＰＰＫの銃じゆう口こうを下げた。

「僕はこの子たちを道具と思ったことはない」

　アレクセイは頭を振ふる。

「だが事実、君は道具として使っている、組織の中で名を上げるためにな」

　ヤノシュは、皮肉げな笑えみを口元に浮うかべ、帽ぼう子しを取った。

「もう茶番は終わりにしよう」

　四、五秒ほどの間。

「………」

　ヤノシュは背筋が寒くなるのを感じながら周囲を見み渡わたした。

　だが、何も起こらない。

「僕を狙ねらっていたはずの部下が動かないのかな？」

　アレクセイは解とき終わったパズルのページを上にして、ベンチに新聞と鉛えん筆ぴつを置いた。

「おそらく、帽子を脱ぬいだのを合あい図ずに、僕は蜂はちの巣すになるはずだったんだろう？」

「まさか？」

　と、ヤノシュが表情を強こわばらせたその時。

「……処しよ理りしたよ。今度は二十人。配置も完かん璧ぺきだったけど、みんな腕うでは二流だね」

　木こ陰かげからひょこりと少年が顔を出した。

「ちょうどいいリハビリだったよ。……完全に勘かんが戻もどるまでには、まだしばらくかかりそうだけど」

　そう言いながら、少年は利きき手の指を動かす。

　まだ顔色は蒼あおいが、身体からだの切れは次し第だいに戻ってきているようだ。

「馬ば鹿かな、狙そ撃げき手しゆまで用意したというのに」

「森の東のビルの屋上にいた人のこと？　最初に片付けたけど？」

「……ここから千メートルも離はなれているんだぞ」

　ヤノシュは唸うなった。

「スナイパー・ライフルの有効射程範はん囲い内ないの狙撃可能地点は、前もって全部調べておいたからね。後はひとりずつ潰つぶしていくだけだったよ」

　少年は肩かたをすくめる。

「……やれやれ」

　ヤノシュは大きなため息をつき、ＰＰＫを捨てた。

「私も焼きが回ったか」

「ド・ヴィジェニャ、ヤノシュ」

　少女の右手の指輪が、ヤノシュの喉のど笛ぶえをかすめた。

「！」

　一いつ瞬しゆんの痛み。

　ヤノシュは首を押おさえ、そのままゆっくりと崩くずれ落ちる。

「速そつ効こう性せいよ。感謝しなさい」

「……私を殺して……組織が黙だまっていると思わないことだな」

　ヤノシュは呻うめきながら、ポケットから煙草たばことライターを取り出そうとした。

　だが、すでに目が霞かすみ、自分の手の輪りん郭かくさえもハッキリとは見えない。

「つけてくれるか？」

　ヤノシュの最後の頼たのみに、アレクセイは煙草を取り、火を着けてヤノシュの唇くちびるの間に挟はさむ。

「……ふう」

　ヤノシュは肺の奥おくまで最後の紫し煙えんを吸すい込んだ。

「煙草は健康に悪いな」

「ああ。禁煙した方がいい」

　アレクセイは立ち上がった。

　この先、組織には追われることになるのは確実だ。

　だが幸いなことに、少年と少女のことは知られていない。

　この二人に、幸せな普ふ通つうの里さと親おやを捜さがしてやれるだけの時間はあるだろう。

　青年の両りよう脇わきに、双ふた子ごが寄り添そうように立った。

「兄を傷きずつけた報むくいよ」

　少女は、指輪に仕込まれた小さな刃やいばをパチリと折り畳たたむ。

「先に地じ獄ごくで待っていてくれ」

　アレクセイは双子の肩かたに手を置くと、動かなくなったヤノシュを見下ろしてつぶやいた。

　ヤノシュの呼こ吸きゆうは、完全に停止していた。

「……？」

　かすかな電子音が聞こえた。

　ヤノシュの胸ポケットからだ。

　アレクセイは、ヤノシュのコートのポケットから携けい帯たいを取り出し、耳に当てる。

「アレクセイくんだね？」

　男の声。

　違ちがう。

　レギナではない。

「誰だれだ？」

「そうだな、イワンとでもしておこうか」

　携帯の声は言った。

「これから君は、私の指示で動いてもらうことになる」

「……ヤノシュを殺した僕をまだ使う気なのか？」

　意外な申し出だ。

「欠けつ員いんが出れば、それを補おぎなうことに女王レギナは何の躊躇ためらいもない。君は今や、組織の幹かん部ぶだよ」

「好こう奇き心しんから尋たずねるが」

　アレクセイは言った。

「あなたとレギナまでの間に、あと何人幹部がいる？」

「それを知りたければ」

　イワンは面おも白しろがっているようだった。

「この組織の中で伸のし上がっていくことだよ。取り敢あえず、おめでとうと言わせてくれ給たまえ、幹部アレクセイ。次の任務まではまだ間がある。ゆっくり休んでくれ」

　携帯は切られた。

「伸し上がる、か……」

　アレクセイは灰はい色いろの空を見上げる。

「その心算つもりだとも。かならず、レギナのところまでたどり着いてやる」

　双子は、これからもずっと一いつ緒しよだと誓ちかうように青年の手をそっと握にぎった。

　いつの間にか、白い綿わた雪ゆきが降り始めていた。







　あとがき




　半年ほど前の、ある日の打ち合せ……





担当Ｈ　「ところで、今度ドラゴンマガジンに載のせる短たん編ぺんの内容どうしましょう？」

南房　　「………」←（うわの空で、この後どこに遊びに行こうか考えている）

担当Ｈ　「夏の号ですからね～、思いっきり真夏って感じでいきたいんですが……」

南房　　「………」←（遊びに行きたいなあ、考えるの面めん倒どうだなあ、と思っている）

担当Ｈ　「太陽バンザイってノリでひとつ～」

南房　　「………」←（何で自分がＴＯＴＯを買い忘れた時に限かぎって、ヴェルディが勝つんだ～、なんて考えている）

担当Ｈ　「……南なん房ぼうさん、ひょっとして、夏は嫌きらいですか？」

南房　　「……あっ」←（今、外を短いスカートの可愛かわいい女の子が通った）

担当Ｈ　「あの～」

南房　　「……水着」←（女の子が去っていって、ようやく意い識しきが打ち合わせの方に戻もどった）

担当Ｈ　「えっ？」

南房　　「設せつ定ていが夏なら、Ｓ＆Ｓの水着シーン入れられますね」

担当Ｈ　「えっ？」

南房　　「……水着」←（締しめ切きりも近いし、これで行けないかなあ。な～んて、甘あまく考えていたりする）

担当Ｈ　「是ぜ非ひ、それで行きましょう！」←（目の輝かがやきが変わった）

南房　　「……じゃあ、そ～ゆ～ことで」←（やった～、と思いつつ、ホントに押し切れたんで驚いてたりもする）

担当Ｈ　「それからですね、次の『ハード・デイズ・ナイツ』の長編ですけど、企画書の方は……？」

南房　　「………」←（出てくる寸すん前ぜん、十分弱で打った曖あい昧まいかつ適てき当とうな企画書をさっと出す。こういう風に体てい裁さいを繕つくろうのは、小学校の頃からうまい）

担当Ｈ　「おお！」←（締切が守られたので、素す直なおに感動してる。……ように見えるだけかも知れない）

南房　　「………」←（よかった～、これで二週間はな～んもせんで遊べるぞ、とか思ってる）






……こうして南房は、だんだん怠なまけ者になってゆくのであった。




　と、いうワケで。

　読者のみなさまの強い後あと押おしのおかげで、『ハード・デイズ・ナイツ』も第二シリーズに突とつ入にゆうしました。

　今回からはインクウィジターに替かわって、（二、三巻にもチラリと出てきた）アレクセイが対たい抗こう馬ば。

　ユーロ・マフィアに絡からむ国際犯罪に、玲れいとＳ＆Ｓ（もちろん、茜あかねとニコルも）が挑いどみます。

　夏なつ紀きもデビューした上に、強ごう欲よくプロデューサーや謎なぞの双子も登場。

　いよいよ混乱の度ど合あいを増すＳ＆Ｓワールドに、みなさん、もう少し付き合ってやってくださいね。

　みなさんの支持がある限り、このシリーズを続けますから。




　付ふ記き１

　活かつ躍やくの場を与あたえたいと思っても、なかなか出で番ばんが来ないのが可か哀わい相そうな宏こう太た。

　そのうち、こいつを中心に一本書きたいなと思ってます。

　……いつになることやら。




　付記２

　前にＤＶＤで見る映画の私し的てきベストテンをやったので、今度はサイテー映画を集めたワーストテンをやりたいなあ。……敵、作るだろうけど。
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